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本 書 に 関す る お 問い 合わ せ 

この 度 は 小 社 書 籍 を ご 購入 いた だ き 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 本書 を 読み 進め て いた だ きま す 中 で ご 不明 な 笛 
所 が ご ざい まし た ら お 問い 合わ せく だ さい 。 な お 、 お 問い 合わ せ に 関し まし て は 以下 の ガイ ドラ イン を 設け て お り 
ます 。 恐れ入り ま す が 、 ご 質問 の 際 は 最初 に 下記 ガイ ドラ イン を ご 確認 くだ さい 。 


ご 質問 の 前 に 
小 社 Web サ イト で 「 正 誤 表 」 を ご 確認 くだ さい 。 最新 の 正誤 情報 を 下記 の Web ペ ー ジ に 掲載 し て お り ま す 。 


上 記 ペ ー ジ の 「 正 誤 情 報 ]」 の リン タ を クリック し て くだ きい 。 な お 、 正 誤 情 報 が な い 場合 リン タク を クリ ッ ク す 
る こと は で きま せん 。 


ご 質問 の 際 の 注意 点 

・ ご 質問 は メー ル 、 ま た は 郵便 な ど 、 必 ず 文 書 に て お 願い いた し ます 。 お 電話 で は 承っ て お り ま せん 。 

・ ご 質問 は 本 書 の 記述 に 関す る こと の み と さ せ て いた だ いて お り ま す 。 従 いま し て 、 〇 〇 ペー ジ の 〇 GO 行 目 と いう 
よう に 記述 箇所 を は っ きり お 書き 添え くだ さい 。 記述 箇所 が 明記 され て いな い 場 合 、 ご 質問 を 承れ な いこ と が ご 
ざい ます 。 

・ 小 社 出版 物 の 著作 権 は 著者 に 帰属 いた し ます 。 従い まし て 、 ご 質問 に 関す る 回 答 も 基本 的 に 着 者 に 確認 の 上 回 答 
いた し て お り ま す 。 これ に 伴い 返信 は 数 日 な いし それ 以上 か か る 場合 が ご ざい ます 。 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


ご 質問 送付 先 
ご 質問 に つい て は 下記 の いずれ か の 方 法 を ご 利用 くだ さい 。 


Web ペ ー ジ より 
の サポ ー ト ペー ジ に ある 「 お 問い 合わ せ 」 を クリ ッ ク し て いた だ き 、「 書 籍 の 内 容 に つい て 」 の リン ク を 
クリ ッ ク し て 開く メー ルフ ォ ー ム の 要綱 に 従っ て ご 質問 を ご 記入 の 上 、 送 信 ボ タン を 押し て くだ さい 。 


郵送 
郵送 の 場合 は 下記 まで お 願い いた し ます 。 


〒106-0032. 
東京 都 港 区 六本木 2-4-5 
SB クリ エイ ティ ブ 読 者 サポ ー ト 係 


還 本 書 は CLIP STUDIO PAINT PRO Windows 版 を ネー ス に 解説 し て お り ま す 。 

環 本 書 中 の 内 容 は CLIP STUDIO PAINT PRO Ver.1.9.5 Windows 版 で 確認 を 行っ て いま す 。 パ バー ジョ ン に よっ て は 動作 が 異な る 可能 性 が あり 
ます 。 

画 本 書 内 に 記載 きれ て いる 会 社名 、 

現 林 書 の 出版 に あたっ て は 正確 な 
責任 を 負い か ね ます の で ご 了承 くだ さ 


製品 名 な ど は 一 般 に 各社 の 登録 商標 また は 商標 で す 。 本書 中 で は る 、™ マ ー ク は 明記 し て お り ま せん 。 
め ま し た が 、 本 者 の 内 容 に 基づく 運用 結果 に つい て 、 著 者 お よび SB クリ エイ ティ アブ 株 式 会 社 は 一 切 の 


ゃ 2020 KushioNogisaka 本 災 の 内 


て いま す 。 苦 作 位 者 ・ 出 版 栖 者 の 区 に 、 本書 の 一 削 ま た は 全 胃 を 
+ 


は じ め に 


は じ め ま し て 、 イ ラス トレ ー タ ー の 乃 樹 抜く し お と 申し ます 。 
本 書 を 手 に 取っ て いた だ き 、 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 ゲ ー ム 関連 や グッ ズ 、 キ ャ ラク ター デザ イン や 彩色 な 
ど 、 幅 広く 活動 させ て いた だ いて お り ま す 。 


最近 は 、 イ ラス ト に 触れ る こと が で きる 機会 が 非常 に 増え て きた と 感じ て いま す 。 ま た 、 る 種 解説 講座 サイ ト 、 
SNS や YouTupe で 描き 方 講座 な ど 、 多 く の イ ラス ト を 描く た め の 情 報 も 増え て き て いま す 。 多 く の 方 の 、 イ ラス 
ト に 対す る 興味 ・ 熟 意 を 感じ て いま す 。 

そん な 中 、 本 書 を 手 に 取っ て いた だ けた の は 大 変 光 栄 な こと だ と 思い ます 。 そ ん な 読者 の 方 々 に 少し で も お 力 添 
え で きる と と て も 嬉し く 思 いま す 。 


本 書 は 著者 の 前 作 で ある 「 と こと ん 解説 ! キャ ラク ター の 描き 方 人 門 教室 」 に 続い て 、2 冊 目 と な り ま す 。 前 閉 
は 、 大 変 多く の 方 に 読ん で いた だ けた よう で 、 非 常に 嬉し く 思 っ て いま す 。 少 し で も 皆さん の 創作 の 足がかり と 
な っ て いけ れ ば 、 と いう 思い で 、2 冊 目 の 本 書 を 執筆 し た 次 第 で す 。 

前 作 は ラフ や 線画 の 描き 方 か ら 湊 り の 仕上 げ ま で を 1 冊 に まとめ まし た が 、 本 書 は 「 塗 る こと 」 を 取り 上 げ て 解 
説 し て いま す 。 前 作 の 塗り は アニ メ 塗 り と プラ シ 塗 り の 2 種 を 解説 し て いま す が 、 今 回 は グリ ザイ ユ 画 法 で の 塗り 
と 、 グ ラ デ ー シ ョ ンマ ッ プ を 用 いた 塗り の 2 種 を 加え 、4 種 の 塗り に ボリ ュー ム ア ッ プ し まし た 。 書籍 の 限ら れ た 
ペー ジ 数 の 中 で 、 で きる だ け 塗 り の 工程 を 細か く 切 り 分 け て いき 、 噛 み 砕い た 説明 を 心がけ て いま す 。 


本 書 は 、「 線 画 ま で は な ん と か が 描け る けれ ど 、 塗 れ な い 」「 塗 り は じ め た の は いい けれ ど 、 ど こ を どう 塗れ ば いい 
お かわ か ら な い 」 な ど 、 塗 り に 関し て 悩ん で る 方 に 向け て 解説 し て いま す 。 手順 通り に 塗れ ば 同じ よう な 塗り を 再現 
で きる 、 と いう 構成 こし て あり ます の で 、 ダ ウン ロー ド て 配布 する 塗り の 背 習 用 ファ イル な ど を 活用 し て 、 一 通り 
の 工程 進め て みる と 自信 を つけ て いた だ ける と 思い ます 。 

た だ 、 本 書 の 描き 方 は 、 あ くま で 「 閉 者 個人 の 描き 方 ] で あっ て 、「 完 全 な 正解 ] で は あり ませ ん 。 さ ざま ざま な 描 
き 方 ・ 塗 り 方 が ある うち の 1 つ だ と お 考え くだ さい 。 


筆者 は 「 大 人 に な っ て か ら 絵 を 描き は じ め た 」 イラストレーター です 。「 了 供 の 頃 か ら 描い て いな けれ ば 上 手 く な 
れ な い 」 と いっ た 意見 も あり ます が 、 そ ん な こと は あり ませ ん 。 大 人 に な っ て か ら 絵 を 揺 き は じ め て イラ スト レー 
ター に な っ た 友人 は 何人 も いま す の で 、 い つ は じ め て も 遅い こと は あり ませ ん 。 

絵 は 知識 と 経験 が 重要 で す 。 何 を 押 い て きた か 、 ど れ だ け 多 く の 絵 を 描い た か だ け で な く 、 ど うい っ た 人 生 経 験 
で 、 何 を 見 て きた か の 総 験 値 も 、 絵 を より よく する ベース と な っ て いき ます 。 

読者 の 方 々 が 本 書 を 読む こと に よっ て 、 少 し で も 絵 を 描く こと が 楽し く 、 そ し て 前 に 進め る きっ か け に な る こと 
を 切 に 願っ て いま す 。 


2019 年 12 月 
乃 樹 坂 く し お 


本書 の 使い 方 


本 書 で 解説 し て いる 4 点 の 作例 イラ スト の 完成 ファ イル や 強 る 前 の 線画 ・ 下 浴 り ファ イル 、 そ や それに 著者 が カス 
タマ イズ し た 34 種類 の ペン ・ ブ プラ シ 、 各 章 の 色 指定 に 使え る カラ ー テ ンプ レー ト を 、 サ ポー トペ ー ジ か がら ダ ウン 
ロー ド し て いた だ け ま す 。 ま た 、5 章 の グラ デー ショ ンマ ッ プ で の 着色 で 使う グラ デー ショ ン セ ッ ト の 素材 デー タ 
を 、 セ ル シ ス の 素材 ペー ジ か ら ダ ウン ロー ド 入 手 し て 利用 し て いた だ け ま す 。 

本 書 の 解説 と 合わ せ て 、 塗 り に 使う ツー ル と し て 利用 し て いた だ き 、 塗 り を 体験 し な が ら 読 み 進め て いた だ けれ 
ば と 思い ます 。 こ ご ここ で は 、 そ れ ぞ れ の 入手 方 法 を 紹介 し て お きま す 。 利用 方 法 に つい て は 、 本 書 の 解説 ペー ジ を 参 
照 し て くだ さい 。 

な お 、 作例 ファ イル は 、 本 書 の 学習 用 途 と し て の み ご 利用 いた だ け ま す 。 ダ ウン ロー ド さ れ た デー タ は 閉 作物 で 
あり 、 一 部 また は すべ て を 公開 し た り 、 改 変 し て 再 配布 な おど され る こと は で きま せん 。 ま た 、 ダ ウン ロー ド し た 
デー タ の 使用 に より 発生 し た 、 い か な る 損害 に つい て も 、 著 者 お よび SB クリ エイ ティ ブ 株 式 会 社 は 一 切 の 責任 を 
負い か ね ます の で ご 了承 くだ さい 。 


作例 イラ スト と 付録 ペン ・ ブ ラ シ 、 カ ラー テン プレ ー ト の ダウ ン ロ ー ド 

本 書 で 作成 し て いく 作例 イラ スト の ファ イル と 、 著 者 が カス タマ イズ し た 配布 ベン ・ プ ラ シ 、 そ れ に 色 指 定 の カ 
ラー テン プレ ー ト の ファ イル は 、 本 書 の サポ ー ト ペー ジ か ら ダウ ン ロ ー ド が で きま す 。 本 書 を 読み 進め な が ら ご 利 
用 くだ さい 。 


人 作例 ファ イル 、 カ スタ ムペ ン ・ ブ ラ シ 、 カ ラー テン プレ ー ト の ダウ ン ロ ー ド (サポ ー ト ペー ジ 内 ) 
https://isbn2.sbcr.jp/02925/ 


サポ ー ト ペー ジ の ダウ ン ロ ー ド ペー ジ で は 、 作 例 イ ラス ト の 完成 ファ イル と 線画 ・ 下 塗り ファ イル 、 配 布 カ スタ 
ムペ ン ・ プ ラ シ 、 カ ラー テン プレ ー ト の リン ク が それ ぞ れ 用 意 さ れ て いま す 。 各 ダウ ン ロ ー ド デー タ は 、ZIF 形 式 
の 圧縮 ファ イル に な っ て いま す の で 、 展 開 し て ご 利用 くだ さい 。 


作例 イラ スト の 完成 ファ イル と 線画 ・ 下 塗り ファ イル の ダウ ン ロ ー ド デー タ に つい て 

作例 イラ スト は 、 完 成 フ ァイル 、 線 画 ・ 下 塗り ファ イル 、 付 録 の パリ エー ショ ン の イラ スト ファ イル を それ ぞ れ 
の リン ク か ら ダ ウン ロー ド で きま す 。 ZIP フ ァイル を 展開 する と 、 フ ォ ル ダ 内 に 次 の CLIP STUDIO フ ォ ー マ ッ ト 
形式 ( 抜 張子 「.clip]) の ファ イル を 用 意 し て いま す 。 


* 作例 イラ スト ファ イル 
イラ スト _ ア ニ メ 塗 り .clip (2 章 の アニ メ 塗 り 作例 イラ スト ) 
イラ スト _ プ ラ シ 塗 り .clip 3③ 章 の プラ シ 塗 り 作例 イラ スト ) 
イラ スト _ ア ニ メ 塗 りー プラ シ 塗 り .clip (2 章 の 作例 イラ スト を プラ シ 塗 りこ し た も の ) 
イラ スト _ グ リザ イコ ユ 画 法 .clip (4 章 の グリ ザイ ユ 画 法 作例 イラ スト ) 
イラ スト _ グ ラ デ ー シ ョ ンマ ッ プ .clip (5 章 の グラ デー ショ ンマ ッ プ の 作例 イラ スト ) 
* 線画 ・ 下 沼 り ファ イル 
線画 二 下 塗り _ ア り .clip (2 章 の アニ メ 途 り 用 ファ イル ) 
線画 下塗り プラ シ 塗 り .clip 3③ 章 の ブラ シ 塗 り 用 ファ イル ) 
線画 + 下塗り _ グ リザ イ ユ 画 法 .clip (4 章 の グリ ザイ ユ 画 法 用 ファ イル ) 
線画 + 下 準 り _ グ ゲラ デー ショ ンマ ッ プ .clip (5 章 の グラ デー ショ ンマ ッ プ 用 ファ イル ) 
* パリ エー ショ ン の イラ スト ファ イル 
イラ スト _ ア ニ メ 塗 り _ エ フェ クト 追加 .clip (付録 の エフ ェクト を 追加 し た 作例 イラ スト ) 
イラ スト _ ア ニ メ 塗 りー プラ シ 塗 り _ 夜 .clip (付録 の 夜 に 変更 し た 作例 イラ スト ) 
イラ スト _ ア ニ メ 塗 りー プラ シ 塗 り _ る 焼 .clip (付録 の 焼け に 変更 し た 作例 イラ スト ) 


カス タム ペン ・ ブ ラ シ の 利用 方 法 に つい て 
配布 する カス タム ベン ・ プ ラ シ の ZIP 圧 縮 フ ァイル を 展開 する と 、 フ ォ ル ダ 内 に 次 の 34 個 の ベン ・ プ ラ シ の ファ 
イル を 用 意 し て いま す 。 


る ゃ 配布 する カス タム ペン ・ ブ プ ブラシ の ファ イル 名 


キラ キラ 散布 (粒子 小 ) .sut | キラ キラ 散布 .sut な じ ま せ 筆 (先端 細 ) .sut な じ ま せ 第 .sut 
厚 漆 り 第 Ver1.sut 厚 塗り 征 Ver2.sut 自作 紅葉 .sut 自作 葉 .sut 
小丸 散布 .sut 万 能 マ ー カ ー .Sut 雲 _-001.sut 雲 _002.sut 
雲 _2 色 _001.sut 雲 -004.sut 雲 _-005.sut 
雲 -007.sut 雲 .008.sut 
雲 .011.sut 雲 _012.sut 
雲 .014.sut 雲 .015.sut 雲 .016.sut 
雲 _018.sut 雲 _019.sut 雲 _020.sut 
室 _022.sut 雲 - 大 _001.ut 


ペン ・ プ ラ シ の ファ イル の 利用 方 法 に つい て は 、1 章 の 6 ペー ジ を 参照 し て くだ さい 。 本 書 で は 「 な じ ま せ 筆 」 や 
「 自 作 紅葉 ] プ ラ シ な ど を 使っ て いま す が 、 ほ か の 配布 ベン ・ ブ ラ シ も 、 筆 者 な り に カス タマ イズ し た も の な の で 、 
ぜひ 試し て いた だ けれ ば と 思い ます 。 


色 指定 に 使え る カラ ー テ ンプ レー ト に つい て 
カラ ー テ ンプ レー ト の ZIP 圧 縮 フ ァイル を 展開 する と 、 次 の 4 つの PNG 形式 (拡張 子 「.pn g」) の 画像 ファ イル を 
用 意 し て いま す 。 


2 章 - カ ラー テン プレ ー ト _ ア ニ メ 塗 り .png (2 章 の 色 ナ ン バ ー) 
・3 章 - カ ラー テン プレ ー ト _ プ ラ シ 塗 り .png (3 章 の 色 ナ ン バ ー〉 
4 章 - カ ラー テン プレ ー ト _ グ リザ イコ 画 法 .png (4 章 の 色 ナ ン バ ー) 
・5 章 - カ ラー テン プレ ー ト グラデーション マッ プ .png (5 章 の 色 ナ ン バ ー) 


本 書 の 色 指 定 で 使っ て いる 色 ナ ン バ ー を 一 覧 に し た 如 章 の ファ イル で す 。 利用 の 方 法 は 、1 章 の 9 ペー ジ を 参照 
し て くだ さい 。 各 工 程 で の 色 指定 が 簡単 に で きる 利用 方 法 を 紹介 し て いま す の で 、 ぜ O 活 用 し て いた だ けれ ば と 思 
いま す 。 


と 本 書 で 使う グラ デー ショ ンマ ッ プ の 素材 デー タ の ダウ ン ロ ー ド 

5 章 の グラ デー ショ ンマ ッ プ の 着色 で 使う 本 書 用 の グラ デー ショ ン セ ッ ト の 素材 デー タ は 、 セ ル シ ス の 素材 ペー 
ジ に アッ プロ ー ド し て いま す の で 、 ダ ウン ロー ド し て 利用 し て いた だ く こ と が 可能 で す 。 

素材 の 0 ダウンロー ド は 、CLIP STUDIO PAINT PRO で は な く 、 ポ ー タ ル ア プ リケーション の CLIP STUDIO か 
ら 行 いま す 。 ポー タル アプ リケーション の CLIP STUDIO の 左側 の メニ ュー 項目 に ある 「CLIP STUDIO ASSETS 
素材 を 探す ] を クリ ッ ク し て くだ さい 。 右側 の パネ ル に ダウ ン ロ ー ド 素材 が 表示 され ます の で 、 固 面 上 の 検索 ボッ 
クス に 、「 入 門 教 室 ) ま た は 「SB ク リエ イ テ ィ ブ 」 と 入力 し て 検索 を 行っ て くだ さい 。 


w 


筆者 が アッ プ し た グラ デー ショ ン セ ッ ト の 「 入 門 教室 使用 グラ デー ショ ンマ ッ プ 」K 作 者 : ku_shi) が 結果 一 覧 に 
出 て くる と 思い ます の で 、 そ れ を クリ ッ ク し て くだ さい 。 ダ ウン ロー ド ペ ー ジ で 「 ダ ウン ロー ド 」 を クリ ッ ク す る 
と 素材 と し て 入手 で きま す 。 

素材 と し て 入手 し た グラ デー ショ ン セ ッ ト の 使用 方 法 は 、5 章 の 160 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 

な お 、OLIP STUDIO で 素材 を ダウ ン ロ ー ド する に は 、CLIP STUDIO ア カウ ント で ログ イン し て お く 必 要 が あ 
り ま す 。 


入門 教室 月 グラ デー ショ ンマ ッ プ の 入手 方 法 


OCLIP STUDIO の 画面 大 の メニ ュー 一 覧 
で 、「CLIP STUDIO ASSETS 素材 を 探 


ーー。 = 需 。 す 」 を 選択 し て 、 検 索 ポ ックス に 「 入 幅 教 
に 計 2 
: の Cu SIUDIO ASSEIS に よう を 


琴 天 お 講 み くだ さい ミ サー ビス 務 人 ポリ シー に つい て 


| MS 


押 着 cocme 


る cuP sTUDIO AssETs E 


@「 入 門 教 室 使用 グラ デー ショ ンマ ッ プ 」 を 
クリ ッ ク し ます 。 


@「 ダ ウン ロー ド 」 ボ タン を クリ ッ ク し て 、 素 
材 と し て 入手 し て お きま す 。 
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CLIP STUDIO 
PAINT PRO で 
塗り の 準備 


CLIP STUDIO PAINT 
PRO に つい て 


本 書 は 、 デ ジタル イラ スト を 描く 多く の 人 が 使っ て いる CLIP STUDIO 
PAINT PRO を 使っ て イラ スト を 塗っ て いき ます 。 


- CLIP STUDIO PAINT の 入手 方 法 


CUIP STUDIO PANT は 。 セル シス が 昌 層 、 由 売 し て いる イラ スト 、 マ ン ガ 。 アニ メー ショ ン な ど を 作成 で きる 
ダラ フィ ッ タ スソ フト で す 。 パソ コン ショ ッ プ や 理財 で パッ ケー ジ が 了 売 され て いま す が 、 CLIP STUDIO 
PAINT の ペー ジ か ら ダ ウン ロー ド 拓 を 忠和 する こと も で きま す 。Wndows 塊 と Trac OS 放 が 岳 遍 され て いま す 。 


=CLP STUDIO PAINT の ペー ジ 
ED httos://AM cliostucio net/ 


Di 


@ PAINT 


利用 する に は 人 人 応援 サ イト CUP STUDIOJ へ の アカ ウン ト 登 録 と ライ ヤン ス 能 入 シリ アル ナン バー の 茜 
生か 攻 に な り ま ず 。 詳し く は CLIP STUDIO TIPS 「CLIP STUDIO PAINT を 使う た め の 潤 を ご 覧 ぐだ さい 。 


=「CLIP STUDIO PAINT を 使う た め の 深作 
GE hpe:/tips olip-studlo.coma-ip/ar 


人 用 意 まれ て いま す の で. 時 手工 き を すず 


CLIP STUDIO PAINT の エディ ショ ン の 違い 


CLIP STUDIO PAINT に は 、PRO 版 と EX 版 の 2 つの エディ ショ ン が あり ます 。 こ の ほか に 、 ペ ンタ プレ ッ ト や 
パソ コン を 購入 し た と き に 付属 また は イペ ント な ど て 配布 され て いる DEBUT 版 も あり ます が 、 単 体 で は 購入 で 
きず 、 使 える 機能 が PRO 版 に 比べ 少な く な っ て いま す 。 

EX 版 は 、PRO 上 販 よ り も 多 機能 に な っ て お り 、 主 に 追加 され て いる 機能 と し て は 次 の 点 が あり ます 。 


ゃ ライ ン 抽 出 な ど 一 部 の レイ ヤー ブロ バテ ィ 機 能 

* 複数 ペー ジ 機能 、 ス トー リー エディ ター な ど と 漫画 な ど て で 使う 機能 
* 2D・3D レ ンダ リン グ 機 能 、3D レ イア ウト 機能 な どの 細か な 部 分 
* より 長い アニ メー ショ ン の 制作 が 可能 

* 共同 制作 の 管理 支援 機能 

* フィ ルター や ファ イル の プラ グイ ン 機 能 の 有無 


基本 的 に イラ スト を 描く だ け な ら PRO 阪 の 機能 で 十分 で す 。EX 版 で 追加 され て いる 機能 よ 、 マ ン ガ や アニ メー 
ショ ン な どの 制作 に 活躍 する も の が ほとん ど で す 。 ま た 、PRO 版 を 購入 し て いる 場合 、EX 版 は 差額 で 購入 で きま 
す の で 、 必 要 に な っ て か ら ア ッ プ グレ ー ド し て も よい で し ょ う 。 

各 エ ディ ショ ン の 機能 の 詳細 に つい て は 、「CLIP STUDIO PAINT 機 能 一 覧 ] の ペー ジ で 紹介 され て いま す の で 、 
確認 する と よい で し ょ う 。 


きき [CLIP STUDIO PAINT 機 能 一 覧 」 
https://Www.Clipstudio.net/paint/functionalLlist 


iPad 版 と IPhone 版 も 用 意 さ れ て いま す 。iPad 版 と iPhone 版 は 、App Store か ら 入手 する こと に な り ま す 。 
iPad 版 と iPhone 版 が 登場 し た こと で 、CLIP STUDIO PAINT を 持ち 通 ん で 、 場 所 を 選ば ず に イラ スト を 描く こと 
が 可能 に な り ま し た 。 ま た 、Windows 版 や mac OS 版 と の 連携 機能 も 用 意 さ れ て いま す 。 

iPad 版 と iPhone 版 は 買い 切り 形式 で は な く 、 ア プリ 内 課金 に は っ て お り 、 月 額 の サ プ ス クリ プシ ョ ン で の 支払 
いと な っ て いま す 。 セ ル シ ス が 発表 し て いる 情報 や 、CLIP STUDIO PAINT の ペー ジ の iPad 版 と Phone 版 の 紹 
介 、App Store の CLIP STUDIO PAINT の 説明 内 容 を ご 覧 くだ さい 。 


ゃ CLIP STUDIO PAINT の ペー ジ に ある iPad 版 と iPhone 版 の App Store へ の リン ク 


EN Gin STUDID PAINT ea 2 ELIP STUDIO PAINT oma 


> お 申し 込み か ら 


本 書 で は 、CLIP STUDIO PAINT PRO の Windows 版 で 解説 を し て いま す 。 キ ー 操 作 な ど で 一 部 違い は あり ま 
す が 、 基 本 的 に は mac OS 版 で も 同じ よう に 操作 で きま す 。 ま た 、iPad 版 で も ほぼ 近い 操作 が で きる で し ょ う 。 


に 】 
に 


NAT VTOodd LNIVd OIAQNLS dI1 う 


CLIP STUDIO PAINT 
PRO の 基本 操作 


CLIP STUDIO PAINT PRO を 使う に あたっ て 、 イ ラス ト を 描く キャ ン バ 
ス の 設定 、 ベ ン ・ プ ラ シ ツ ー ル 、 指 画 色 の 設定 な ど 、 革 本 的 な 部 分 と 本 
書 で の 便利 な 使い 方 を 紹介 し て お きま す 。 


* キ ャ ン バ ス の 設定 に つい て 

イラ スト < と き に DCD BDI ンス の で に キャ ン パ バス を 8 する 8 は メ 
コー で ファ イル (を する のか キャ ツン パス の 上 に あめ ち ウー ルポ ボタ の [ポタ ン を クリ ツク レ て [W 
イア ロフ ックス を 上 いて ま し て いき まき 。 


キャ ン パス を 作成 す る [打順 | タイ アロ グ ポ ックス を 問 く 


ー で (ファ イル |ー 導 | 

的 す 58 サー ポタ 

ジ の [ 導 | を クリ ッ ク し ます 。 [人 RO 放 | で イラスト] 
所 し て キャン パス の 
サイ ズ G ど を 沸 を し ます 。 


二 生 は イラ スト を 反 く の で .「 作 の 用 は 一 番 を の 「 イ ラス ト 」 を 本 所 し イラ スト 用 の 十 内 容 に し ます 。 
「 フ ァイル 名門 で すず 。「 プ リセ ッ ト 」 の 項目 は サイ ズ が 介 拓 で きま す が 、「 カ スタ ム 」 を 肖 拓 し て お け ば . 下 の 
| キャン パス 」 の 証 天 日 で サイ ズ を 直 拉 指定 で きま す 。 
の 項目 で す が 。 対 に Web 且 の イラ スト なら 「pxI、 用 紅 に 印 馬 する 日 的 な らち nm」 を 居 択 する と よい 
「 キ ャ ン パス 」 の 項目 の 昭 定 で す が 回 の 條 例 イ ラ ヌ ト は ず べ て 、「 編 192mm。 高き 267mm. 前記 950d5 
の 抽 本 に し て いま す 。「 導 衣 色 」 の 項目 の チェ ッ ク は 外し て 、 用 臣 の な い 抽 二 に し て いま す 。 


で 


EMA ラスト の [キャ ン パス 」 の MM 定 


: 透明 な キャ ン バ ス に 色 を 設定 する 

: 「 用 紙 色 」 の チェ ッ ク を 外し て キャ ン バ ス を 作成 する 
: と 、 右 の 左 図 の よう に 透明 な 状態 に な り ま す 。 こ れ 
: で は と て も 描き に くい の で 、 右 図 の よう に 真っ 白 に 
: 見 える キャ ン バ ス に 変更 し て お きま し ょ う 。 

: メニ ュー で 「 フ ァイル 一 「 環 境 設 定 ] を 選択 し 、「 環 ae 
: 境 設 定 ]」 ダ イア ログ ポッ クス を 開き ます 。 

: 「 環 境 設 定 」 ダ イア ログ ボッ クス を 開い た ら 、 左 便 の 
: メニ ュー 項目 の 一 覧 か ら 「 キ ャ ン パ バス 」 を 選択 し ます 。 
: 右 の パネ ル の [表示 」 で 、「 返 明 部 分 ] に ある 「 表 示 色 2 な キャ ンス を 白 に 変更 
: の 色 を 白人 へ 変更 し ます 。 ご これ で 、 用 紙 が な い 場 合 も 

: 真っ 白 な キャ ン パ ス 表示 に する こと が で きま す 。 


に 2 「 遂 明 部 分 」 に ある 
「 表 示 色 2」 の 色 を 白 
に 設定 し ます 。 


: ふ [環境 設定 」 ダイ アロ グ ボ ックス の 「 キ ャ ン バ パス 」 に ある 「 表 示 色 2」 で 設定 


、 、 上 
=* ペ ン ・ ブ ラ シ ツ ー ル の 選択 と 設定 

CLIP STUDIO PAINT PRO で イラ スト を 描く と き に は 、 塗 る 場所 に 合っ た も の や 、 徐 りや すい ペン ・ ブ ラ シ を 選 
択 し て 、 塗 っ て いく こと に な り ま す 。 プ リセ ッ ト で 多く の ペン ・ ブ プラ シ ツ ー ル が 用 意 さ れ て いま す 。 ま た 、 多 く の イ 
ラス トレ ー タ ー が 、 自 分 が 塗り や すい よう に 設定 を カス タマ イズ し た ペン ・ プ ラ シ ツ ー ル を 、 素 材 と し て 公開 され て 
いま す の で 、 ダ ウン ロー ド し て 利用 する こと も で きま す 。 い ろ い ろ 試 し て 、 自 分 が 塗り や すい ペン ・ プ ラ シ ツ ー ル を 
探し た り 、 慣 れ て くれ ば 、 自 分 で カス タマ イズ する と よい で し ょ う 。 


ょ 本 書 で 利用 する プリ セッ ト の ペン ・ ブ ラ シ ツ ー ル 
今回 の 作例 イラ スト で 使用 し て いる プリ セッ ト の 主 な ペン ・ プ ラ シ ツ ー ル を 紹介 し て お きま す 。 左側 に 「 ツ ー ル ]」 
パレ ッ ト の アイ コン 、 右 横 に 各 ツ ー ル の 「 サ プ ツ ー ル 」 パ レッ ト で の 選択 画面 を 並べ て 紹介 し て お きま す 。 


に 】 
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を ゃ 「G ペン 」 ツー ル る 「 エ アブ ラ シ 」 ツー ル 


「 ペ ン 」 ツ ー ル に ある 「 ペ ン 」 タ ブ の 「G ペ ン 」 を 「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル に ある 「 エ アプ ラ シ 」 タ ブ 


使用 し ます 。 の | 柔らか ] を 使用 し ます 。 
き 「 ほ ぼかし 」 ツー ル き 「 自 動 選択 ] ツー ル 


「 色 混ぜ 」 ツ ー ル に ある 「 色 混ぜ 」 タ ブ プ の 「 ぼ ぽか 「 自 動 選択 」 ツ ー ル に ある [自動 選択 」 タ ブ の 「 他 
し 」 を 使用 し ます 。 レイ ヤー を 参照 選択 」 を 使用 し ます 。 
を 「 ガ ッシュ 細 筆 」 ツー ル きき 「 か すれ 紅葉 ] ツー ル 


「 華 ] ツ ー ル に ある 「 厚 光 り 」 タ プ の 「 ガ ッシュ 「 デ コレ ーション 」 ツ ー ル に ある 「 草 木 」 タ プ の 
細 筆 」 を 使用 し ます 。 「 か すれ 紅葉 」 を 使用 し ます 。 


『 本 書 で 配布 する ペン ・ ブ プラ シ ツ ー ル の 使い 方 

作例 イラ スト の 塗り で は 、 筆 者 が カス タマ イズ し た ペン ・ プ ラ シ を 使っ て いる と ころ も あり ます 。 こ の ペン ・ ブ 
ラ シ は 本書 の サポ ー ト ペー ジ か ら ダ ウン ロー ド て で 配布 し て いま す の で 、CLIP STUDIO PAINT PRO に 追加 し て 
使っ て くだ さい 。 ダ ウン ロー ド 方 法 は 、 巻 頭 の 「 本 書 の 使い 方 を 参照 し て くだ さい 。 配布 し て いる ペン ・ ブ ラ シ 
は 、ZIP 形 式 の 圧縮 ファ イル に まとめ て いま す の で 、 展 開 し て ご 利用 くだ さい 。 


や サポ ー ト ペー ジ 
https://isbn2.sbcrjp/02925/ 


配布 し て いる ペン ・ ブ ラ シ は 全部 で 34 種類 あり ます が 、 そ の 全部 を 使う わけ で は あり ませ ん 。 それぞれ の 浴 り 
の と ころ で 、 ど の ペン ・ ブ ラ シ ツ ー ル を 使う か を 記載 し て いま す の で 、 利 用 する ペン ・ ブ ラ シ ツ ー ル の ファ イル 
を 、「 サ プ ツ ー ル 」 パ レッ ト に ドラ ッ グ & ドロ ッ プ し 、 登 録 し て 使っ て くだ さい 。 

た と えば 、 次 の 図 で は 、「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル を 、「 ペ ン 」 ツ ー ル の 「 サ ブツ ー ル 」 パ レッ ト の 「 ペ ン 」 タ ブ の 中 に 追 
加 し て いま す 。 


る 配布 ベン ・ ブ ラ シ の 追加 方 法 


で 「 ペ ン 」 ツ ー ル を 選択 し 「 サ プ ツ ー ル 」 パ レッ @「 な じ ま せ 筆 」 の ファ @「 な じ ま せ 第 」 ツール が 登録 
ト の 「 ペン] タブ を 開き ます 。 イル を 、 ペ ン の 一 覧 され ます 。 
に ドラ ッ グ & ド ロッ 
プレ し ます 。 


: セル シス が 配布 し て いる [鉛筆 R」 ツ ー ル : 
H 本 書 で は 線画 な ど で 、 セ ル シ ス 公式 で 配布 され て いる 「 鉛 筆 R] ツー ル を 使っ て いま す 。 描 き 味 抜群 な 鉛筆 : 
: 素材 で す 。 下 書き や 線画 な ど さ ま ざま な 場面 で 使用 する こと が で きま す 。 CLIP STUDIO の 「CLIP STUDIO : 
: ASSETS 素材 を さがす 」 で 検索 する か 、 次 の URL か ら 入手 で きま す 。 


ペン ・ ブ ラ シ サ イズ の 変更 方 法 

作例 イラ スト を 塗っ て いく と き に 、 ペ ン - プラ シ ツ ー ル の サイ ズ の 目安 の 指定 を し て いる こと が あり ます 。 その 
場合 、 選 択 し た ペン ・ プ ラ シ ツ ー ル の 「 ツ ー ル プロ パテ ィ 」 パ レッ ト の 「 プ ラ シ サ イズ 」 の 値 で 設定 し て くだ さい 。 
また 、「 ブ プラ シ サ イズ 」 パ レッ ト で は 、 塗 る サイ ズ の 大 き さ が 表示 され ます の で 、 決 まっ た サイ ズ に 変更 する と 
き に は 簡単 に 選択 で きま す 。 た だ 、 小 数 点 以下 の サイ ズ を 調整 する 必要 が ある 場合 な ど 、 細 か い 数 値 で 指定 する と 
き に は 、「 ツ ー ル プロ パテ ィ 」 パ レッ ト の 「 プ ラ シ サ イズ 」 を 使う と よい で し ょ う 。 

「Ctrl]+「Altl」 キ ー+ キ マウ ス の 左 ド ラッ グ で 、 直 感 80 に サイ ズ を 変更 する こと も で きま す 。 


きき 「 ツ ー ル プロ パテ ィ 」 バ パレット きき 「 ブ プラ シ サ イズ 」 バ レッ ト 


「 ブ プラ シ サ イズ 」 に 値 で 
指定 し ます 。 


ブラ シ サ イズ の 一 覧 
か ら 、 指 定 す る サイ 
ズ を クリ ッ ク し ます 。 


に 】 
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描画 色 の 指定 に つい て 


イラ スト を 押 く と き に は 、 さ ま ざ ま な 色 を 使用 し て いき ます 。CLIP STUDIO PAINT PRO で は 、 カ ラー サー クル 
や カラ ー ス ライ ダー で 色 を 指定 する こと に な り ま す 。 
筆者 は 、「HSV] 設 定 で 表示 し た HSV ス ライ ダー で 色 を 指定 する こと が 多い で す 。 


き 「 カ ラー サー クル 」 バ パレット る HSV 表示 の 「 カ ラー スラ イダ ー」| パレ ッ ト 


透明 m 0a om 0 ⑮ 


HSV は 、「H] が 「 色 相 」、「S」 が 「 彩 度 ]」、「V」 が 「 明 度 ] を 示し て お り 、 色 相 は 色 の 種類 の 指定 で 、 彩 度 は その 色 
が どの くら い 鮮 や か な の か の 指定 、 明 度 は その 色 が どの くら い 明 る いか を 示す 値 に な り ま す 。 

HSV ス ライ ダー の 下 に ある 各 「 和 人] マーク を スラ イド させ る こと で 色 を 変更 で きる の で 、 何 度 か 操作 し て いる う 
ち に 、 ど の くら い の 彩 度 と 明る さ で 、 ど ん な 色 に な る の か が わか っ て きま す 。 つ まり 、 色 の 感覚 が 身 に つい て いく 
と 思い ます 。 本 書 で も HSV ス ライ ダー で 線 や 塗り の 色 を 指定 し て お り 、 各 塗り 色 の 表示 で も 、HSV の 指定 値 を 表 
記し て いま す 。 

また 、 塗っ て いる 色 の 色調 補正 が 行え る 「 色 相 ・ 彩 度 ・ 明 度 」 ダ イア ログ ボッ クス の 設定 画面 で も 、HSV の 値 で 
指定 し ます 。 HSV ス ライ ダー に 慣れ て お く と 、 こ ちら を 扱う と きも や りや すい で し ょ う 。 

本 書 で 塗っ て いる 途中 で 、「 透 明 色 」 と いう 指定 が 入る こと が あり ます 。 そ の 場合 は 、「 カ ラー スラ イダ ー」 パ レッ 
ト の 「 透 明 」 を 選択 し て 使用 し て くだ さい 。 透明 色 で 塗る と 、 擬 似 89 で す が 、 消 し ゴム と 同様 の 機能 に な り ま す 。 


『 本 書 で の 色 表 記 
本 書 で は 、 手順 ご と に 塗っ て いる 色 を 色 の 見 本 と HSV の 数 値 で 紹介 し て いま す 。 し か し 、 実際 に 塗る 工程 で 毎 
回 HSV の 値 を 指定 する の は と て も 大 変 だ と 思い ます 。 そ こ で 、 各 色 に ナン バー を つけ て 、 少 し で も 簡単 に 色 指定 
を し て も ら え る 方 法 を 考え て み ま し た の で 、 も し よけれ は 試し て くだ さい 。 
まず 、 本 書 の 色 指 定 の 表記 は 次 の よう に し て いま す 。 色 の 見 本 と 、 色 ナン バー、 塗 っ て いる 場所 な どの 説明 、 そ 
れ に HSV の 設定 値 で 表記 し て いま す 。 


本 書 の 色 表 記 本 書 で の 色 ナ ン バ ー 塗っ て いる 場所 な ど 


【A05】 上 落 
見本 354 838% V100% ーー HSV の 指定 


『 配布 カラ ー テ ンプ レー ト の 利用 方 法 


本 書 の 色 ナ ン バ ー は 2 章 の アニ メ 塗 り だ と 「A.01] か ら は じ ま り 「A.50] ま で あり ます 。 同じ よう に 3 章 は 「B.01」 
か ら 、4 章 は 「C.01」 か ら 、5 章 は 「D.01」 か ら と 、 名 章 の それ ぞ れ の 色 に ナン バー を つけ て 表記 し て いま す 。 

そし て 、 作 章 ご と に 使っ て いる 色 の 色 見 本 と ナン バー、HSV 設 定 値 を 、1 枚 に まとめ た 色 の テン ブレ ー ト 画像 を 
用 意 し まし た 。 こ の 画像 ファ イル は PNG 形式 で 、 サ ポー トペ ー ジ で ダウ ン ロ ー ド 配布 を し て いま す 。 入手 方 法 は 
巻頭 の 「 本 書 の 使い 方 を 参照 し て くだ さい 。 ダウ ン ロ ー ド し た ファ イル は ZIF 形 式 で 圧縮 され て いま す の で 、 展 開 
し て いた だ く と 、 次 の よう な お 使用 色 の 一 覧 を まとめ た も の が 章 ご と に 分 け て 4 つ あり ます 。 


As 


ona:9% 30H3MH1O0% 209:40%:57% 


O0100% 354:38%:100% 


5544%-100% 125%:96% 25:24%:100% 


Ace Aoz Ae Aoe Ano 
228:36%:TI% 353:82%89% 324:32K:100% 35832096 和 145:52%:78% 
A Aa Aa Au As 

2299%95% 242144k75 
Ate A17 Aa Am Azo 


247.40078% 34413100 225189687 
ん Age Az23 


32014%8S% 226103 BB% 


ERC だ 3 


383ze94 和 335 


Aso 


242:2406:55% 103:219684% A1:80:100% 201:100%:100% 231:25%85% 
A As Asa As4 Ass 
le 

231:14%:75% 19139%:100% 193:19%:99% 359:60%-100% 21714% 83% 
Ase A37 Aae As Ao 


193730%100% ORrg0%e 53:20%:T00% 
ん Ao 23 

識 
は 


194635We99% 221:52%:54% 


As4 


Ad 


201:38%:100% 201:87%:100% 222:100%:100%217:47%:100% 209:66%:100% 


Ad 27 


Ace 


Aso 


199:54%100% 213:78%:75% 233:80%:61% 203:5096100% 2042395100%6 


きる 湊 り ご と に 分 けた 色 の テン プレ ー ト 画像 例 

これ は 2 章 の アニ メ 塗 り で 使う 色 を 1 枚 に まとめ た 色 の テ 
ンプ ブレ ー ト 画像 で す 。 こ れ と 同じ よう に 、3 章 の プラ シ 光 
り 、4 章 の グリ ザイ ユ 塗 り 、5 章 の モノ クロ 塗り 上 グラ デー 
ショ ンマ ッ プ の それ ぞ れ の 章 で 使う 色 を まとめ た テン ブ 
レー ト を 用 意 し て いま す 。 


この 色 テ ンプ レー ト を 使っ て 簡単 に 色 を 指定 する 方 法 を 紹介 し ます 。CLIP STUDIO PAINT PRO の 「 サ プ ビ ュー]」 


パレ ッ ト を 利用 し ます 。 


メニ ュー で 「 ウ ィ ン ド ウ 」…「 サ プ ピ ュー」 を 選択 し て 、「 サ プ ピ ュー」 パ レッ ト を 表示 し ます 。「 サ ブ ビ ュー」 パ レッ 
ト の 初期 設定 で は 、「 ナ ビ ゲ ー タ ー」 パ レッ ト と 同じ 場所 に 表示 され 、 タ プ で 切り 替え ます 。 こ れ で は 、「 ナ ビ ゲ ー 
ター」 パ レッ ト が 使い に くい の で 、「 サ プ ビ ュー」 パ レッ ト の タブ 部 分 を クリ ッ ク し て 、 下 の パレ ッ ト と パレ ッ ト の 
周 に ドラ ッ グ & ドロ ッ プ で 移動 し て くだ さい 。 こ れ で 「 サ プ ビ ュー」 パ レッ ト が 独立 し た パレ ッ ト と し て 表示 され 


ます 。 


に 】 
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を 「 サ ブ ビ ュー」 パレ ッ ト を 独立 し た パレ ッ ト に 表示 


「 サ プ ビ ュー」 パ レッ 
ト の タブ 部 分 を 、 下 
の パレ ッ ト と の 問 に 
ドラ ッ グ & ド ロップ 
で 移動 し ます 。 


ta- 


「 サ プ ピ ュー」 パ レッ 
ト が 独立 し た パレ ッ ト 
と し て 表示 され ます 。 


この 「 サ プ ビ ュー」 パ レッ ト に 、 名 章 の 色 テ ンプ レー ト の 画像 ファ イル を ドラ ッ グ & ド ロッ プ し ます 。 す る と 、 
パレ ッ ト に 画像 ファ イル が 表示 され ます 。 そ し て 、「 自 動 で スポ イト に 切り 替え 」 ボ タン を クリ ッ ク し て 、 有 効 に 
し ます 。 


侍 色 テン プレ ー ト の 画像 を 「 サ プ ビ ュー」 バレット に 登録 


色 の テン プレ ー ト の 画像 ファ 
イル を 、「 サ プ ビ ュー」 パ ネル 
に ドラ ッ グ & ド ロッ プ で 登録 
し ます 。 


「 自 動 で スポ イト に 切り 
替え 」 ポ タン を クリ ッ ク 
し て 有効 に し ます 。 


テン プレ ー ト 画像 に マウ スカ ー ソ ル を 移動 する と 、 ス ポイ ト の 形 に な り ま す の で 、 一 覧 の 中 か ら 指 定 す る 色 を ス 
ポイ ト す る と 、 描 画 色 の 設定 に 反映 する こと が で きま す 。 こ れ で メイ キン グ で 指定 し て いる 色 を 簡単 に 指定 で きる 
と 思い ます 。 


る を 「 サ ブ ビ ュー」 パレ ッ ト で スポ イト し て 色 指 定 


色 の テン プレ ー ト の 
色 を スポ イト し ます 。 


スポ イト し た 色 は 、 挫 画 色 の 設定 に 反 
喘 さ れ ます 。 


イラ スト の 保存 と 書き 出し に つい て 


CLIP STUDIO PAINT PRO の イラ スト ファ イル の 保存 方 法 は いく つか あり ます 。 ま ず 、 作 成 途 中 の イラ スト や 
完成 し た イラ スト の 保存 方 法 に は 、「 フ ァイル 」 メ ニュ ー の 「 保 存 」「 別 名 で 保存 」「 複 製 を 保存 」 が あり ます 。 


*「 保 存 」 : 現在 開い て いる イラ スト を その まま 保存 
ゃ 「 別 名 で 保存 」 : 現在 開い て いる イラ スト を 、 別 の 名 前 に 変更 し て 保存 
*「 複 製 を 保存 : 現在 開い て いる イラ スト ファ イル を 複製 し 、 さ ま ざ ま な 形式 で 保存 


この うち 「 複 製 を 保存 ] で は 、 さ ま ざ ま な ファ イル 形式 が 選択 で きま す 。「.clip」 は CLIP STUDIO の フォ ー マ ッ 
ト 形式 で 、「 別 名 で 保存 」 と ほぼ 同義 で す 。「 psd」 と 「.psb] は 、 レ イヤ ー 構 造 を 保持 し た まま 、Photoshop に 適 
し た 形式 で 保存 し ます 。 と くに 「 psd]」 は さま ざま な ソフ ト と 互換 性 が あり ます 。 た だ 、CLIP STUDIO 特 有 の 設 
定 情報 は 削除 され て し まう の で 注意 が 必要 で す 。 

その ほか に 、「.bmp」「 jps」「.pngJ「.tifl「 .tsa」 の 画像 ファ イル 形式 が あり ます が 、 レ イヤ ー 構 造 の 情報 は 保持 
され ず 、1 枚 の 画像 と し て 保存 され ます 。 

ぞ し て 、 イ ラス ト が 完成 し た と き に 使う の が 、「 フ ァイル 」 メニ ュー の 「 画 像 を 統合 し て 書き 出し 」 で す 。 レ イヤ ー 
構造 は 統合 され て 、1 枚 の イラ スト と し て 出力 され ます 。「.psd」「.psb」「.Dmp」「.jpg」「 .png」「.tfl「 .tga」 の 名 種 
画像 形式 で の 出力 が 指定 で きま す 。 

基本 的 に は 、Web に 投稿 する と き は 「Jjpg」 か 「.png」、 印 刷 な ど に 利用 する 場合 は 「.psd」 と 考え て お け ば ひと 
まず 周 題 あり ませ ん 。 


を 「 画 像 を 統合 し て 書き 出し 」 メニ ュー の サブ メニ ュー 


サブ メニ ュー で 、 出 力 形式 を 選択 し て 書き 
出す こと が で きま す 。「 複 製 を 保存 ] で も 同 
じ よ うに 、 サ ブ メ ニュ ー で 保存 形式 の 選択 
が で きま す 。 
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レイ ヤー と マス ク の 
基本 操作 


CLIP STUDIO PAINT PRO で イラ スト を 描く と き に 、 枯 緊 に 損 作 する の 
が レイ ヤー で す 。 マ スク な どの 操作 も レイ ヤー を 理解 し て 使い こなす 必 
要 が あり ます 。 


- レ イヤ ー の 基本 と 「 レ イヤ ー パ レッ ト 」 に つい て 

タル イラ スト を くっ て お 9 な いと 困る 0 が レイ ヤー で す 。 CLP STUO PANT PRO も 9 ほ 
と ん の クラ ウィ ックス ソフ ト に レイ ヤー 寺 和 05S れ て お り 、 デ ジタル イラ スト は 、 09 に この レイ ヤー 攻 
eh 


トレ イヤ ー と は どう いう も の か 


レイ ヤー 画 和 を 還 香 に いう と [本 お 合わ せ 」 で す 。 たとえ ば, の 1 
の の イラ スト は 、 下 の よう な 補 委 の レイ ヤー が 宮 な っ て 表示 きれ て いま 
す 。CLIP STUDIO PAINT PROD「 レ イヤ ー」 パ レッ ト で は 。 下 の レイ ヤー 
か ら 隙 な っ て いき 、 よ り 上 に ある も の が 術 に 委 示 され ます = 

この イラ スト は 、 下 か ら 「 周 練 塗 り 一 画 玉 字 」 と 宇 な り 合っ て で 
き て いま す 。 


3 
tm 
ny 


mE 
Ol 


F「 レ イヤ ー」 バ パレット の 操作 方 法  $「 レ イヤ ー] バレット 

CLIP STUDIO PAINT PRO で は 、 レ イヤ ー 
の 半 作 は 「 レ イヤ ー] パ レッ ト で 行い ます 。 イ 
ラス ト を 列 い て いく 曽 に 、「 レ イヤ ー」 バ レッ 
ト の 失 作 は 拓 和 に 行 いよ す の で. 壮 作 に 彼 れ て 
いき きしょう 。 

本 時 人 を 表 介 し て お さき 幸 すなお 名 
震 能 の ポタ ン ま 示 は 、 弄 定 に よっ て 妥 わ る こと 
が ある の で 注意 し て くだ さい = 


レイ ヤー を 上 する 人 
RS EE ES 


レイ ヤー が ー 和 を 
れ ま す 。 レイ ヤー は ド 
ラッ グ & ド ロップ で 上 
の を AX 
れれ 上 に 押す (8 ど 
を 示 レイ キー 
で ます 


レイ ヤー を 操作 する 「 レ イヤ ー」 パレ ッ ト の ボタ ン 


ボタ ン 機能 名 機能 内 容 
| パレ ッ ト カ ラー を 変更 レイ ヤー パレ ッ ト 上 の 色 を 変更 
合成 モー ド レイ ヤー の 合成 方 法 の 選択 
[ea 0 ES レイ ヤー の 不 導 明 度 の 調整 。「0」 で 送 明 、「100」 で 不透明 
wb クリ ッ ピ ング マス ク の こと 。1 つ 下 の レイ ヤー を クリ ッ ピ 
回 の レイ ヤー で クリ ソ ッ ピ ング | ング ( 不 朋 明 部 分 を 参照 し て その 上 の み 描 軸 ) す る 
| 参照 レイ ヤー に 設定 選択 し た レイ ヤー を 参照 レイ ヤー に する 
回 下書き レイ ヤー に 設定 選択 し た レイ ヤー を 下書き レイ ヤー に する 
9 レイ ヤー 設定 を 変更 で き な い よう に ロッ ク す る 。 移動 も 編 
回 PP 集 も で き な く な る 
6 、 ラス ター レイ ヤー の 授 明 部 分 を 保護 し 、 不 透明 部 分 の み 描 
| 通明 ピク セル を ロッ ク 本 生 紅 2 な る 
マス ク を 有効 化 レイ ヤー マス ク の 有効 / 無 効 を 切り 替え る 
| | 定規 の 表示 範囲 を 設定 定 坦 の 表示 され る 範囲 を 設定 する 


レイ ヤー カラ ー を 変更 


レイ ヤー の 色 を レイ ヤー カラ ー プ サブ カラ ー で 切り 替え る 


レイ ヤー を 2 ベイ ン で 表示 


レイ ヤー の 一 覧 表示 部 分 を 2 分 割 表示 に する 


新規 ラス ター レイ ヤー 


ラス ター レイ ヤー を 新規 に 作成 


新規 ベク ター レイ ヤー 


ペク ター レイ ヤー を 新規 に 作成 


新規 レイ ヤー フォ ル ダ ー 


レイ ヤー フォ ル ダ ー を 新規 に 作成 


下 の レ イヤ ー に 転写 


選択 中 の レイ ヤー を 1 つ 下 の レ イヤ ー に 転写 。 転 写 後 は 転 
写 元 の レイ ヤー に は 何 も 残ら な い 


下 の レ イヤ ー に 結合 


選択 中 の レイ ヤー と 1 つ 下 の レイ ヤー を 結合 


レイ ヤー マス ク を 作成 


レイ ヤー マス ク を 作成 する 


マス ク を レイ ヤー に 適用 


レイ ヤー マス ク が ON の 状態 を レイ ヤー に 合成 させ る 


還 圏 | 回 | 國 | 固 圏 國 | 陣 


レイ ヤー を 削除 


選択 中 の レイ ヤー を 削除 


レイ ヤー の 一 覧 表示 の 部 分 に つい て 説明 し ます 。⑯ の 目 の ア イコ ン は 、 


レイ ヤー の 表示 / 非 表示 の 切り 替え で す 。 


その 右 横 の @ の 位置 に ベン の アイ コン が 表示 され て いる レイ ヤー が 、 措 


画 (編集 ) 対象 に な り ます 。 


の 部 分 は 、 レ イヤ ー の サム ネイ ル で す 。 レイ ヤー 内 に 措 面 され て いる 


も の を サム ネイ ル と し て 表示 し ます 。 


⑨ の 部 分 に は 、 レ イヤ ー に 関す る さま ざま な 情報 が 表示 され ます 。 ぞ 図 
の 「100%」 は 不透明 度 、「 通 常 ] は レイ ヤー 合成 方 法 、「 レ イヤ ー 1」 は レ 


イヤ ー 名 で す 。 ほ か に も 、 下 書き レイ ヤー や ロッ ク さ れ て いる か どう か な ゃ レイ ヤー 一 覧 表示 部 分 
ど 、 さ ま ざ ま な 情報 が ここ に 表示 され ます 。 
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埋 医 外 此 S さ NA4 ペ ー さ へ て で 


ミレ イヤ ー の 合成 モー ド に つい て 
まり を 和 め る 深 に レイ ヤー を 革 ね て いき ます が その と き に レイ ヤー に 証する め 宮 が あ る の が レイ ヤー の 
モー ド て す 。 3 レイ ヤー と その の レイ ヤー の 人 の 玉 U に 拉 し て 、 さま ざま な 地表 記 する こと が で きま す 。 
CHIP STUDIO PAINT PRO の レイ ヤー 人 基 モ ー ド は 生き で る レイ ヤー 上 人 
2 種類 も あり 、 本 書 で も レイ ヤー を 重ね る と き に は 役 定 を 記載 し て いま 
すそ の うち 4 の 人 訪 モ ー ド の 語 人 し て お きま す 。 
tp レ イヤ ー き モー ド の 人 は 上 か ら 計り 台 の 円 誠人 の 放 
時 03 つ の レイ ヤー が 宮 む っ て いま す 。 この うち 、 一 竹 上 の 執 の レイ ヤー 
の レイ ヤー モー ド を 写し た と き に 、 どの よう に 表示 され る の を 寺 計 
し て < だ eu 


レイ ヤー 合成 モー ド の 例 
レイ ヤー 人 成 モ ー ド [ 半 和 」 ャ レイ ヤー 合 誠 モー ド [東上 


モー ド で は 、 レ イヤ ー の は \ の まま 者 示 ま れ 。 [ 守 」 モ ー ド は 上 の レイ ヤー と 下 の し イヤ ー の を 
ます 、 つ まり 下 に ある レイ ヤー の る の 箇 は 受け ませ の けり ま す 。 穫 する と 。 も と の 6 より も 8 い 0 
か に な り ます 。 有色 を 藤 わ る と き に よ 信 いま す 。 


レイ ヤー@ 成 モー ド オーバ ー レ イ ] 


「 ス クリーン 」 は 、 下 の る の レイ ヤー を 反転 し た が 慢 。。「 オ ー パ バー レイ 」 は 、 下 の レイ セー の 名 を 間 に し て 

で 上 の レイ ヤー の 和合 攻 し ます 。 人 世 す る 振る い 弄 め を より 所 る く 、 還 いか を より 還 く 天 し 

と 。 も と の より も 6 い 人 に ちり ます 。 ハイ ライ ト すず - 明るい 3 は 「 ス タリー ント 且 い 婦 は 1 末 有 」 

る に き に よく 使い ます 。 の 9 条 が えら れ まず 。 義 VO 人 いか に な ら な い 
よう に 凍る の に よく 人 いま す 。 


テマ スク 機能 を 使い 分 ける 


CLIP STUDIO PANT PRO に は 3 窒 類 の マス ク 簡 能 が あり 、 そ れ ぞ れ を 使い 分 け て いく こと に な り ま す 。 その 特 
憶 を 便利 に 記 介 し て お きま す 。 


トク リッ ピッ グマ スク 

塗り 作業 に お いて 、 と て も 利用 する 機会 が 多い の が この クリ ッ ピ ング マス ク 機 能 で す 。 ク リッ ピン グ さ れ た レイ 
ヤー は 、1 つ 下 に ある レイ ヤー を 参照 し 、 下 の レイ ヤー に 描画 され て いる 範囲 だ けが 表示 され ます 。 つ まり 、1 つ 
下 の レ イヤ ー の 透明 な 部 分 に は 何 も 表 示さ れ な く な り ま す 。 ク リッ ピン グマ スク は 影 を つけ た り 模 様 を 描い た りす 
る と き な ど に よく 使わ れ ま す 。 


クリ ッ ピ ング マス ク の 適用 前 ( 左 ) と 適用 後 ( 石 ) 


クリ ッ ピ ング する と 

この 赤い 表示 が され 

ます 。 10 6 較 
株 


下 の レ イヤ ー の 提 画 
され て いる 範囲 だ け 
が 表示 され ます 。 


mw レイ ヤー マス ク 

該当 レイ ヤー の 画像 に 対し て 、 選 択 し た 範囲 の 表示 非 表 示 を 簡単 に 切り 替え る こと が で きる 機能 で す 。 簡単 に 
説明 する と 、「 特 定 の 範囲 を 消す ] た め の マ スク を 作成 し 、 オ ンプ オ フ で 表示 非 表 示 を 切り 替え ます 。 つ まり 、 
消し た 部 分 を いつ で も 簡単 に も と に も ど せ る 、 と いう こと で すね 。 


レイ ヤー マス ク の オン ( 左 ) と オフ ( 右 ) 


ロー 


作成 し た レイ ヤー マス ク は 、「Shift] キ ー を 押し な が ら レ イヤ ー マ ス ク の サム ネイ ル 表 示 を クリ ッ ク す る こと で 、 
オン ンプ オフ が 切り 替え られ ます 。 オ フ に する と 、 レ イヤ ー マ ス ク の サム ネイ ル に 赤い 「x」 印 が つき 、 マ スク で 消 
えた 部 分 が も と に も どり ます 。 

この よう に 、 レ イヤ ー 内 の 画像 の 一 部 分 を 消し た り 、 も ど し た り を 頻繁 に 行う 場合 や 、 一 時 的 に 画像 の 一 部 を 消 
し て お きた い レ イヤ ー で 利用 する こと が で きま す 。 


と クイ ツク マス クタ 
クイ ッ ク マ スク は 、「 ツ ー ル 」 パ レッ ト の 「 所 択 範囲 」 ツ ー ル の サ プ ツ ー ル に ある 「 選 択 ペン 」 に 似 た 機能 で 、 ク イッ 
クマ スク 状態 で 揚 画 され た 部 分 を 、 範 時 選択 と し て 使用 する こと が で きま す 
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書 世 直 中 S さ 4ー す ふぐ で 


クイ ッ ク マ スク は 、 メ ニュ ー の 「 選 択 範囲 」ー「 ク イッ クマ スク 」 で 使用 する こと が で きま す 。 メ ニュ ー で 「 ク イッ 
クマ スク 」 を 選択 する と 、「 レ イヤ ー」 パ レッ ト に 「 ク イッ クマ スク 」 と いう レイ ヤー が 新規 に 作成 され ます 。 

作成 され た クイ ッ ク マ スク の レイ ヤー を 選択 し た 状態 で 、 キ ャ ン パ ス に 選択 し た い 範囲 の 形 の 描画 を 行う と 、 薄 
い 赤 色 で 畠 国 され ます 。 こ ご の 状態 で 、 メ ニュ ー の 「 選 択 範囲 ]「 ク イッ クマ スク 」 を も う 一 度 選択 する と 、「 ク イッ 
クマ スク 」 メ ニュ ー の 左側 に 入っ て いる チェ ッ ク マ ー ク が 消え て クイ ッ ク マ スク が 解除 され 、 キ ャ ン バ ス に 提 画 し 
た 部 分 が 選択 範囲 と し て 生成 され ます 。 


ゃ クイ ッ ク マ スク の 利用 方 法 


メニ ュー で 「 尽 択 範囲 」ー「 ク イッ クマ 
スク 」 を 選択 する と 、 ク イッ クマ スク 
の レイ ヤー が 追加 され ます 。 


夢 囲 を 描 軸 し た ら 、 メ ニュ ー 
で 「 選 択 範囲 ]ー「 ク イッ ク 
マス ク 」 を 選択 し ます 。 す る 
と 、 キ ャ ン バ パス に 描画 し た 部 
分 が 選択 範囲 と な り ま す 。 


キャ ン バ ス に 選択 し た い 範 
囲 の 形 を 地 画 し ます 。 抽 画 
し た と ころ は 薄い 赤色 に な 
り ま す 。 


L トン ゃ , に ーー ーー 

ま 下 塗り の コツ は レイ ヤー 構造 を 意識 する こと 
隙間 な くし っ か り と 下塗り を する の は 、 思 っ て いる 以上 に 難し いこ と で す 。 筆者 は 、 下 塗り に 「 塗 りつ ぶし 」 ツ ー 

ル と 「G ペ ン 」 ツ ー ル を 使い ます が 、「 塗 りつ ぷ し 」 ツ ー ル で 一 気 に 塗っ て は み 出 し が な いと 思っ て も 、 塗 り と 塗り の 

剛 に わずか の 隙間 が で き て し まう こと も あり ます 。 


塗り の 境界 に わずか に 隙間 が あく こと が ある 


境界 線 に 沿っ て 、 隙 間 な く 線画 の 線 を 外す と 、 色 と 色 
潜っ て いる よう に 見 えて い ーー の 問 に わずか に 塗り 残し が 
て も …… あり ます 。 


そこ で 、 レ イヤ ー の 重なり を 利用 し て 、 下 に な る レ きき 下 の レイ ヤー を は み 出 す よ うに 塗る 


イヤ ー の 塗る 範囲 を 広く する と 、 隙 間 が で きる こと を の レイ ヤー の 赤色 

防げ ます 。 を 境界 線 を は み 出 す 

> よう に 塗り 、 上 の 青 

右 の 図 は の レイ ヤー の 赤色 を 境界 線 を 越え て は み 、 る の レイ ヤー を 重ね 

出す よう に 塗っ て いま す 。 こ れ で 、 際 間 な く 色 を 塗る S | る こと で 、 塗り 残し 
a が な く な り ま す 。 


こと が で きま す 。 
この 方 法 は 、 色 を 塗っ て いく の に 重要 に な っ て きま 
す の で 、 覚 えて お く と よい で し ょ う 。 


アニ メ 塗 り で 
キャ ラク ター を 塗る 


アニ メ 塗 り の 
キャ ラク ター の 準備 


アニ メ 縮 り に 入る 前 に 、 塗 っ て いく キャ ラク ター を 準備 し て いき ます 。 
ここ で は 、 ラ フ か ちら 線画 ま で の 手順 を 、 簡 単に 紹介 し て お きま す 。 


・ ア ニ メ 塗 り に つい て 

アー メ 光り (上 に いえ ば [アニ メ 有り 」 の 和 間 は 、 本 各 は シン プル な 深 り で す 。 た だ 中 2 の アニ 
きり を 重ね た り 、 グラデーション を 用 し に り と 。 な 当り で 宛 さ れる こと が まく な っ て いま す 。 

ここ で は 人 09 な いや ゆる 「 セ ル り 」 に つい て の を 引 介 し て いき きず 。 

の 款 介 に アニ メ 潮 り で 区 と ハイ ライ ト を 人 れ た 人 
で す 。 人 委 の みい パ ( キ っ と し た 影 と ハイ ライ ト で まし 
て い Na の が 和香 に な りき ます 。 

この よう に 、 果 た ハイ ライ ト が まっ まり し た 浴 け で キャ ラ 
クタ ー を 潜っ て いき まし ょ う 。 


で は 


アニ メ 浴 り で 基 公 し た 直人 


キャ ラク ター と 使用 ペン ・ ブ プラ シ に つい て 
アニ メ 受 り の 作 匂 の キャ ラク ター で す 。 千 諸 そ うな 吾 昌 の の が 更 補 の 下 で 放っ て いる イメ ー ジ で す 。 
( 深 り に 使用 し て いる ペン プラ シ は 、 次 ツー ル を 使っ て いま す 。 


・ プ フリ セット 
1 マー カー ツー ル 
Te ペン コツ ー ル 
| エア プラ シッ ー ル | 
[次 りつ ぶし 」 ツ ー ル | 
「 ド ライ ガッ シュ コウ ー ル | 
gt 
「 な じ ま せ 雷 』 ウ ー ル | 
[ 葵 フラ シコ ツー ル 


で アニ メ 近 り の 作例 キャ ラク ター 


キャ ラク ター の ラフ を 描く 


アニ メ 塗 り の 解説 に 入る 前 に 、 ラ フ か ら 線 画 ま で の 工 得 の 流れ を 、 順 を 追っ て 簡単 に 紹介 し て お きま し ょ う 。 本 
書 は 塗り が テー マ で す の で 、 能 け 足 で 解説 し て いき ます 。 


ゅ まず は 素 体 を 描く 
まず は 、 キ ャ ラク ター の 素 価 を 直 き ます 。 今回 は 、 女 の が 
座っ て いる ポー ズ に し まし た 。 右手 を 展 元 へ 置き 、 左 手 を 類 
に 配置 し て いま す 。 髪 が 属 で な び い て る よう に する と 映え そう 
な お ポー ズ 、 と し て 考え まし た 。 【 
素 体 自体 は 「 マ ー カ ー」 ツ ー ル や 「 鉛 筆 ] ツ ー ル な ど を 使用 し ( 
て 、 線 は と くに 整え ず に 大 雑 払 に 揚 い て いま す 。 


素 体 を 描く の が 難し い 、 ど うし て も うま く ポ ー ズ を 取れ 
な い 。 そ ん な 場合 は 、CLIP STUDIO PAINT PRO の 機能 で 
ある 3D モデ ル な どの 素 体 を 使っ て みる の も よい で し ょ う 。 

そもそも 描き 慣れ て いな い 場 合 、 素 体 も スム ー ズ に 取る 
こと は 難し いと 思い ます 。 その よう な と き に は 悩む より も 、 
慣れ る まで は 素材 な ど を 使っ た ほう が よい と 思い ます 。 実際 
の デッサン 人 形 を 写真 で 撮っ て 使用 し た り 、CLP STUDIO 
PAINT PRO の 素材 に ある 3D デッサン 人 形 を 使用 する こと 
に は まっ た く 問 題 あ り ま せん 。 

むし ろ 、 最初 に 素 体 を 描く と ころ で 完全 に 手 が 止ま っ て し 
まっ て 、 先 へ 進め な く な っ て し まう こと の ほう が 、 イ ラス ト を 
描き 続け る こと の 障害 に な る の で は な いで し ょ うか 。 まだ 描く 
こと に 慣れ て いな い の で あれ ば 、 素材 な ど は あく まで [画材 」 
だ と 割り 切っ て 考え る こと で 、 先 へ 進む 一 歩 に な る で し よう 。 

表 休 の 措 さ 方 や 、 CLIP STUDIO PAINT PRO の 3D デ ッ 六 和 あか OCS 
サン 人 形 に つい て は 、 シ リー ズ の 「 キ ャ ラフ ター の 描き 方 入 
門 教 室 で 紹介 し て いま す の で 、 よ けれ ば 参考 に し て くだ さい 。 


い 
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ヶ 素 体 に 表情 や 髪 、 服 を 描い て いく 
ポー ズ を つけ た 素 体 が 描け た ら 、 表 情 や 服 な ど を 摘 い て いき まし ょ う 。 


グ 
IN、 ウン 4 
ュー 
/ < | 4 
[ - / 
| — / 
\ | 
⑯ の 表情 を 描く @ 髪 の 毛 を 描い て いく 
まず は 素 体 に 表情 を 描い て いき ます 。 元気 な 右側 か ら 左側 へ 風 に な びく よう な ロン グ の 髪の毛 に し ます 。 前 髪 より 後 
女の子 らし く 、 パ ッ チ リ し た 目 に 八重 歯 の あ ろ 髪 の ほう が 必 の 影響 を 受け て いる よう に 動き を つけ て いま す 。 リ ボン 
る 笑顔 に し まし た 。 も 合わ せ て 描き ます 。 


キャ ラク ター に 猫 耳 を 追加 


キャ ラク ター に 印象 的 な アク セン ト が 欲し か っ 
た の で 、 猫 耳 を 追加 し まし た 。 


の 服 を 描く 
髪 が 風 に な び い て いる の で 、 上 着 も 少し フワ ッ と さ 


逆 に シャ ツ は 腰 で 纏っ て ぴっ ちり 感 を だ し て いま す 。 
この ギャ ッ プ が いい 感じ に な る と 思い まし た 。 

足 を 目立た せ た か っ た の で 、 ス カー ト は 少し 短め の ブ 
リー ツ ス カー ト に し て いま す 。 


素 体 1 と 素 体 2 が 服 な ど に 被っ て し ま 
うと ころ を 、 レ イヤ ー マ ス ク で 消し て 
いま す 。 


ラフ の 完成 
完成 し た ラフ 絵 で す 。 服 と 素 体 が か ぶる 部 分 を レイ ヤー 
ss マス ク で 消し て いま す 。 こ うす る こと で 、 余 計 な 線 の 情 
報 が 落 れ 、 線 男 を 描い た と き の イ メー ジ が つか みや すぐ 
な り ま す 。 


線画 を 描く 


ラフ を も と に 線 を 描い て いき まし ょ う 。 筆 者 は 線画 に 入る と き に は 、 ラ フ の レイ ヤー フォ ル ダ ー を 不透明 度 
25% に し て 、 下 書き レイ ヤー の 指定 を 行っ て いま す 。 下書き レイ ヤー は 、 塗 りつ ぶし な どの 範囲 選択 外 と な る の 
で 、 線 画 や 下塗り を する と き に 邪魔 に な ら ず に 快適 に 作業 を 行う こと が で きる か ら で す 。 必須 で は あり ませ ん が 、 
極力 使用 する と よい で し ょ う 。 

また 、 今 回 は 後ろ 髪 の 線 が 足り ず 線 画 が お こし に くい と 感じ た の で 、 そ れ を 補完 する た め に 青い 線 で 後ろ 髪 の 流 
れ を 追加 で 提 き まし た 。 こ の 形 は 、 後 ろ 髪 の シル エッ ト と いう 感じ で す 。 周 り の 輸 部 部 分 を 髪 の 流れ に 沿っ て な 
ぞ っ て 線画 に し ます 。 


る ゃ ラフ の レイ ヤー フォ ル ダ ー を 、 
不 選 明 度 25% の 下書き レイ ヤー 
に 指定 


る 線画 を お こし や すい よう に 、 
青い 線 で 後ろ 髪 の 流れ を 追記 
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線画 を 描い て いく 

それ で は 、 線画 を 岳 い て きま し ょ う 。「 マ ー カ ー」 ツ ー ル を 使い 、【A.01】 の 色 で 線画 を 描い て いき ます 。 

本 書 の 色 指定 の 表記 に つい て は 、1-02 節 の 「 措 画 色 の 指定 に つい て 」(⑧ ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 真っ 時 
CH:0、S:0%、V:0%) で も よい の で す が 、 第 者 の 場合 は 完全 な 黒 を 使う こと は ほとん ど あ り ませ ん 。 以 前 、「 写 真 
な ど で も 完全 な 黒 に な る こと は 衝 で 、 自 然 界 に 真っ 黒 は 多く な い 」 と 聞き 、「 な る ほど 1 」 と 頭 に 残っ て いる の で 、 
真っ 黒 は あま り 使わ か いよ うに し て いま す 。 

また 、「 マ ー カ ー」 ツ ー ル の ブラ シ サ イズ は 「5 6px] に し て いま す 。 今 回 は 線画 に 「 マ ー カ ー」 ツ ー ル を 使用 し 
て いま す が 、「G ペ ン 」 ツ ー ル や 「 釣 筆 」 ツ ー ル で も か まい ませ ん 。 自 分 が 使い や すい ペン ・ ブ プラ シ ツ ー ル を 選択 す 
る の が よい で し ょ う 。 

線画 の ポイ ント と し て は 、 線 は あま り 均 一 な 太 さ に な ら な いよ うに 注意 し て お きま し ょ う 。 た と えば 、 髪 の 毛 先 
の 線 は 細く する と いっ た こと を 、 そ れ ぞ れ の 場所 ご と に 気 を つけ る と よい で し ょ う 。 


【A01】 線画 の 双 
H:0 S:14% V:9% 


誤 の 毛 先 は 線 を 細く する な ど 、 場 所 ご と に 線 
の 太 さ が 均一 に な ら な いよ うに 気 を つけ ま 
し ょ う 。 


顔 周 りか ら 描い て いく 


援 や 顔 の 輪郭 、 首 筋 と いっ た 顔 周り か ら 線 を 拉 
いて いき ます 。 


9 願 の 表情 を 描く 
ラフ の 表情 か ら 線 画 を お こし ます 。 ロ や 指 な ど 
は 少し 細め の 線 で 描い て いま す 。 強 調 し すぎ る 
と 頭 周り が 濃い 印象 に な っ て し まい ます 。 


本 


memoss 


この 線画 に 下塗り を し た も の は 、 
ダウ ン ロ ー ド の 作例 ファ イル と し 
て 配布 し て いま す 。CLIP STUDIO 
フォ ー マ ッ ト 形 式 の ファ イル で すか 
ら 、CLIP STUDIO PAINT PRO に 
読み 込ん で 、 そ の まま 塗り に 使っ 
て いた だ け ま す 。 ダ ウン ロー ド 方 法 
な ど は 、 巻 頭 の 「 本 書 の 使い 方 を 
参照 し て くだ さい 。 


/ 


の 線画 の 完成 


線画 が 描け た ら 、 ラ フ を 非 表示 に し て 、 
仕上 が り を 確認 し ます 。 


全 服 や 全体 の 線画 を 描く 


手足 や 服 な ど 、 全 体 を 描い て いき ます 。 髪 と 同じ よう に 、 場 所 
ご と に 線 の 太 さ を 意識 し て 変化 を つけ て いく よう に し ます 。 


© 
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し っ か り し た 
下塗り を する 


キャ ラク ター の 線画 が で きた ら 、 下 塗り で す 。 下 塗り は 色 と 色 の 除 間 が 
で き な い よう に し っ か り と 塗る よう に し まし ょ う 。 


* 下 の レイ ヤー を は み 出 す よ うに 塗る 


1 間 の 科 で レイ ヤー を 選 洋 し た 下塗り を 休 説 し た よう に 。 レイヤー の 重なり を 考え な が ら 、 護 り 残し が な いよ 
うに 塗っ て いき ます 。 肌 と スカ ー ト を 例 に と る と , 下 の 肌 の レイ ヤー を スカ ー ト の 下 ま で 準 り その 上 に スカ ー ト 
の を 憶 く こと に よっ て , 座り 列 し が な いよ うに 下塗り が で きま ず 。 


で 下 の レ イヤ ー を は み 出 す よう に まる 
ウレ イヤ ー の 放 を 時 を は みす よう に まり 、 よ の 
の レイ ヤー を 宮 お を こと で り 史 し が 5 く な りす 


ト コカ ー ト の の 有り レ イヤ ー を 。 スタ ー ト の で ま 
ーー シー で ほ * 員 し て 放り その よ に スカ ー ト の を 


| る こと で 、 操り 残し が な く な りき か 
as * 且 と スカ ー ト の 軒下 生 り 


: 薄 い 色 を 下塗り する と き の コ ツ 


作田 D キ ャ ラク ター に は 下 閥 り の 色 に 上 っ 販 を 合っ て いる と こち が いく つか あり ます 。 下 渡り に 白 を 圧電 
は 出し や 計り 残し な ど が と て も わか り に くく な り ます 。 そん お と き に は 、 一 明 的 に 見 や すい に 衣 末 する と いっ 
た 方 を 使う と 守り や すい で す 。 詩 っ た め と で 、 レ イヤ ー の 各色 を 本 到 の 下 六 り の 包 に 変 中 し ます 。 

また 用 で が. 一 9 に 軸 還 の 色 の ほう を 変 冥 し て 浴 る 旋法 も あり まず 。 


革 の の 双 を 宙 更 し て 下 全 り する 碗 
の の 下り サレ イヤ ー を 天 ち とき 、 用 の 
な の で 、 同色 だ と わかり に 
くく な っ て し まい ます 。 そこ で 、 金村 の 箇 


PR / 
と COC A A | 
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ev 


る い MO に し て BOB を わり り に で プ ( 


で いと ころ で 『。 この ょ っ に Wb の @ に する | 
と ちか り いで 5 こと が で きま す 。 


白い 服 も 濃い 色 で 下塗り 


今回 の 作例 イラ スト で は 、 シ ャ ツ に も 髪の毛 と 同じ 白 を 使っ て いま す の で 、 加 と シャ 
ツ の 境界 が と くに わか り に くく な っ て し まい ます 。 ぞ こ で 、 シ ャ ツ も 色 を 変更 し て 下 
塗り を する の が よい で し ょ う 。 塗り 終わ っ た ら 、 色 を 白 に 変更 し ます 。 


に ー 三 ここ D 

下塗り を し た キャ ラク タ を 

作例 の キャ ラク ター に 下塗り を し た と ころ で す 。 そ れ ぞ れ の 部 分 ご と に レイ ヤー を 分 け 、 レ イヤ ー フ ォ ル ダー を # 
作り 、 レ イヤ ー の 重なり 順 を 意識 し な が ら 、 塗 り 残し が な いよ うに し っ か り と 下塗り を し て いま す 。 


【A.03】 ス カー ト 
209 S:40% V:57% 


王 


便 【A.05】 上 着 
H:354 §:38% V:100% 


【A07】 リボ ポン 
H:353 S:62% V:89% 


【A.08】 猛 責 の 中 
H:324 S:32% V:100% 


全 【A.09】 品 
H:358 S:32% V:96% 


【A.10] 医 
H:145 S:52% V:78% 


アニ メ 塗 り で 
キャ ラク ター を 塗っ て いく 


それ で は 、 実 際 に アニ メ 塗 り を し て いき まし ょ う 。 下 塗り を し た 作例 イ 
ラス ト に 、 影 と ハイ ライ ト を 入れ て いき ます 。 


: 類 と 辱 を 塗る 


ー き ペー ス と な る 肌 か ら 塗っ て いき ます 。 豆 机 に は 。、 そ れ ぞ れ の パー ツ の レイ ヤー フォ ル ダ ーm の 下 凌 リ レイ 
ヤー の 上 に 、1 つ の 手 喉 ご と に タリ ッ ピ ング し た レイ ヤー を 作り な が ら 塗 っ て いき ます 。 本 災 で は 、 名手 奈 で レイ 
ヤー の 大 の 指定 が な い 電 合 は 、100 (表明 ) に な り ま す 。 

この 章 の 重 衝 に も 但 れ まし た が 、 キ に 使 膨 する ベン ・ プ ラン は 。 プリ セッ ト の [エア プラ シ 」 ツ ー ル と 「G ペ ン 」 
ツー ル 、「 準 りつ ぶし J ツー ル で す 。 

了 の 下 浴 り レイ ヤー の 上 に 疹 っ て いき ます が 、 各 時 の 前 に 如 と 長 を 塗っ て お きよし ょ う 。 
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OPEEOTEMETS 


この まま て は が 思 す ぎる の で 。 通 @ を 遂 志 し た 「 エ アプ ラジ リリー 
ノン 7 で 臣 の を な の 多 を 電 い て が な 品 じ に し ます 。 


: 類 の バリ エー ショ ン 
: 類 の 塗り 方 で す が 、 別 の パタ ー ン と し て 、「 エ アプ ラ 」 ツ ー ル 
: で は な く 「G ペ ン 」 ツ ー ル で 斜線 を 入れ る よう に 表現 する こと 

も で きま す 。 絵柄 や 個人 の 好み で 試し て みて くだ さい 。 右 の 
図 は 、「G ペ ン 」 ツ ー ル の サイ ズ 5px で 描い た も の で す 。 


「G ペ ン 」 ツ ー ル を 使っ て 、 
斜線 を 入れ た 表現 


に = ゞ 

+ 肌 影 を 塗っ て いく 

次 に 肌 に 落ち る 影 を 深 っ て いき ます 。 髪の毛 か ら 足 元 の 影 まで 順に 描い て いき ます 。 レ イヤ ー 合 成 モ ー ド は 「 途 
常 」 で 肌 影 の レイ ヤー を 作っ て 塗っ て いま す 。 


Y_ グ の 


肌 に 用 い か ぶさ っ 
た 髪 か ら 影 が 落ち 
て いる イメ ー ジ で 
筐 り ま す 。 


⑯ 上 髪の毛 か ら 沙 ちる 影 を 深 る 
[A.12】 の 色 を 「G ペ ン 」 ツ ー ル で 、 顔 に か か る 胡 の 影 を 塗っ 
て いき ます 。 


【A.12】 肌 影 
H:1 S:25% V:96% 


OO00G 
髪 の 沙 ち 影 を 簡単 に 描く 方 法 
: 厳密 に は 少々 違う の で す が 、 髪の毛 の 形 を その まま 下 へ ずら し た よ 
: うに 影 を つけ る 感じ と いえ ば イメ ー ジ が わか りや すい か も し れ ま せ 
ん s 

: 右 の 図 は 、 髪 の 毛 の 下塗り を その まま 下 へ ずら し 、 影 の 色 へ 置き 換 
5 の も の で す 。 右 側 に 少し 影 の 薄い 部 分 が 目立ち ます が 、 落 
: ち 影 らし い 影 に 見 える と 思い ます 。 
髪の毛 の 塗り を 少し 下 に 


' ず らし て 影 の 色 に 変え る 
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@ 此 の 影 を 塗る 

分 の 影 を 【A.12】 の 色 の まま 「G ペ ン 」 ツ ー ル を 使い 塗っ て いき 
ます 。 島 の 影 の 形 を 横向 き に し た 三角 形 (P) を イメ ー ジ し て つ 
ける と 、 ぞ れ ら し く な り ま す 。 

個人 的 な 印象 で す が 、 こ の 影 を 大 きく する と 濃い 顔 に な っ て い 
きま す 。 ぞ の た め 、 と くに 女の子 を 抽 く と き に は 、 な る べく 小 
さめ に 描く こと が 多い で す 。 


鼻 の 影 の バリ エー ショ ン 
: 塁 の 影 の 塗り 方 に は 、 ほ か の 形 も あり ます 。 右 の 図 は 、 作 例 と は 
: 違っ て 、 向 いて いる 方 向 と は 逆 側 に 姜 型 の 影 を つけ て いま す 。 こ れ 
: は 、 最 近 見 か ける こと が 多い パタ ー ン で す 。 

この パタ ー ン で は 、 影 の 角 を 内 ら せ ず 、 側 面 も 綴 や か な 弧 を 描く よ 
: うに する と 柔らか い 影 を つけ る こと が で きま す 。 
: 好み や キャ ラク ター に 合わ せ て 塗り 分 ける と よい で し ょ う 。 


@ 首 に 落ち る 影 を 塗る 


首 に 頭 か ら 落 ちる 大 きめ の 影 を 扶 り ます 。 ご こも 色 は 
【A.12】 で 、「G ペ ン 」 ツ ー ル で 塗っ て いき ます 。 


顔 か ら の 影 な の で 、 光 源 を 意識 し て 、 大 きめ に 塗っ て いま す 。 
そし て 、 よ り 欧 力 的 に する た め に 、 鎖 骨 の 部 分 に も 軽く 影 を 
入れ て いま す 。 


: 首 の 影 の バリ エー ショ ン 
頭 か ら 甘 ちる 影 を 少し ゆる く デ フォ ル メ さ せ た 影 に する と 、 
右 の 図 の よう に な り ます 。 


: 痕 や 見 と 同様. 好み で 表現 し て み ま し ょ う 。 


@ 左 腕 の 影 を 塗る 

【A.12】 で 「G ペ ン 」 ツ ー 
ル を 使い 、 髪 か ら 落 ちる 
影 、 肢 その も の の 影 を 入 
れ て いき ます 。 腕 も 円 柱 
の 形 を し た 立体 だ と いう 
こと を 忘れ ず に 、 少 し 大 
きめ の 影 を 入れ る くら い 
の 意識 で 塗り まし ょ う 。 


悪い 例 


こち ら の 影 の ほう が より アニ メチ ッ ク な 表現 か も し れ ま せん 。 


少し デフ ォ ル メ し た 影 の 表現 


塗り の 初心 者 に 多く 見 らち れ る 影 の 入れ 方 
の 例 で す 。 確 か に 服 の 落ち 影 、 腕 周り の 
影 は 入っ て いま す が 、 大 きめ の 影 に な っ 
て いな い の で 、 立 体感 が で て いま せん 。 
薄っぺら な 影 だ と 、 全 体 的 に 印象 の 器 い 
塗り に な る の で 気 を つけ まし ょ う 。 


5 右腕 の 影 を 塗る 
左 醒 同様 に 影 を 入れ ます 。 
指先 が 曲がっ て いる と こ 
ろ に も 、 し っ か り と 影 を 
入れ る こと で 、 よ り 立 体 
感 の ある 手 に な り ま す 。 


ター 


ーー 


@⑨ 懇 か ら 足 に か け て の 影 を 準 る 


肢 に 続い て 、 腰 か ら 足 に か け て の 影 を 入れ ます 。 こ 
こも 、 服 や 太もも 、 ふ くら は ぎ か ら 落ち る 影 を 大 き 
め に と ら え て 塗り ます 。 
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* 肌 に ハイ ライ ト を 入れ て いく 


肌 に 影 を 入れ た ら 、 今 度 は ハイ ライ ト を 入れ て いき まし ょ う 。 レイヤー 合成 モー ド は 「 通 常 ] で ハイ ライ ト の レ 
イヤ ー を 作っ て 準 っ て いま す 。 

ハイ ライ ト を 入れ る と き に は コツ が あり ます 。 と くに 色 の 明る い 肌 の 場合 な おど に は 、 白 色 で ハイ ライ ト を 塗る と 
どこ に 塗っ た の か わか ら な く な っ て し まい ます 。 ぞ そこ で 、 ま ず は 見 や すい 色 で ハイ ライ ト を 塗り 、 あ と か ら 本 来 の 
バハ イラ イト の 色 に 変更 する こと で 塗り や すく な り ま す 。 こ こ で も わか りや すく する た め に 、 ま すず 赤色 で ハイ ライ ト 
を 入れ 、 最 後に ハイ ライ ト の レイ ヤー の 描画 色 を 本 来 の 色 に も ど し て いま す 。 


月 周 り の ハイ ライ ト を 浴 る 


わか りや すく 赤色 で 、「G ペ ン 」 ツ ー ル を 使っ て 、 類 
と 唇 に テカ リ の 丸 状 の ハイ ライ ト を 、 鼻 と 殖 の ライ @ 腕 と 足 に ハイ ライ ト を 浴 る 
ン に ハイ ライ ト を 入れ ます 。 同じ く 赤色 で 、 胸 や 足 の 線 に ハイ ライ ト を 入れ て いき ます 。 


レイ ヤー の 描画 色 を 変え る 
描画 色 の 指定 を 【A.04】 の ハイ ライ ト の 色 に 変更 
し て か ら 、 ハ イラ イト の レイ ヤー を 選択 し た 状 
態 で 、 メ ニュ ー で 「 編 集 」 一 「 線 の 色 を 措 画 色 に 変 
更 ] を 選択 し ます 。 ご これ で 、 レ イヤ ー の 揚 画 色 が 
すべ て ハイ ライ ト の 色 に 変わ り ま す 。 


IA04】 ハ イラ イト 
ュー ノ HO S:0% V:100% 


、 10 通常 
肌 


き 肌 の レイ ヤー 構造 


ここ まで 塗っ て きた 肌 の 
レイ ヤー 構造 で す 。 


: 日 焼け し た 肌 に し て みる 

: 白髪 に は 日 焼け の 肌 が 似合う 、 と いう こと で 下 塗 
: り の 肌 の ペー ス を 【A.13】 に 、 影 を 【A.14】 に 変更 
: し て み ま し た 。 夏 ら し い 感じ に な っ て いま すね 。 

: 日 焼け に する 場合 は 、 肌 の 色 を 暗く する だ け で な 
く 、 色 相 を 通常 の 肌 よ り 赤 方 向 へ ずら す と より よ 
い 色 に な る と 思い ます 。 

影 の 色 も オレ ンジ に な りす ぎ な いよ う 注 意 し ま 
: し ょ う 。 


: 。 【A13】 日 坊 け し た 肌 
: HI:25S:24%Vi100% 


【A.14】 日 焼け 肌 の 影 
Hi2 S:29% V:95% 


* ス カー ト を 塗る 
ペー ス と な る 肌 が 塗れ た の で 、 そ の 上 に 着せ て いく 衣服 を 塗っ て いき まし ょ う 。 ま ず は スカ ー ト か ら で す 。 ス 
カー ト の レイ ヤー フォ ル ダ ー の 下塗り レイ ヤー の 上 に 、 レ イヤ ー を 作り な が ら 徐 っ て いき ます 。 


ウン ンス (1 


の ⑩ ス カー ト に ライ ン を 入れ る @ 内 側 の 影 を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド 「 通 常 」 で 、 ス カー ト に 【A.04】 の 白色 レイ ヤー 合成 モー ド は [乗算] で す 。【A.15】 を [塗り つぶ し 」 
で ライ ン を 入れ 、 立体 感 を 増やし ます 。 白い ライ ン を 入れ ツー ル を 使っ て 、 ス カー ト の 内 側 に な る 部 分 に 準 っ て し ま 
る こと で 情報 時 が 埼 え 、 パ ッ と 見 た と き の 印 象 も よく な り いま す 。 
ます 。 


人 g 【A15】 内 影 
CC 次 則 ライ ン Hi242 SE14% V:75% 
ヽ 0 5:0% V:100% 
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@ 落 ち 影 を 塗る スカ ー ト の 只 の 影 を 加筆 する 


レイ ヤー 合成 モー ド は 「 焼 き 込み (リニア )」 で 、 不 透明 度 落ち 影 と 同じ レイ ヤー で 、 色 も 同じ まま 、 ス カー ト の 負 の 
85% で す 。 シ ャ ツ や スカ ー ト か ら 落 ちる 影 を 、【A.16】 の 影 を 加筆 し て いき ます 。 影 と 影 の 問 に ある 鎖 が 影 を つなぐ 
色 で 「G ペ ン 」 ツ ー ル で 塗り ます 。 先ほど 塗っ た 内 側 の 部 分 に 、 凸 凹 の ある よう に 入れ て いき ます 。 負 は 、 細 長い 
も 塗り 、 さ ら に 濃く な り ま し た 。 三角 形 を 作る よう に 入れ る と 、 不 自然 さ が な く な り ます 。 


【A16】 影 名 
H:247 S:4% V:78% 


[ ハイ ライ ト を 入れ る 

レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 」、 不 透明 度 50% で 、「G べ 
ン 」 ツ ー ル を 使っ て 、 ス カー ト の 旨 に ハイ ライ ト を 入れ 
ます 。 


きき スカ ー ト の レイ ヤー 構造 


: 融 の 影 に よる 布 の 表現 
: 手順 @ の 誤 の 影 の 表現 は 、 鍛 が 少な いと 固め か 少し 厚い 布 、 多 いと 柔らか いか 薄い 布 と いっ た 感じ に な り ま す 。 
H 印象 が 変わ る の で 、 服 に 合わ せ て 塗っ て み ま し ょ う 。 


/ の 


多 鍛 の 多 さ で 布 の 
印象 が 変わ る 例 


シャ ツ を 塗る 


スカ ー ト の 次 は 白い シャ ツ を 塗っ て いき ます 。 今 回 の 作例 で は 、 シ ャ ツ の 滋 部 分 に ちょ っ と し た 模様 を 入れ て いま す 。 


の 
03 
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メ 
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@ 宰 の 模様 を 塗る @ 胸 の 影 を 入れ る を 
レイ ヤー 合成 モー ド 「 通 常 」] で 、 シ ャ ツ の 補 部 分 の 模様 に レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 ] で す 。【A.18】 で 胸 の 下 倒 に 次 
【[A.17】 の ピン ク の 色 を 入れ 、 可 愛 い 感じ ツ に し ま 円 形 の 影 が で きる よう に 塗り ます 。 て 
す 。「 塗 りつ が し 」 ツ ー ル で 塗り 、 は み 出 し そう な お 部 分 は 「G 【A18] 影 ・ 衣 い 
ペン 」 ツ ー ル で 調整 し まし ょ う 。 226 S:18% V:87% く 

【A.17】 宰 の 棋 欄 


H:344 S:13% Vi100% 


@ 上 着 か ら 落 ちる 影 を 入れ る 


同じ レイ ヤー に 同じ 色 で 、 上 着 か ら 落ち る 影 を 加筆 し ます 。 
影 は 大 きめ に 入れ る こと を 意 誠 し まし ょ う 。 


シャ ツ の レイ ヤー 構造 


の 名 の 影 を 加筆 する 


引き 続き 同じ レイ ヤー、 同 じ 色 で 、 シ ャ ツ に で きる 鐵 の 流れ 
に 治っ て 、 細 い 義 形 を た 入れ る よう に 影 を 塗り ます 。 
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+ 上 着 を 塗る 


シャ ツ が 塗れ た ら 上 着 を 塗っ て いき まし ょ う 。 上 着 は 下塗り に 合わ せ て 3 つの レイ ヤー フォ ル ダ ー に 分 け て いま 
す 。 上 着 全体 と 細 の 部 分 、 そ を れ に フー ド の 組 が 出 て いる と ころ の 小さ な 金具 で す 。 そ れ ぞ れ の レイ ヤー フォ ル ダ ー 
内 で 、 レ イヤ ー を 重ね な が ら 塗 っ て いき ます 。 


⑩ 人 金具 の 影 を 塗る 
小さ いで す が 、 組 の 出 て いる 金具 の 影 を 塗り ます 。 
レイ ヤー 合成 モー ド 「 焼 き 込 み ( リ ニア )」 で 、【A.15】 
を 塗り ます 。 金具 は 影 だ け で す 。 全 体 か ら 見 れ ば 目 
立た な いと ころ で す が 、 塗る よう に し て いま す 。 


YE @ 上 着 に グラ デー ショ ン を か ける 

明る い イ メー ジ に する た め に 、 上 着 全 体 に 【A.04】 の 白色 を 塗り ま 
す 。 レイ ヤー 人 司 モ ー ド は | 前 市 」 で 、 胸 より 上 名 は 光 を 考え て 上 
に いく ほど 明る く な る グラ デー ショ ン に し て いま す 。 


@ 袖 や 裾 の 裏側 の 影 を 描く @ 胸 より 下 に 落ち 影 を 入れ る 


レイ ヤー 合成 モー ド 「 乗 算 」、 不 返 明度 65% で 、 袖 や レイ ヤー 合成 モー ド 「 焼 き 込み (リニア )」、 不 拓 明 度 80% で 、 胸 か ら 
裾 の 裏側 に 影 を 入れ ます 。 色 は 【A.15】 で す 。 下 に 落ち 影 を 入れ ます 。 色 は 【A.18] で 、 大 きく 影 を と っ て いま す 。 


[ ) 【A.18】 影 
H:226 S:18% V:87% 


ンー 


⑤ 袖 や フー ド の 細か な 影 を 入れ る 


同じ レイ ヤー に 【A.18】 の まま 、 袖 や フー ド 周 り 
に 細か な 影 を た 入れ ます 。 


NM 


03 

z 

メ 

塗 

り 

⑨ ハ イラ イト を 入れ る ハイ ライ ト の 色 を 変更 9 
レイ ヤー 合成 モー ド 「 通 常 」、 不 透明 度 50% で 、 ハ イラ イト 赤色 で 入れ た ハイ ライ ト を 白 に 変更 し ます 。 描 画 色 を の 
を 入れ ます 。 白 い グ ラ デ ー シ ョ ン で 見 え に く い の で 、 い っ 【A.04】 に し て 、 ハ イラ イト の レイ ヤー を 選択 し 、 メ ニュ ー = 
た ん 赤色 で わか りや すく 入れ て いま す 。 の 「 編 集 」 一 「 線 の 色 を 拉 画 色 に 変更 」 で 変更 し ます 。 
へ 【A.04】 ハ イラ イト タ 

HO SO% V:100% 1 

を 

塗 

グ っ 
て 

い 

く 


⑧ 組 に 影 を 入れ る 
次 に フー ド か ら 出 て いる 左右 の 組 に 影 た 入れ て いき ます 。 レ イヤ ー 合 成 モ ー ド は |「 焼 
ぎ 込 み ( リ ニア )」 で 、 色 は 【A.20】 で す 。 細 いで す が 、 影 は し っ か り と 入れ まし ょ う 。 


H29 【A20】 組 の 影 
。H226 S:10% V:88% 


⑨ 組 に ハイ ライ ト を 入れ る 


最後 に 紐 の 光 の あたる 縁 に ハイ ライ ト を 入れ ます 。 レ イヤ ー 人 台 成 モー ド は [通常 」 
で 不透明 度 50% に し ます 。 ハ イラ イト の 色 は 【A.04】 の 白色 で す 。 
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金具 の レイ ヤー 構造 計上 着 の レイ ヤー 構造 錠 弓 の レイ ヤー 構造 


ざく に 
キリ ボン と 猫 耳 を 塗る 
か わい さ の ポイ ント と し て 追加 した リボ ン と 獲 耳 を 塗っ て いき ます 。 猫 耳 は 猫 耳 内 と 中 の 毛 で 色 が 違う の で レイ 
ヤー フォ ル ダ ー を 分 け て いま す 。 ま ず は リポ ン か ら 塗 っ て いき まし ょ う 。 


= 


= / 


M 
/ 


⑮ リ ボン の 影 を 入れ る @ 負 の 影 を 追加 する 
レイ ヤー 合成 モー ド は [焼き 込み (リニア )」 で 、 不 スカ ー ト や シャ ツ と 同じ よう に 、 級 の 影 を 入れ ま 
送 明 度 66% で す 。 [A.21】 を 「G ペ ン 」 ツ ー ル で ちょ っ す 。 影 の レイ ヤー の まま 同じ 色 で 加筆 し て いま す 。 
と 大 雑 把 に 影 を 入れ て いま す 。 


【】 【A.21] 影 
H:214 S:44% V:86% 


ハイ ライ ト を 入れ る 
レイ ヤー 人 台 成 モー ド 「 通 常 ]、 不 透明 度 50% で 、 
光 の あたる 縁 に ハイ ライ ト を 入れ ます 。【A.04】 
を 「G ペ ン 」 ツ ー ル で 入れ て いま す 。 


IA.04】 ハ イラ イト 
、/ HO S:0% Vi100% 


ここ は 、 落 ち 影 で は 入ら な いと ころ 
な の で す が 、 見 え 方 が よく な る の 
で 、 あ えて 塗っ て いま す 。 


/ ググ 
ン ノン の N。 【A201 影 
/ H:226 S:10% V:88% 


の 獲 耳 の 中 の 影 を 返る 
レイ ヤー 合成 モー ド 「 乗 算 〕 で 、 耳 の 中 の 影 を 【A.20】 で 塗り ます 。 落 ち 影 で は 入 
らち な いと ころ に も 、 少 し 入れ て いま す 。 入 れ た 方 が それ らし く 見 え 、 単 調 な 塗り 
に な ら ず に すみ ます 。 影 の デフ ォ ル メ と いう 感じ で す 。 


@ 猫 耳 の 中 の 毛 の 部 分 に 影 を 入れ る 
レイ ヤー 人 台 成 モー ド 「 通 常 」 で 、【A.22】 
を 立体 感 が 出る きよ うに 塗り ます 。 立 体感 
を だ す に は 、 少 し 細か め に 影 を 入れ つ 
つ 、 影 の 方 向 が 一 定 に な ら な いよ うに す 
る と よい で し ょ う 。 


ュ ン グ 


IA.22】 毛 の 影 
H:295 S:5% V:91% 


リボ ポン の レイ ヤー 構造 き 猫 耳 の レイ ヤー 構造 


100 % 通 淀 
り 


100 通常 
耳 中 


© 
| NN 


へ 0 詞 き ーー で りさ ニー 議 中 


表情 を 塗っ て キャ ラク 
ター を 仕上 げ て いく 


キャ ラク ター の 肌 や 服 な ど を 塗っ て きま し た 。 こ こ か ら は 目 や 胡 な ど 、 
キャ ラク ター の 表情 に つなが る 部 分 を 塗っ て いき まし ょ う 。 


* 口 や 目 を 塗っ て いく 


キャ ラク ター の イメ ー ジ が 大き く 牙 わる の が や 頻 の 事 と いっ た 放 分 に な り ま す 。 と ぐに 下 は お 旬 ぐ な 
る 分 ですから, 丁 客 に 内 っ て いき まし ょ う 。 


) a 
当 — 
ooo SEA 
し rem 99 の も T9 ペ ンコ ッ ー レイ キー 人 hi まり 6 の ED 
8 
RSENS 
DE oer 
ge 


レイ ヤー モー ド 「 和 で 、 人生 当 に タレ 放ち を 人 ます 。 
と CCS く CAS と ころ で す 人 1A24| で きっ て 
ます 


2 
ECD 


El 
Ros 


9 に 区 を 入れ る 

上 レイ ヤー を 時 に する た 重り や すい で す 。 
レイ ヤー モー ド | 旬 ! で 、【A 51 を 人 
< よう に の 上 に ま っ て いま す 。 


© 暗 孔 を 描く 
ここ か ら は 騙 の レイ ヤー フォ ル ダ ー で す 。 レイ ヤー 合成 モー ド 「 乗 
算 ] で 、「G ペ ン 」 ツ ー ル を 使い 、 隆 孔 を 【A.26】 で 描き ます 。 今 
回 は 獲 月 キャ ラ な の で 、 猫 の よう に 縦長 の 編 孔 に し まし た 。 


【A26】 双 孔 
Hi242 S:24% V:55% 


い 】 


⑨⑬ 瞳 の 光彩 を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド 「 通 常 ] で 、 色 は 【A.27】 で す 。 
臣 有 孔 の 下 半 分 くら い を 目安 に 「G ペ ン 」 ツ ー ル で 
ぐる っ と 、 大 き さ や 彫 隔 が 一 定 に な ら な いよ う 
に 入れ ます 。 


スン パ エ F 計 一 Yui させ J 隊 較 各 状 記 


【A26】 影 
H:242 S:249% V:55% 


の 暗 に 影 を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド 「 乗算 ] で 、 色 は 【A.26】 で す 。 
障 を ぐる っ と 回 る よう に 入れ ます 。 上 部 の 落ち 
影 は 白目 の 影 と 角度 や 向き を 合わ せる と より よ 
く な り ま す 。 


⑨ 瞳 の 上 部 に 影 の グラ デー ショ ン を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド 「 乗 算 ] で 、 隆 の 上 半分 に 「 エ 
アブ プラ シ 」 ツ ー ル で あま り 刷 く な りす ぎ な いよ う 
に 入れ ます 。 色 は 影 と 同じ [A.26】 で す 。 
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【A.28】 ハ イラ イト の グラ デー ショ ン 
H:41 S:60% V:100% 
② 暗 の 下部 に グラ デー ショ ン で ハイ ライ ト を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド 「 策 い 焼 き ( 発 光 )」 で 、【A.28】 の 色 
を 、 査 の 下部 に 綺麗 な グラ デー ショ ン に な る よう に 入れ 
ます 。 


グラ デー ショ ン を 入れ すぎ る と 、 こ の よう に 色 が 飛ん 


@ 腫 の 色 味 を 追加 する で し まう の で 注意 し まし ょ う 。 


レイ ヤー 合成 モー ド 「 覆 い 焼き (発光 )」 で す 。 男 の 色 味 を 追加 する 
の に 、 瞳 の 上 部 に 「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル で 、【A.29】 を グラ デー ショ 【A.29】 色 味 の 追加 
ン で 入れ ます 。 但 


H:201 S:100% Vi100% 


ヽ 【A.04】 ハ イラ イト 
HO S:0% V:100% 


① 暗 の 上 下 に 薄い ハイ ライ ト を 入れ る 


レイ ヤー 人 台 成 モー ド 「 通 常 」、 不 透明 度 25% で 、 上 に 反 
映 する ハイ ライ ト を 上 下 に 入れ ます 。 色 は 【A.04】 で す 。 


め 障 に キラ キラ 感 を だ す 
表情 の 一 番 上 に レイ ヤー 合成 モー ド 「 通 常 」 で 、 キ ラキ ラ 
感 を だ す ハ イラ イト を 入れ ます 。 「G ペ ン 」 ツ ー ル で 大 小 
さま ざま な 大 き さ で 入れ て いま す 。 色 は 【A04】 で す 。 一 
定 の 大 き さ に し な いぼ う が 、 瞳 の キラ キラ 感 は 増し ます 。 


表情 ( 口 と 目 ) の レイ ヤー 構造 
口 と 目 は 、「 表 情 ] レイ ヤー フォ ル ダ ー の 
中 に 、 そ れ ぞ れ 下 塗り で 分 けた レイ ヤー 
ご と に フォ ル ダ ー を 作っ て 塗っ て いま す 。 


* 髪 を 塗っ て いく 


続い て 髪 を 塗っ て いき ます 。 髪 も キャ ラク ター の 印象 を 大 きく 左右 する と ころ で すか ら 、 し っ か り と 塗っ て いき 


まし ょ う 。 


後ろ髪 に 大 雑 把 に 影 を 入れ る 


まず は 後ろ 髪 の 影 を 大 雑 把 に 入れ て いき ます 。 レ イヤ ー 合 成 モ ー 
ド 「 焼 き 込み (リニア )」 で 、「G ペ ン 」 ツ ー ル を 使い 、 色 は 【A.30】 


で す 。 


@ NE 
H:231 S:25% V:85% 


@ 後 ろ 髪 の 影 を 追加 する 


同じ レイ ヤー で 後ろ 髪 の 塗 れ て い 
な か っ た 影 を 追加 し て いき ます 。 


memoss 

後ろ 髪 か ら 塗 る 理由 は 、 後 ろ 側 に 先 に 影 を 
入れ る こと で 、 前 後 の 立 体感 を だ すこ と が 
で きる か ら で す 。 ぞ の た め 、 髪 の 毛 全体 を 
立体 的 に 塗る アシ スト に な り ま す 。 必須 で 
は あり ませ ん が 、 お すす め の 方 法 で す 。 


4 


© 
££ NM 


ス へ と へ エ F 庄 ーー さ il さ キス ) 隊 本 縛 中 
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SN 
/ DY 
イプ / / . ググ レノ 


@ 占 の 編み 込み の 影 を 入れ る の 頭頂 部 の 影 を 擦る 
同じ 影 の レイ ヤー で 、 編 み 込み 部 分 の 影 を 塗り ま 局 じ 影 の レイ ヤー で 、 頭 頂部 の 影 も 入れ ます 。 髪 の 生え 際 を 意識 
す 。 服 の 短 と 同じ よう に 影 を 入れ る と 、 編 み 込 み ら し て 、 髪 の 毛 が 流 れ て いる よう に 影 を 入れ ます 。 
し く 見 えま す 。 


に WN 前 髪 の 影 を 入れ る 


影 の レイ ヤー に 前 髪 の 影 を 追加 し ます 。 前髪 の 影 は あま 
り 厚 ば っ た く 入れ ず 、 少 し 細い 影 を シン プル に 入れ る ぐ 
= らい に し て いま す 。 髪 の 流 れ に 沿っ て 塗り ます 。 


ニー 


グラ デー ショ ン の 影 を 入れ た 領域 を 赤色 で 奏 
現し まし た 。 


グラ デー ショ ン で 影 を 入れ る 


レイ ヤー 合成 モー ド 「 焼 き 込み (リニア )」 で 、 グ ラ デ ー シ ョ 
ン の 影 を 入れ ます 。 こ れ て で 髪の毛 に 軽い 立体 感 を 表現 で き 【A31】 プラ デー ショ ン の 影 
ます 。 色 は 【A.31】 で す 。 H:231 S:14% V:75% 


TS ツー 


ル で 色 を 入れ た 領域 
を 、 赤 色 で 表現 し て 
いま す 。 
2 
04 
! 
プ うう 
て 
【A32】 スク リー ン で 入れ る 色 キ 
/ 6 ) H:191 S:39% V:100% や 
後ろ髪 の 影 の 色 を 落と す の 
レイ ヤー 合成 モー ド 「 ス クリ ー ン 」 で 、[ エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル タ 
を 使い 、【A.32】 を 大 雑 把 に 入れ て 影 の 色 を 落と し て いま す 。 + 
仁 
【A33】 ハイ ライ ト 上 
H:193 S:19% V:99% げ 
て 
い 
4 


[ 】 【A.30】 影 
Hi231 S:25% V:85% 


⑬ 髪 に ハイ ライ ト を 入れ る @ 髪 の 飽 を 表現 する 影 を 入れ る 


レイ ヤー 合成 モー ド 「 通 常 」 で す 。 右 が 白い の で ハイ ライ ト 頭頂 部 付近 に 影 を 置い て 回 の ツヤ を 表現 し ます 。 レ イヤ ー 

は 【A.33】 を 使い 、「G ペ ン 」 ツ ー ル で 頭 を グル ッ と 一 周 す 合成 モー ド 「 焼 き 込み (リニア )」、 不 透明 度 33% で す 。 

る よう に 入れ ます 。 【A.30] を M や N を 描く よう に 入れ ます 。 髪 の 毛 の 流れ に 終 
を 合わ せる と 自然 に 見 えま す 。 


赤い 部 分 が 「 エ アプ 
ラ シ 」 ツール で 塗っ 
た と ころ で す 。 


【A34】 エア ブラ シ で 入れ る 色 
H:359 S:60% V:100% 
@ 盛 に 肌 の 和 遊 か し 処理 を する 


レイ ヤー 合成 モー ド 「 ス クリ ー ン 」、 不 居 明 度 35% で す 。 
【A.34】 を 「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル で 入れ ます 。 


3 


髪 に 目 の 透 か し 処理 を 行う 

ここ まで の 髪 の レ イヤ ー 構 造 は 右 図 の よう に な っ て いま す 。 髪 の 最後 に 、 せ っ 
お く な の で 、 目 を 髪の毛 か ら 透 か せる 処理 を 追加 し て お きま し ょ う 。 

口 や 目 を 塗っ た 「 表 情 ] レ イヤ ー フ ォ ル ダー を 選択 し 、 メニ ュー か ら 「 レ イヤ ー」 
ー「 レ イヤ ー の 変換 ] を 選択 し て くだ さい 。「 レ イヤ ー の 変換 ] ダ イア ログ ボッ ク 
ス が 開き ます の で 、「 顔 の コピ ー」 と 名 前 を つけ て 、「 元 の レイ ヤー を 残す ] の チェ ッ 
クボ ックス に チェ ッ ク を 入れ て 「OK] を 押し ます 。 こ れ で 「 顔 の コピ ー」 レイヤー 
が 作成 され ます 。 

この 「 顔 の コピ ー」 レイ ヤー を 、 線 国 レ イヤ ー と ここ まで 塗っ て きた レイ ヤー 
を 収め て いる 「 着 彩 ] レイ ヤー フォ ル ダ ー の 間 に 移動 し て くだ さい 。 移動 し た ら 
レイ ヤー の 不肖 明度 を 15% に 変更 し ます 。 


き 盛 の レイ ヤー 橋 造 


を 「 レ イヤ ー の 変換 ] ダイ アロ グ ボ ックス を 作成 し た レイ ヤー を 線画 レイ ヤー の 下 に 移動 
ここ で は レイ ヤー 名 を 「 顔 の コピ ー」 と し て いま す が 、 作成 し た レイ ヤー は 、 線画 レイ ヤー の 下 に 移動 し て 、 不 送 明 度 を 
名 前 は わか りや すけ れ ば 大 丈夫 で す 。「 元 の レイ ヤー 15% に 指定 し ます 。 


を 残す 」 に は 必ず チェ ッ ク を 入れ て くだ さい 。 


計 髪 に 目 の 透 か し 処理 を 行う 前 ( 左 ) と あと ( 石 ) 


me 


背景 を 仕上 げ て 
イラ スト を 完成 する 


背 長 も 追加 し て お きま し ょ う 。 こ こ で は 、 簡 単に 育 景 を 仕上 げ る 方 法 を 
紹介 し ます 。 


さま 地面 と 空 の 下塗り 

う ロ O+ ゃ ラク ター の は 下り.3WOT、 の 上 の フェ ンス に 語っ て い 8 イメ ー ジ すく のび 
そっ で す が 、 プリ セッ ト の オフ ツェ クト を えば mW に A く こと が で きま 

YG、 下 まり から っ て お さま す 。 中 っ て いる と ころ を 9 と し て いま す が 。 攻 上 の コン タリー ト に っ て い 
る よう に い て いま す 。 下 塗り の レイ ヤー に つい て は 、「 痛 久 ]」 レ イヤ ー フ ォ ル ダー を 作り . その 中 に 「 地 面 」 レ イ 
イー フォ ルター と [を 」 レ イヤ ー フ ォ ルター を 作り 、 それで nO 生 り レイ ヤー を 入れ て いま す 。 


ょ 地面 と 空 の 下塗り 
地 ( コ ンク リー ト ) を 【A.35】。 全 を TA 36] で 下 凌 けり し ます = 


0 53g 
va 


IAag 
EDT 


まず は 、 キ ャ ラク ター の 寂 っ て いる 池 硬 ( コ ンク リー ト ) か ら 訟 っ て いき ます 。 


コン クリ ー ト の 人 を 出す 
し イヤー モー ド な 3 DICEMK SO TT. [MYO 
きり に ある (ドラ イガ ッシュ リツ ー ル を 多い ます 。 【A て 71 の る で 、 林 和 に 衝 く 
な YS と 財 提 に コン ウリ ー ト の よう を だ りこ と が で きま す 。 


@ 足 元 と 手 の 影 を 入れ る 
レイ ヤー 台 成 モー ド は 「 焼 き 込 み ( リ ニア )」 で 、 配布 し て いる 「 な じ ま せ 入 」 ツ ー ル 
で 足元 と 手 の 影 を 入れ ます 。 色 は 【A.15】 で す 。 


グラデ ーション で 影 を 追加 する 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 焼 き 込み (リニア )」 で 、「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル を 使っ て 、 半 
分 より 下 あ た り に 軽く 影 を 追加 し ます 。 影 の 色 は 同じ 【A.15】 で す 。 


。 6 ハイ ライ ト を 入れ る 

レイ ヤー 合成 モー ド は 「 閣 い 焼 き (発光)」 
で 、「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル で 緑 を 軽く な 
ぜ る よう に ハイ ライ ト を 入れ ます 。 色 は 
【A.38】 で す 。 


IA.38】 ハイ ライ ト 
Hi53 S:20% Vi100% 


オー バー レイ で 空 に 合わ せ た 色 に 軽 
く 変化 させ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 オ ー バ ー レ イ 」 で 
す 。 空 の 色 に 合わ せる た め に 、【A39】 
を 「 エ アブ プラ シ 」 ツ ー ル で 許 く 入れ て 色 を 
変化 させ ます 。 


【A39】 オー パー レイ で 入れ る 色 
H:194 S:36% V:99% 


ゃ フェ ンス を 配置 する 


キャ ラク ター の 育 景 に フェ ンス を 用 意 し よう と 思い ます 。 こ こ で は 、CLIP STUDIO PAINT PRO の プリ セッ ト 
の 素材 を 使い 、 簡 単に 仕上 げ て み ま す 。 


プリ セッ ト 素 材 の フェ ンス を 配置 する 

CLIP STUDIO PAINT PRO の メニ ュー で 、「 ウ ィ ン ド ウ 」 一 「 素 材 」 一 「 素 材 [建物 ]] を 選択 する か 、「 素 材 ] パ レッ 
ト で 、「 す べ て の 素材 」 一 「 画 像 素材 」 一 「 イ ラス ト 」 一 「 建 物 ] を 選択 し ます 。 こ こ で は 、 素 材 の 中 に ある 「 フ ェ ン ス 2]」 
を 利用 する こと に し ます 。 

「 フ ェ ン ス 2」 を 、 先 ほど 塗っ た 「 レ イヤ ー」 パ レッ ト の 地面 の レイ ヤー の 下 に ドラ ッ グ & ドロ ッ プ で 追加 する と 、 
「 フ ェ ン ス 2」 の レイ ヤー が 登録 きま ます 。 

この フェ ンス を 章 景 に 合う よう に 変形 する の で す が 、 そ の まま の 設定 で は うま ぐ く 変 形 そ せる こと が で きま せん 。 
変形 する と き に は 、「 ツ ー ル 」 の 「 操 作 ] ツ ー ル ー「 オ プ ジ ェ クト 」 を 選択 し 、「 ツ ー ル プロ パテ ィ [ オ プ ジ ェ クト ]」 に 
ある 「 縦 横 比 固定] の チェ ッ ク を 外し て くだ さい 。 こ れ で 、 素 材 オ ブ ジ ェクト の 自由 な 変形 が 可能 に な り ま す 。 背 
景 に 合わ せ て 「 フ ェ ンス 2」 を 変形 させ まし ょ う 。 
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を ゃ を プリセット 素材 の フェ ンス 2 を 追加 する 


プリ セッ ト の 素材 で ある 
「 フ ェ ン ス 2] を 、 地 面 の レ 
イヤ ー の 下 に ドラ ッ グ & ド 
ロッ プ で 追加 し ます 。 


フェ ンス 2 を 自由 に 変形 で きる よう に する 
「 ツ ー ル 」 の 「 操 作 」 ツー ルー「 オ プ ジ ェ クト 」 を 選択 
ル ブ ロ パテ ィ [ オ プ ジ ェ クト ]」 パ レッ ト に ある 「 縦 横 | 
チェ ッ ク を 外し ます 。 


memoss 


「 フ ェ ン ス 2」 な どの ブ プリセット の 素材 は 、CLIP 
STUDIO PAINT PRO の イン スト ー ル 時 に ダウ ン 
ロー ド す る か どう か を 確認 され ます 。 ダ ウン ロー ド 
し て いな いな ら 、CLIP STUDIO の ツー ル ボ タン で 
「 設 定 」「 追 加 素材 を いま すぐ ダウ ン ロ ー ド する 」 
を 選択 し て 、 ダ ウン ロー ド で きま す 。 


や ゃ フェ ンス 2 を 背景 に 合わ せ て 配置 する 
自由 に 変形 で きる よう に し た ら 、 キ ャ ラ 
クタ ー と 、 地 面 て コン クタ クリート ) や 空 の 背 
景 に 合わ せ て フェ ンス を 変形 し て 配置 し 
ます 。 


フェ ンス の オブ ジェ クト を 線画 に する 

フェ ンス の オブ ジェ クト の 配置 が で きた ら 、 こ の オプ ジェ クト か ら 線 画 を 作っ て いき ます 。 

まず 、「 フ ェ ン ス 2」 レイ ヤー を 選択 し た まま 、「 レ イヤ ー プ ロ パ ティ 」 パ レッ ト の 「 減 色 表示 」 を クリ ッ ク し て く 
だ さい 。 こ れ で フェ ンス が モノ クロ 状態 に 変化 し ます 。 変化 を 確認 し た ら 「 フ ェ ン ス 2」 レイ ヤー を 選択 し て 、 右 ク 
リッ クー「 レ イヤ ー を 複製 ] を 実行 し ます 。 す る と 「 フ ェ ン ス 2」 レイ ヤー の 上 に 「 フ ェ ン ス 2 の コピ ー」 レイヤー が 
作成 され ます 。 こ の 「 フ ェ ン ス 2 の コピ ー」 レイ ヤー を 選択 し て 、 右 クリ ッ ク ー「 ラ スタ ライ ズ 」 を 実行 し て ラス タ 
ライ ズ し ます 。 ラ スタ ライ ズ し た 「 フ ェ ン ス 2 の コピ ー」 レイ ヤー を 選択 し た 状態 で 、 メ ニュ ー か ら 「 編 集 ] 一 「 輝 度 
を 遂 明 度 に 変換 ] を 実行 する と 、 線 国 だ けが 抽出 で きま す 。 

線画 に で きた と ころ で 、 背 景 の 中 で フェ ンス の 線 に 違和感 が 出 な いよ うに 色 を 変更 し て お きま し ょ う 。 線画 に し 
た 「 フ ェ ン ス 2 の コピ ー」 レ イヤ ー を 世 択 し た 状態 で 、 色 は 【A 40】 を 選択 し 、 メ ニュ ー か ら 「 編 集 」 一 「 線 の 色 を 描 
画 色 に 変更 」 を 実行 し て 、 線 画 の 色 を 変え て お きま す 。 


を 「 フ ェ ン ス 2」 レイ ヤー を モノ クロ に 
する 
「 フ ェ ンス 2」 レイ ヤー を 選択 し て 、「 レ イ 
ヤー プロパ ティ 」 パ レッ ト の 「 減 色 表示 ] 
表現 色 に を クリ ッ ク す る と 、 右 図 の よう に フェ ン 
7 ス が モノ クロ 状態 に 変わ り ます 。 


る 「 フ ェ ン ス 2 の コピ ー」 レイ ヤー を ラス タラ イズ し て 線画 に する 


複製 し た 「 フ ェ ン ス 2 の コピ ー」 レ イヤ ー を 選択 し て 、 石 ク 
リッ クー「 ラ スタ ライ ズ ] を 実行 し ます 。 す る と 上 の 図 の よ 
うな レイ ヤー 状態 に な り ま す 。 こ の 状態 で 「 フ ェ ン ス 2 の 
コピ ー」 レイ ヤー を 選択 し た まま メニ ュー で 「 編 集 ]「 輝 
度 を 誠 明 度 に 変換 ] を 実行 する と 、 線 画 だ けが 抽出 で き 、 
線画 の レイ ヤー と な り ま す 。 


を 「 フ ェ ン ス 2 の コピ ー」 レイ ヤー の 捕 画 色 を 変え る 
拘 画 の 線 の 色 が 、 背景 の 中 で 自然 に 見 える よう に 色 を 変更 し て お きま す 。 線 画 
の レイ ヤー で ある 「 フ ェ ン ス の 2 の コピ ー」 レ イヤ ー を 選ん だ 状態 で 、 描 固 色 で 
【A.40】 を 選択 し ます 。 そ し て メニ ュー か ら 「 編 集 」「 線 の 色 を 描画 色 に 変更 」 
を 実行 し て 変更 し ます 。 右 図 は 線画 の 色 を 変え た 状態 で す 。 


【A.40】 娘 画 の 色 
H:221 S:529% V:54% 


49 


© 
| 


の 造 削 較 テ Mi へ A エ F 庄 思 瀬 可 


フェ ンス を 塗る 

も と の 「 フ ェ ン ス 2」 レ イヤ ー と 線画 の 「 フ ェ ン ス 2 の コピ ー」 レ イヤ ー が で きま し た 。 こ こ か ら は も と の 「 フ ェ ン 
ス 2] レイ ヤー に クリ ッ ピ ング し な が ら 塗 っ て いき まし ょ う 。 た だ 、 手順 @ だ け は 、 線 画 の 「 フ ェ ン ス 2 の コピ ー」 
レイ ヤー に も クリ ッ ピ ング し て レイ ヤー を 追加 する こと に 注意 し て くだ さい 。 


グラ デー ショ ン の 影 を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 焼 き 込み 
(リニア )」 で 不透明 度 33% で す 。 
「 エ アブ プラ シ 」 ツ ー ル で 、【A20】 
を グラ デー ショ ン で 入れ て いき 
ます 。 


塗る 領域 を 赤 で 表示 し て いま 
す 。 下 の ほう を 濃く 入れ て い 
、【A20) グラ デー ショ ン の 影 ai 
H:226 S:10% V:88 


②⑨ フ ェ ン ス に 色 を 入れ る 

レイ ヤー 合成 モー ド は 「 オ ー バ ー 
レイ 」 で フェ ンス に 色 を 入れ ま 
す 。 ぞ 図 の よう に 全体 を 【A411 
で 塗り 、 下 の 濃い 部 分 を 【A.421 
で 「 エ アブ ラ シ 」 ツ ー ル を 使っ て 
準 っ て いま す 。 

この と き 、 線 画 の 「 フ ェ ン ス 2 の 
コピ ー」 レ イヤ ー も クリ ッ ピ ング 
し て 、 レ イヤ ー 合 成 モ ー ド 「 ス ク 
リー ン 」、 不 般 明 度 36% で 同じ 塗 


り を 入れ て いま す 。 
この 色 の 塗り は 、 も と の 「 フ ェ 
ンス 2」 レ イヤ ー、 線画 の [フェ 

【A41) 全体 の 名 ンス 2 の コピ ー」 レ イヤ ー に そ 
H:201 S:38% V:100% れ ぞ れ ク リッ ピン グ し て 入れ 


て いま す 。 
A 【】 【A.42】 選 い 部 分 の 色 
H:201 S:87% V:100% 


| ) 【A15】 影 
H:242 S:14% V:75% 
フェ ンス の 支柱 や 交差 部 分 に 影 を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 焼 き 込 み ( リ ニア )」 で 、 フ ェ ン ス の 交差 


部 分 や 支柱 に 、「 G ペ ン 」 ツ ー ル を 使っ て 影 を 入れ て いき ます 。 
色 は 【A.15】 で す 。 


ハイ ライ ト を 入れ た 部 分 を 赤色 で 示し て いま す 。 


/ ) 【A04】 ハ イラ イト 
\ J HO 8:0% V:100% 


る © ハイ ライ ト を 入れ る 


レイ ヤー 合成 モー ド は 「 竹 い 焼き (発光 )] で 、 不 透明 度 20% で す 。 「G 
ペン 」 ツ ー ル を 使い 、【A04] の ハイ ライ ト を 入れ ます 。 


を ゃ フェ ンス の レイ ヤー 構造 
ここ まで の レイ ヤー を 「 フ ェ ン ス 」 レ イヤ ー フ ォ ル ダー に まとめ 
て いま す 。 


ノエ ニー ヽ 

* 街 を 追加 する 

フェ ンス だ け で は 物足りな い の で 、 フ ェ ン ス の 向こう に ビル 群 が 見 える よう に し ます 。 先 ほど の 「 フ ェ ン ス 2」 と 
同じ と ころ に あっ た プリ セッ ト 素 材 の 「 街 _ 透 過 」 オ ブ ジ ェクト を 使い ます 。 

「 フ ェ ン ス 2」 と 同じ よう に 「 街 _ 透 過 ] オ プ ジ ェ クト を フェ ンス の レイ ヤー の 下 に ドラ ッ グ S&S ド ロップ で 登録 し て 
設定 し て いき ます 。 縦横 比 の 固定 を 外し て 地面 や フェ ンス に 合わ せ て 変形 し て 配置 し ます 。 

ぞ その まま で は ビル の 色 が 濃く 、 遠 近 感 も 錠 し い 感じ が する の で 、 遠 くに ある も の を ぼかす 空気 遠近 法 を 使っ て 遠 
近 感 を だ で す よ うに し ます 。 レイヤー 合 成 モ ー ド 「 ス クリ ー ン 」 で 、 下 か ら 上 へ の グラ デー ショ ン で 色 を 薄く 、 空 気 
感 を だ し て いま す 。 色 は 上 か ら 【A.43】【A.44】 【A.45】 を 塗っ て いま す 。 
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き 「 街 _ 世 過 ]」 オブ ジェ クト を 配置 する 人 き 速 近 感 が で る グラ デー ショ ン を 作成 


プリ セッ ト 素 材 の 「 街 - 透過 ] オ プ ジ ェ クト を 、 フ ェ ン ス の レイ ヤー レイ ヤー 合成 モー ド 「 ス クリ ー ン ] の レイ ヤー で 、 
の 下 に ドラ ッ グ 8& ドロ ッ プ で 登録 し て 、 地面 や フェ ンス に 合わ せ 下 か ら の グラ デー ショ ン で 空気 感 を だ し ます 。 
て 配置 し ます 。 
【A.43] プラ デー ショ ン の 上 ( 】 【A44】 グラ デー ショ ン の 中 【A45】 グ プラ デー ショ ン の 下 
H:222 S:100% V:100% H:217 S:47% Vi100% H:209 S:66% V:100% 


きき 街 の レイ ヤー 構造 


0 


* 空 を 塗る 

最後 に 空 を 塗 っ て いき ます 。 空 は グラ デー ショ ン で 夏 ら し い 青 い 色 を 重ね て いき 、 雲 も 重なる よう に し て 遠近 感 
を だ し て いま す 。 雲 は 配布 ツー ル の 「 雲 ] プラ シ を 使え ば 、 簡 単に それ らし く 摺 け ま す 。 空 は すべ て レイ ヤー 人 成 
モー ド 「 通 常 ] で 、 ク リッ ピン グ の 必要 は あり ませ ん 。 


4 の 
人 で 消 い (グラ デー ショ ン を 入れ る @ 少 し 濃い グラ デー ショ ン を 追加 さら に 濃い グラ デー ショ ン を 追加 
薄い 青 の 【A.46】 を 、 真 ん 中 より 下 あ 【A.47】 の 鮮やか な 藍 色 の グラ デー 【A.48】 の さら に 濃い グラ デー ショ 
た りか ら 右 上 に 向け て グラ デー ショ ショ ン を 真ん中 あたり か ら 右 上 に 向 ン を 真ん中 より 上 か ら 右 上 に 向け て 
ン と し て 浴 り ます 。 け て 追加 し ます 。 追加 し ます 。 
【A46] 薄い 空 【A.47】 少し 濃い 空 【A48】 さら に 濃い 空 


Hi189 S:54% V:100% H:213 S:78% V:75% H:233 S:80% V:61% 


:「 雲 ] ブ ラ シ を 使う 
: ダウ ン ロ ー ド 配布 し て いる ペン ・ ブ プラ シッ ツー ル の 「 委 」 ブ ラ シ を 使え ば 、 右 図 の よ 世 。 生 
: うな 村 を 簡単 に 指 く こと が で きま す 。「 寺 」 プ ラ シ は 大 小さ ま ざ ま な 雲 が 描け る ブ 
: ラン を 用 意 し て いる の で 、 試 し な が ら 描 きやすい も の を 使っ て くだ さい 。 


*「 雲 ] ブラ シ で 描い た 雲 の 例 


- RA 
OS だ 
-/ が が が がり a / 
の 薄く 寺 を 入れ る も う 少 し 軸 い 色 の 雲 を 入れ る 
【A.49】 を 「 雲 」] プ ラ シ で 、 大 雑 抱 に スタ ンプ を 押す 【A.50】 で 、 も う 少 し 薄め の 色合い の 雲 を 、 先 ほど 
要領 で 入れ ます 。 より 少な い 割 合 で 追加 し ます 。 
IA.49】 薄く 入れ る 雲 【A50】 追加 する 雲 
H:203 S:50% V:100% H:204 S:23% V:100% 


さら に 明る い 雲 を 追加 する 
【A 04】 で 、 一 番 明 る い メ イン の 雲 を 追加 で 入れ 
る こと で 、 夏 空 ら し くし ます 。 こ れ で 背景 が 完 
成 し ま し た 。 


()【A04】 メイ ン の 守 
、 ノ HO SO% Vi100% 


を 空 の レイ ヤー 構造 
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い 


の ef 対 章 座 テ Mi ささ エ F 庄 思 滞 避 記 


を 青 景 を 入れ て 完成 し た アニ メ 塗 り キ ャ ラク ター イラ スト 


と? 


Chapter づつ 


シ 塗 り で 
ラク ター を 塗る 


w 


の 
キャ 


Pe 


ブラ シ 塗 り の 
キャ ラク ター の 準備 


ブラ シ 法 り の キャ ラク ター を 準備 し て いき ます 。 この節 で は 、 ラ フ か ら 線 
画 、 下 塗り まで を 順 を 追っ て 紹介 し て お きま す 。 


ブラ シ 塗 り に つい て 
プラ シ ま は 。 ア ニ メ 浴 り を 記 本 と し た 朱 の 送 り 方 で す 。 ほか し や グラ デー ショ ン な ど で を 加え る が 
で ま に ゲ ー カ や ライ トノ ベル な どの 失 和 に あく 見 られ る 法 り た で す 。 前 車 の アニ メ 潜 り の 過す 
る と や ハイ ライ ト に 居れ て いる 、 と いっ た と ころ が 大 き な 送 いと な り ます 。 
ここ で は 、 委 よく 使う プラ シ 深 り の 手 遇 を 鐘 し て いき まず 。 
2 本 の アニ メ 浴 り と 同じ よう に 肖 打 を ブラ シ 


計り で 二 更 し て み ま し た 。 ア ニ メ 湊 り の 店 と 
比較 する と 、 さ ふわ っ と し た 朱 ら か い 浴 り に な っ 
て いる の が 雪 で す 。 

この よう に 。 影 せ ハイ ライ ト が アニ メ 輝 り よ 
リ 洗 ら が に 仕上 が る 手法 で キャ ラク ター を 当っ 
て いき ます 。 


アニ メ 室 り (だ ) と プラ ン 潜 り (を ) で 半 色 し た 時 人 


ょ キャ ラク ター と 使用 ペン ・ ブ ラ シ に つい て 
2 
Nb 


タプ ブラシ り の 作 件 キ ャ ラク ター 


ラフ を 描く 


アニ メ 塗 り と 同じ よう に 、 ブ ラ シ 塗 り の 作例 キャ ラク ター の ラフ か ら 線 画 まで の 工程 の 流れ を 、 簡 単に 紹介 し て 
お きま す 。 


ぁ 素 体 を 描く 

部 屋 の 中 で ドリ ンク を スト ロー で 飲ん で る 感じ に し 
よう と 考え て 、 素 体 の ポー ズ を 抽 い て いま す 。 素 体 の 
形 を きち ん と 取る こと に よっ て 、 服 を 着せ て も 破綻 の 
な い キ ャ ラク ター を 描く こと が で きき ます 。 | 

マー カー や 鉛筆 ツー ル な ど を 使用 し て 、 牧 自体 は と 
くに 整え ず に 大 雑 払 に 摘 い て いま す 。 ま た 、2 章 で も 書 
きま し た が 、 素 体 の ボー ズ に 悩む よう で あれ ば 、CLIP 
STUDIO PAINT の 3D デ ッ サ ン 人 形 な ど 、 参 考 に な る 
も の を どん どん 使っ て いき まし ょ う 。 


を ポー ズ を 考え て 素 体 を 描く et 


ぁ 素 体 に 表情 や 髪 、 服 を 描い て いく 
ポー ズ を つけ た 素 体 に 表情 や 服 な ど を 描い て いき まし ょ う 。 


| 
\R 1 | 
| \ ^ 
\ 
A 2 
へ メ Wk 
9 
⑩ 願 の 表情 を 描く 
顔 の 表情 を 決め ます 。 飲み 物 を スト ロー で er i 
“いる 軸 こち ら いい ポリ ュー 
OR RSE いま す 。 ち ょ っ と 短所 な 業 じ の 就 ね 毛 を 遼 


髪 の つ け 根 の 頭頂 部 に 入れ て いま す 。 
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w 


午 慌 3ー ゞ さ ゞ ざさ せ S こ 脱 uiNL 及 


@ 後 ろ 髪 を 描く 
続け て 後ろ 髪 部 分 を 捕 いて いき ます 。 シ ン 
ブル に 腰 あ た り ま で の ロン グ ヘ アー に し ま 
し た 。 好み で ポニ ー テ ー ル な ど に し て も よ 
いと 思い ます が 、 今 回 は 塗り や すく スタ ン 
ダー ド な ロン グ で いき ます 。 


@ 服 を 描く 
フリ フリ と し た スカ ー ト に 、 テ ィ ア ー ド フリ ル の シャ ツ 、 
春 に 着る よう な 軽い アウ ター を 怪 織 っ た シン プル な 服装 に 
し まし た 。 少し 胸元 を 開け て 、 ラ フ な 感じ を だ せれ ば いい 
な 、 と 思い まし た 。 


ゅ 背景 の ラフ を 描き 、 細 か な 部 分 を 追記 する 
今回 は キャ ラク ター だ け で な く 、 部 屋 の 背景 の ラフ も 描い て お きま す 。 そ や し て 線画 に 入る 前 に 、 ラ フ を も う 一 度 
チェ ッ ク し て 、 線 画 が 描き や すい よう に 追記 し まし た 。 


@ 育 景 の ラフ を 描く ②@ わ か り に くい 部 分 を 加筆 する 
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コン セブ ト を 部 屋 の 中 に し た の で 、 窓 陸 付 近 に 
座っ て いる こと に し て 、 ガ ラス テー ブル を 配置 
し まし た 。 キ ャ ラク ター の 雰囲気 と 合っ て いる 
か どう か を 考え 、 小 物 と し て クッ ショ ン や 本 が 
チラ ッ と 見 える よう に 配置 し て いま す 。 


最後 に ラフ を 見 直し 、 線 画 に する の に わか り 
に くい 部 分 の 詳細 を 追記 し ます 。 赤 の 線 で 示 
し た 、 飲 み 物 を 持っ て いる 手 、 ス カー ト 、 目 
に 加筆 し て 、 線 画 を 描き や すく し て いま す 。 
これ で ラフ は 完成 で す 。 


線画 を 描く 


線画 の 基本 は 2 章 と 同じ で す 。「G ペ ン 」 ツ ー ル を 使っ て 、 丁 寧 に 
キャ ラク ター の 線画 か ら 描 いて いき ます 。 ペ ン の 太 さ は 5px で 作画 
し て いま す 。 

キャ ラク ター を 描く と き に は 、 髪 の 毛 の 先 な ど 、 線 を 細く する 部 
分 を 考え な が ら 描い て いき まし ょ う 。 


【B.01】 線画 の 色 
H:0 S:14% V:9% 


や ゃ キャ ラク ター の 線画 


ゅ パー ス 定 規 を 使っ て 背景 が 歪 ま な いよ うに する 
キャ ラク ター の 線画 が で きた ら 、 今 回 は 背景 の 線画 も 描い て いき ます 。2 章 で は プリ セッ ト の 素材 を 使い まし た 
が 、 今 回 は 描い て いき ます 。 背景 は 室内 で す の で 、 パ ー ス の 目安 に な る よう に パー ス 定 規 を 使う よう に し ます 。 
パー ス 定 規 を 使う に は 、 メ ニュ ー の 「 レ イヤ ー」 一 「 定 規 ・ コ マ 枠 」「 パ ー ス 定規 の 作成 」 を 選択 し ます 。「 パ ー 
ス 定 規 の 作成 ]」 ダ イア ログ ボッ クス が 開く の で 、 こ こ で は タイ プ を 「1 点 透視 」 に し て 、「 レ イヤ ー を 新規 作成 」 に 
チェ ッ ク を 入れ て 「OK」 を クリ ッ ク し ます 。 ご れ で 、 パ ー ス 定規 が キャ ン バ ス 上 に 表示 され 、「 パ ー ス 定規 」 レ イヤ ー 
が レイ ヤー 一 覧 に 追加 され ます 。 


$「 パ ー ス 定規 ] レイ ヤー を 追加 


パー ス 定 規 を 使う に は 、 メ ニュ ー の 「 レ イヤ ー」ー「 定 規 ・ コ マ 枠 」 
ー「 パ ー ス 定規 の 作成 」 を 選択 し 、「 パ ー ス 定規 の 作成 |」 ダ イア ログ 
ボッ クス で タイ プ を 「1 点 透 視 」、「 レ イヤ ー を 新規 作成 」 に チェ ッ 
ク を 入れ て 「OK」 を クリ ッ ク し ます 。 


TIARA 


キャ ン バ ス 上 に パー ス 定 規 が 表示 され た ら 、 パ ー ス の ライ ン を 操作 し ます 。「 ツ ー ル 」 パ レッ ト で 「 操 作 ] ツ ー ル 
を 選択 し 、「 サ プ ツ ー ル [操作 ]] パ レッ ト で 「 オ プ ジ ェ クト 」 を クリ ッ ク し ます 。 そ し て 、 パ ー ス の ライ ン の どこ で 
も よい の で クリ ッ ク す る と 、 ラ イン 上 に 旬 マ ー ク が 表示 され 、 自 由 に 操作 で きる よう に な り ま す 。 も し く は 、 ラ イ 
ン 上 を 「Ctrl」 キ ー を 押し な が ら 左 ク リッ ク し て も 操作 状態 に で きま す 。 

た と えば 、 次 の よう に パー ス 線 の 中 央 を ドラ ッ グ し て 動か す と 、 パ ー ス の ライ ン が 動か せま す 。 
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ゃ バース 定規 の 操作 方 法 


パー ス 定 規 が 操作 で き 
る よう な っ た ら 、 中 央 の 
る マー ク を クリ ッ ク し て 
ドラ ッ グ で 移動 する 中 央 の ポイ ント を ドラ ッ 
グ で 移動 する と 、 パ ー ス 
の ライ ン が 変化 する 
ーー 
つつ 9 © 


それ で は 、 描 いた 背景 の ラフ に 、 パ ー ス 定規 の ライ ン を 合わ せま す 。 こ れ で 、 パ ー ス に 合わ せ た 線 が 描け る よう 
に な り ま す 。 な お 、 パ ー ス 定規 を 使わ か いと き は 、「 パ ー ス 定規 」 レイヤー を 非 表示 に し て お きま す 。 パ ー ス 定規 
を レイ ヤー と し て 追加 し て お け ば 、 簡 単に 表示 非 表示 を 切り 替え られ ます 。 


パー ス 定 規 を ラフ の 背景 に 合わ せる 


パー ス に 合わ せ て 、 ラ フ か ら 背 景 の 線画 を 所 いて いき ます 。 こ の と き 、 手 前 の テー ブル の 天 板 、 テ ー プ ル の 脚 、 
クッ ショ ン 、 ほ か の 室内 背景 は 、 別 々 の レイ ヤー で 作画 し て いま す 。 別 々 の レイ ヤー に し て お く こ と で 、 あ と て で 次 
塗り 分 け や 半 透明 な どの 調整 が 楽に か る か ら で す 。 


、 キ ャ ラク ター と 背景 が 重なる 部 分 を マス ク で 消し て 、 線 画 が 完成 で す 。 


や 痛 景 の 線画 キャ ラク ター と 合わ せ て 線画 の 完了 


キャ ラク ター と 背景 で 宣 な る 部 分 
は 、 マ スク で 消し て いま す 。 


* キ ャ ラク ター を 
下塗り する 

2-02 節 で 解説 し た 下塗り の コツ に 注意 し な が ら 、 
キャ ラク ター を 下塗り し て いき ます 。 背景 は また あと 
で 塗り ます 。 

それ ぞ れ の パー ツ ご と に レイ ヤー を 分 け 、 レ イヤ ー 
フォ ル ダ ー を 作り 、 レ イヤ ー の 重なり 順 を 意識 し な が 
ら 、 塗 り 残し が な いよ うに し っ か り と 下塗り を し て お 
きま す 。 


【B.02】 肌 
H:30 S:8% V:100% 


/) 【B.031 ドリ ンク ・ 目 
JH:O S:0% V100% 


”ー)【B.05】 シ ャ ツ 

J HO S:2% V:100% 
【B.06】 上 着 
H:238 S:25% V:48% 


【B.07】 師 
HH233 S:42% V:63% 


下 潜り を し た キャ ラク ター 
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(の) 


午 堪 3ー ゞ ざさ せ S こ 脱ぐ uiNL 及 


3 


we 


プラ シ 塗 り で キャ ラク 
ター の 肌 を 塗っ て いく 


実際 に ブラ シ 塗 り を し て いき まし ょ う 。 ま ず は キャ ラク ター の 肌 か ら で す 。 
2 章 の アニ メ 塗 り よ り も か な り 塗 り 重 ね て いき ます の で 、 手 順 も 増え ます 。 


キ 類 と 爪 を 塗る 


トー ス と な る 肌 還 りか ら 独 っ て いき ます 。 まずは 環 と 慌 ら 肖 り ます 。 肌 の 下 深 リ レ イ ヤー の 上 に クリ ッ ビ 
ンジ し た レイ ヤー を 作っ て いき まず 。 各 全 怖 の レイ ヤー で 不当 定か な い 吉 は 、100%% (不肖) に な 
お の は 2 章 と 同じ で す 。 


OMOFS RT OtFomems 
レイ ヤー 人 き 半 モー ド は 通常) で す 。 「 エ アプ ラ シ 」 同じ レイ ヤー を 合い) 大 の A を 当っ て いさ ます 。 本 の 
ツー ル の イズ を 10Oor 和 に し て 。 BC を 私 「 千 じ は せ 二 ツー ル を 45px 有 で B09] を 抽 の が 
還 が ら 信 便 に 向かっ て 、 色 が ガ が 重り て いく よう に ぶ 負け て きり ます 。「 人 じじ 定 」 ツ ー ム を 使う と 
わ うと を の で ます MEI を に 基 る こと が で きま サ 。 


© RE 
GE 


捕 じ よう に を の も まっ て いま ます 。 の 


ニー a 更 向 の 短 先 は 了 れ て いる の で 。 手前 の 凌 哲 と 人 
まし 8 の を まり ます 。 


= 
** 肌 の 影 を 塗っ て いく 

次 に 肌 に 落ち る 影 を 塗っ て いき ます 。 ま ず は 、 髪 の 毛 か ら 顔 に 落ち る 影 か ら 順 に 湊 っ て いき まし ょ う 。 塗 る 部 分 
は 基本 的 に アニ メ 塗 り と ほぼ 同じ で す が , ブラ シ 塗 り は 濃 漁 表 現 が 重要 に な り ま す 。 


⑩ 髪 の 落ち 影 を 塗る a 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 」 で す 。 髪 か ら 落 ちる 影 を 、 髪 の 毛 
の 流れ に 合わ せ て 、【B.10】 を 塗り ます 。「 な じ ま せ 第 ( 先 端 細 )」 
ツー ル で 75px 程 度 に し て いま す 。 少 し だ け 色 が 抜け る よう に 和沙 
る の が コツ で す 。 


w 


O@ 【B.10] 影 
H:358 S:32% V:96% 


memoms 
基本 的 に 塗る 位置 な ど は 、2 章 の アニ 
メ 塗 り と 同じ 感じ で 問題 あり ませ ん 。 
細か い 部 分 は 、 ブ プラ シ サ イズ を 変更 
し な が ら 塗 り ます 。 


トー に NN まだ で ACNIN 間 | 


@ 残 り の 髪 の 落 ち 影 を 塗る 鼻 の 影 を 塗る 
同じ レイ ヤー で 、 同 じ よ うに 残り の 髪 か ら 落ち る 影 同じ 肌 の 影 レイ ヤー に 、「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル を 100px 
を 塗り ます 。 左 耳 の 影 も 塗っ て お きま す 。 程度 に し て 軽く 色 を の せま す 。 角 の な い 凌 形 に な る 


よう に 塗る と 綺麗 な 影 を 描く こと が で きま す 。 


⑨ 首 に 影 を 塗る 


同じ 肌 の 影 レイ ヤー の まま 、 顔 か ら 落ち る 首 の 影 を 
塗り ます 。 鎖骨 ラ イン より 上 を 、【B.10】 で 塗り つ 
ぷ し ます 。 


塗り つぶ し た 首 の 影 を 範囲 選択 する 


装 り つぶ し た 首 の 影 の 部 分 を 「 範囲 選択 ] ツ ー ル で 選択 し ます 。 
範囲 世 択 で 漆 り 範囲 を 限定 する こと で 、 色 の は み 出 し や 、 す 
で に 法 っ て いる 部 分 へ 深 り が 侵食 し て し まう こと を 防ぎ ます 。 
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@ 須 明 色 で 影 の 形 を 整え る @ 鎖 骨 ラ イン を 塗る 


透明 色 の 「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル を 250px 程 度 に し て 、 影 の レイ ヤー の まま 、 鎖 人 骨 ラ イン も 「 な じ ま せ 重 」 ツー 
の 矢印 の 方 向 に 走ら せま す 。 顎 か ら の 影 の 形 を 壁 えて ル で 内 仙 か ら 外 側 へ 、40pX 程 度 で 払う よう に 塗り ます 。 
いま す 。 色 は 【B.10】 で す 。 


@ 服 か ら 胸 に 落ち る 影 を 塗る © 反対 側 の 落ち る 影 も 塗る 
服 か ら の 落ち 影 も 、 同 じ レ イヤ ー で 同時 に 漂っ て し ま 同じ 要領 で 、 反 対 側 の 胸 の 影 も 塗っ て お きま す 。 
いま す 。 胸 の 影 は 「 な じ ま せ 筆 」 ツー ル を 250px 程 度 の 
サイ ズ に し て 、 筆 圧 を あま りか け な い よう に 上 か ら 下 
方 向 へ 流し ます 。 入 り は 薄く 、 胸 の 谷 半 に いく ほど 影 
が 濃く な る よう に する と 、 よ り そ ぞ れ らし く な り ま す 。 


@ 飲 み 物 を 持つ 石手 の 影 を 塗る 


影 の レイ ヤー の まま 、「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル で 、 飲 み 物 を 持つ 
手 の 影 を 塗り ます 。 飲 み 物 か ら 落ち る 影 や 、 腕 が 円 柱状 だ と い 
うこ と に 気 を つけ て 作っ て いき ます 。 


指先 部 分 は 大 雑 
抱 に 決り ます 。 


⑳⑪ 左 の 影 を 塗る 


影 の レイ ヤー の まま 、 左 手 の 影 を 塗り ます 。 
指先 は まず は 大 雑 把 に 塗り ます 。 


w 


ふき 


i 


@ 指 先 の 影 の 色 を 抜い て 滑ら か に する 
透明 色 の 「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル を 90px 程 度 に し て 、 
指 の 関節 あたり まで 色 を 削り ます 。 こ うす る こと 
で 、 滑 ら か に 指先 の 影 を 描く こと が で きま す 。 


ドー に その で ACNIN 間 | 


人 Q 足 に スカ ー ト か ら 落 ちる 影 を 塗る 
足 に も スカ ー ト か ら 落 ちる 影 と 、 足 自体 
の 丸み か ら の 影 を し っ か り と 塗り ます 。 


ま 肌 の 影 の 色 を 調整 する 


基本 的 な 肌 の 影 の 塗り が 完了 し まし た 。 た だ 、 こ の まま で は 全体 が 明る く 、 と て も 祖 度 が 高い だ け の 肌 の 影 に 


な っ て し まう の で 、 影 部 分 の 色 を 変更 し ます 。 


肌 の 影 の レイ ヤー を 選択 し ます 。 レ イヤ ー の サム ネイ ル 部 分 を 「Ctrl] キ ー を 押し な が ら 左 ク リッ ク す る と 、 そ 
の レイ ヤー に 描画 され て いる 部 分 を 範囲 選択 する こと が で きま す 。 


久 肌 の 影 の レイ ヤー の 塗り を 範囲 選択 


100 W 通 常 
100 % 通 党 ーー 
類 * 爪 
UK2Li 
Fan 
肌 の 影 の レイ ヤー の サム ネイ ル 部 分 を 
「Ctrl] キ ー を 押し な が ら 左 ク リッ クレ 
ます 。 
深 っ て きた 影 の 部 分 が 範囲 


選択 され ます 。 
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範囲 選択 を し た ら 、 レ イヤ ー 合 成 モー ド 「 通 常 ] で 、 ク リッ ピン グ し た レイ ヤー を 作成 し ます 。 次 の 図 の 赤く 表 
示し て いる 部 分 に 、「 エ アブ プラ シ 」 ツ ー ル を 使っ て 【B.11】 の 色 を の せ て いき ます 。 色 を の せる と 、 肌 の 影 の 色 が 少 
し 落ち 着い た 色合い に 変化 し ます 。 た だ し 、 色 を 濃く し すぎ る と 、 真 っ 青 な 影 に な っ て し まう の で 、 少 し だ け 色 を 
の せる くら い の ニ ュ ア ンス だ と 思っ て くだ さい 。 


6 生 【5.11】 時 に 重ね る 色 
6 H:268 S:14% V:75% 


を 赤く 表示 し た 部 分 に 少し 色 を 
の せる 

範囲 選択 を し た 状態 で 、 赤 く 表示 し 

て いる 部 分 に 、【B.11】 を 少し の せ 

る よう に 塗り 、 肌 の 影 の 色 を 落ち 着 

か せま す 。 


色 を の せ て 彩 度 が 下がっ た 肌 影 に 対し て 、 境 界 部 分 の 彩 度 を 上 げ ま す 。 レ イヤ ー 合 成 モ ー ド 「 覆 い 焼 き ( 発 光 )」 
で 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 影 の 境界 部 分 を 「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル で な ぞ る よう に 【B.12】 を 塗り ます 。 下 の 左 の 図 は 
浴 っ た 領域 を わか りや すく ぐ 青 で 視覚 化し て いま す 。 彩 度 の 低い 影 の 肌 の 境界 を 鮮やか に する こと で 、 右 の 図 の よう 
に 見 栄え が よく な り ま す 。 


【B.12】 境界 に 準 っ た 色 
H:16 S:100% V:100% 


ゃ 影 の 境界 部 分 の 彩 度 を 上 げ る 
影 の 境界 部 分 に 【B.1 
彩 度 を 上 げ ます 。 左 
た 領域 が 塗っ た 部 分 で す 。 右 の 図 の 
よう に 境界 の 彩 度 が 鮮やか に な り 、 
見 栄え が よく な り ま す 。 


* 肌 に ハイ ライ ト を 塗る 


影 の 塗り が で きた ら 、 肌 に ハイ ライ ト を 入れ て いき ます 。 レ イヤ ー 合 成 モ ー ド は 「 覆 い 焼 き (発光 )」 で 、 不 透明 
度 30% で 新規 レイ ヤー を 作成 し し ハイ ライ ト を 入れ ます 。 


ハイ ライ ト を 入れ た 
と ころ を 青 で 視覚 化 
し て いま す 。 


/)【B.031 ハ イラ イト 

HO S:0% V:100% 

上 半身 の 肌 に ハイ ライ ト を 入れ る 
2 童 の 肌 の ハイ ライ ト と 同じ よう に 、 肌 の 背 へ ハイ ライ 
ト を 入れ ます 。「 な じ ま せ 筆 ] ツ ー ル で 【B.03】 を 入れ て 
いき ます 。 


ハイ ライ ト を 入れ た と ころ を 青 で 視覚 化し て い 


の 下半身 の 肌 に ハイ ライ ト を 入れ る 
その まま 、 下 半身 の 肌 に も ハイ ライ ト を 入れ て いき ます 。 


肌 の レイ ヤー 構造 
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(の) 


は ー ド に NN まだ ACNIN 間 | 


i 


孔 を 湊 り 終え た ら 、 ス カー ト や シャ ツ な どの 厄 を 塗っ て いき まし ょ う 。 
小物 で す が 飲み 物 も 塗っ て いき ます 。 


キス カー ト を 塗る 


還 の わ で 一 問 下 に な る スカ ー ト か ら 浴 っ て いき ます 。 


3 
a ra vos 


ICP 生 り し | ウー 6 シャ ツウ や 上 短 、 手 か ら 沙 ちる 昧 を 母 る 

0 で 放り つき し ます 。 レイ ヤー 人 大 モ ー ド は 「 且 多 で 、「 な じ ま せ 軍 ツー 
で 上 りら 8 肛 を し っ か り と 計り ます 。 は 

Err 


と 7 
9 スカ ー ト の 本 を 加 還 し ます 同じ レイ ヤー の まま フリル の に な る 還 を I 
周 じ レイ ヤー の まま きち を 「 な じき 人 せ 潤 」 リ ー を えな が 5 っ て いき まず 。 と ぐに の 池 お に 
ル で 9GE す よう に スカ ー ト の 志 を 0 押し ます 。 は し っ が UE を 入れ ます 

フリ ル か ら で き る 時 を 加 堂 し ます 


月 レイヤー の きま 、 フ リル な らち で きる を 害し ます 。 


ハイ ライ ト を 塗る 


レイ ヤー 合成 モー ド は 「 格 い 焼 き ( 発 光 )」 で す 。「 な じ ま せ 筆 」 
ツー ル を 使い 、【B.14】 を 鍛 に 沿っ て ハイ ライ ト を 入れ て い 
きま す 。 


⑨ フ リル の 内 側 を 範囲 選択 する 


婆 り つぶ し た フリ ル の 内 側 の 影 の レイ ヤー の サム ネイ ル を 
「Ctrl] キー を 押し な が ら 左 クリ ッ ク し て 範囲 選択 し ます 。 


②⑨ ス カー ト の 塗り が 完成 


少し 漂 す ぎ た 感 じ に な っ て いた フリ ル の 内 側が 、 下 の 肌 の 影 と 自然 な 感じ に なじ 
み ま し た 。 こ れ で スカ ー ト の 塗り は 完了 で す 。 


ハイ ライ ト を 入れ た 領域 を 赤 で 視覚 化し て い 
ます 。 


【B.14】 ハイ ライ ト 
H:53 S:20% V:100% 


© スク リー ン で 軽く 色 を 入れ る 


レイ ヤー 合成 モー ド は 「 ス クル 
ル を 使っ て 、【B.15】 を 軽く 


ン 」 で 、「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー 
矢印 の 方 向 で 入れ ます 。 


【B.15】 スク リー ン で 入れ る 色 
H:237 S:35% V:1009% 


を スカ ー ト の レイ ヤー 構造 
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I wo 


RC に 


スン 
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9 > い 
* ぶ シャ ツ を 塗る 

次 に シャ ツ を 塗り まし ょ う 。 テ ィ ア ー ド フリ ル と いわ れる 構造 の シャ ツ に し て いま す 。 下 便 の 段々 の フリ ル に 気 
を つけ て 浴 っ て いき ます 。 


@ 影 を 入れ て いく 
「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル を 
使い 、【B.16】 で 影 を 入 . 
れ て いき ます 。 ス カー 
ト 同様 に フリ ル の 凸凹 
に し っ か り と 影 を 入れ 
ます 。 


シャ ツ の 上 の 領域 を 範囲 指定 する [1 
レイ ヤー 全 成 モー ド は [乗算 ] で す 。 フ リル 0 EE vs 


の 段 ご と に 原 に 塗る の で 、 一 番 上 の 大 き な 
IE 


領域 を 範囲 選択 し ます 。 


@2 段 目 と 一 番 下 の フ リル 部 分 の 影 を 入れ る 


同じ レイ ヤー の まま 、 錠 囲 選択 を 2 段 昌 の フリ ル 部 分 に し て 影 を 加筆 し ます 。 上 の フリ ル か ら 落 ちる 影 も し っ か り 入 れ ます 。 2 
段 目 を 塗っ た ら 、 範 囲 選択 を 一 番 下 の フリ ル 部 分 に 変更 し て 、 同 じ よ うに 影 を 加筆 し ます 。 


@ 胸 の 影 を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 乗 算 ] で す 。 この ⑤ 反 対 側 の 胸 の 影 を 入れ る 
と き 、 先 ほど の 影 の レイ ヤー は 非 表示 に し 同じ レイ ヤー の まま 、 反 対 側 の 胸 の 影 も 同じ よう に 
て お きま す 。 胞 の 影 を 「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル 入れ ます 。 


で 、 少 し ずつ 色 が 抜け て いく よう に する と 
よい で し ょ う 。 色 は 【B.16】 で す 。 


⑨⑧ 胸 の 問 の 帝 の 影 を 抜く 
両側 の 胸 の 影 を 入れ る と 、 胞 の 間 の 鍼 の 影 が ちょ っ 
と 不 自然 に な っ て いま す 。 そ こ で 、「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー 
ル で 月 明 色 を 矢印 方 向 に 入れ で 影 を 削り ます 。 


@ 非 表示 に し て いた 影 の レイ ヤー を 表示 する 
非 表 示 に し て いた 最初 の 影 の レイ ヤー を 表示 し 、 
影 の 状態 を 確認 し ます 。 


A 


ダラ デー ショ ン を 
入れ た 領域 を 赤 で 
視覚 化し まし た 。 グ 
ラ デ ー シ ョ ン を 入れ 
て 、 布 と 布 の 境界 を 
ぼん の 少し 濃く し て 
いま す 。 


@ 影 の グラ デー ショ ン を 入れ る 


レイ ヤー 合成 モー ド は 「 工 算 ] で 、【B.16】 で 影 の グラ デー ショ ン 
を 入れ ます 。 最初 の 彫 の レイ ヤー の 塗り 部 分 を 第 囲 選択 し 、「 エ 
アブ プラ シ 」 ツ ー ル で グラ デー ショ ン を 塗り ます 。 


@ 胸 の 周り に も 軽く 影 を 入れ る 
グラデ ーション の レイ ヤー の まま 、 胸 の 最 あ た り に も 
「 エ アブ プラ シ 」 ツ ー ル で 軽く 影 を 入れ ます 。 赤 で 視覚 化し 
た 領域 に 、【B.16】 を 入れ て いま す 。 


© 
の 


fa CS に 


4 


オー パー レイ で 色 を 入れ た 
領域 を 示し て いま す 。 全 体 
に 色 味 を 追加 する 感じ で す 。 


【B.17] オー パー レイ の 双 
H:355 S:44% V:96% 


オー バー レイ で 色 を 整え る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 オ ー バ ー レ イ 」 で す 。「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル 
を 使い 、【B.17】 を 入れ て いき ます 。 赤み を 入れ る と 、 色 数 が 増え 
て いい 感じ に 仕上 が り ます 。 


シャ ツ の レイ ヤー 構造 


上 着 (アウ ター) を 塗る 


シャ ツ が 塗れ た ら 上 着 を 塗っ て いき ます 。 


@ 体 部 分 を 範囲 選択 する 
上 着 は 、 袖 と 身体 の 部 分 
に 分 ける と 、 と て も 水 り や 
すく な り ま す 。 そこ で 、 ク 
イッ クマ スク を 使っ て 、 身 
体 の 部 分 を 範囲 選択 し ま 
す 。 赤 で 示し た 部 分 が 選 
択 し た 部 分 で す 。 


@ 圭 側 と わき の 下部 分 の 影 を 浴 る 
レイ ヤー 人 台 成 モー ド は 「 乗 算 」 で す 。 右 腕 の 横 の 内 
任 に な る 部 分 と 、 左 腕 の わき の 下 に な る 部 分 の 影 を 
塗り ます 。「G ペ ン 」 ツ ー ル を 使っ て 、【B.18】 で 塗っ 
て いま す 。 


@ 影 の 形 を 整え る 
影 の 形 を 整え ます 。 償 明 色 の 「 な じ ま せ 筆 ( 先 映 
細 )」 ソ ツール で 、 塗 っ た 部 分 を 軽く な ぞ っ て 透 か 
せつ つ 、 影 を 伸ばし て いき ます 


@⑨ 下 部 に ざっ くり と 影 を 落と す 


同じ レイ ヤー で 、 上 着 の 下部 に 落ち 影 を 入れ ます 。 
「G ペ ン 」 ツ ー ル で ざっ くり と 入れ ます 。 


③⑨ 影 の 上 の 部 分 を 自然 な 形 に する 
上 着 の 下部 に 入れ た 影 の 上 の 部 分 は 、 図 の 破線 を 目 
安 に 、 透 明 色 の 「 エ アブ プラ シ 」 ツ ー ル で 影 を 消し て 
整え ます 。 


@ 選 択 範囲 を 反転 する 
ここ まで 身体 部 分 を 張り 終え た ら 、 居 択 千 囲 ラ ン 
チャ ー の 「 選 択 能 囲 を 反転 」 ポ タン を クリ ッ ク し ま 
す 。 す る と 、 今 まで 塗れ な か っ た 袖 が 選択 総 囲 に な 
り ます 。 


⑨ 袖 の 影 を 塗る 


レイ ヤー は ぞ の まま で 、「G ペ ベン 」 ツ ー ル を 使っ て 、 
ベタ 塗り で 袖 の 落ち 影 、 狼 の 影 を 深 っ て いき ます 。 一 


@ 下 部 の 影 の 形 を 整え る 


透明 色 の 「 な じ ま せ 重 ( 先 弟 細 )」 ツ ー ル で 、 
印 の よう に 削り ます 。 


名 の 影 を 追加 する 


同じ レイ ヤー の まま 、 図 の 矢印 方 向 に 「 な ビ 
ませ 第 」 ツ ー ル で 鍛 の 影 を うっ すら と 入れ ま 
す 。 


> 


呈 計 0 


fe に に 


@ 袖 の 影 の 形 を 整え る の 
透明 色 の 「 な じ ま せ 生 ( 先 端 細 )」 ツ ー ル で 、 影 を 洗っ た 部 分 
を な ぞ っ て 薄く し て 、 形 を 整え ます 。 ND a 
同じ レイ ヤー の まま 、 袖 の 穀 の 影 を 加筆 し て いき ます 。「 な 
じ ま せ 第 」 ツ ー ル で 入れ ます 。 し っ か り 入 れる と ころ と 、 
うっ すら 入れ る と ころ に 注意 し て 入れ ます 。 


残り の 影 を 入れ て いく 
影 の レイ ヤー の まま 、 浴 っ て いな か っ た 残り の 影 を 入れ 
ます 。「 な じ ま せ 筆 ( 先 端 細 )」 ツー ル で 入れ て いま す 。 


大 | 


@ 胸 の 影 を 入れ る a / 


ここ まで の 影 レ イヤ ー は いっ た ん 非 表 示 に し 、 シ ャ ツ と 同 三 

じ よ うに 胸 の 影 を 入れ ます 。 レイヤー 合成 モー ド は 「 半 促 」  ① 影 の レイ ヤー を 表示 し て 確認 する 

で 、「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル で シャ ツ の 胸 の 流れ に 合わ せ て 、 胸 の 影 を 入れ た ら 、 非 表示 に し た 下 の 影 の レイ ヤー を 表示 
矢印 の よう に 抜け て いく よう に 塗り ます 。 し て 、 影 の 入り 方 を 確認 し ます 。 
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⑮ 影 の 2 つの レイ ヤー を 範囲 選択 し クイ ッ ク マ スモ ー ド に する 


影 の 色 を 調整 する た め に 範囲 選択 し ます 。 下 の 影 の レイ ヤー を 範囲 選択 し 、 ク イッ クマ スク モー ド に し ます 。 続 いて 、 綱 の 影 を 
浴 っ た レイ ヤー も 、 上 の 右 図 の よう に 範囲 選択 し て 、2 つ の 影 の レイ ヤー を クイ ッ ク マ スク モー ド に し ます 。 


色 を 車 ね た 部 分 を 赤 
で 視覚 化し て いま 
す 。 影 全部 に つけ る 
の で は な く 、 少 し ま 
だ ら な 感じ で 色 数 を 
増やし ます 。 


旧 【B.19】 オ ー パ ー レ イ の 名 
| H:244 S:39% V:100% 


) の 影 に 色 を 追加 する 

/ クイ ッ ク マ スク に 対し て 色 を 追加 レ しま す 。 レ イヤ ー 全 成 モ ー ド 「 オ ー バ ー レ イ 」 
で 、「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル を 使い 、【B.19】 を 軽く 上 か ら 重 ね て 、 部 分 8 に 少し 青 
み が つ いた よう な 影 に し ます 。 


赤い 領域 が ハイ ライ 
ト を 入れ た 部 分 で 
す 。 


ゆめ ハイ ライ ト を 入れ て 上 着 の 塗り を 完成 する 


レイ ヤー 合成 モー ド 「 和 覆い 焼き (発光 )] で.、 ハ イラ イト を 入 
れ ま す 。「 な じ ま せ 筆 」 ツール で 、【B.14】 を 軽く 入れ ます 。 を 上 着 の レイ ヤー 構造 


に に いい | に と 


+ 飲み 物 を 塗る 


手 に 持っ て いる 飲み 物 も 浴 っ て いき ます 。 飲 み 物 は 2019 年 に 流行 っ た タピオ カミ ルク ティ ー に し て み ま し た 。 


【B.20】 基本 の 色 
H:22 S:16% V:89% 


基本 の 色 を 塗る 
レイ ヤー 合成 モー ド は [通常 ] で す 。 下 塗り は 白 で し て い 
まし た が 、 飲み 物 を タピオ カミ ルク ティ ー に し た の で 、 
ペー ス と な る 色 と し て 【B.20】 で 全体 を 塗り つぶ し ます 。 


液体 は 地面 に 対し て 水平 と 
な る の で 、 傾 いた 容器 で は 
な く 、 地 面 に 対し て 水平 に 
な る よう に 塗り ます 。 


【B.21】 中 身 の 影 
H:26 S:47% V91% 


@ 飲 み 物 の 中 身 の 影 を 塗る 
レイ ヤー 合成 モー ド は [通常 」 で 、 中 身 の ド リン ク の 影 を 
「G ペ ン 」 ツ ー ル を 使っ て 塗り ます 。 色 は 【B.21】 で す 。 


グラ デー ショ ン で ミル ク 感 を 塗る スト ロー を 塗る 
レイ ヤー 合成 モー ド は [通常] で 、「 エ アプ レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 」 で 、 ス トロ ー を 「 塗 り 
ラ シ 」 ツ ー ル で 【B.22】 を グラ デー ショ ン で つぶ し 」 ツ ー ル を 使い 、【B.22】 で 塗り つぶ し ます 。 
湊 り ます 。 ミ ルク 的 な イメ ー ジ を 増し ます 。 
( ) 【B.23】 ス トロ ー 
H:312 8:35% V:92% 


【B.22】 プラ デー ショ ン の 双 
H:44 Si11% Vi100% 
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ーー ( 】 【B.01】 タビ オカ 
HO 8:14% V9% 
タピオ カ の 粒 を 塗る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 ] で 、 タ ピオ カ の 物 を 塗り 
ます 。 ブ リセ ッ ト の 「 第 ] ソ ツール の 「 厚 塗り 」 の 中 に ある 
「 ガ ッシュ 旨 筆 」 ツ ー ル を 使い ます 。【B.01】 の 乱雑 な 丸 
を 容器 の 下部 や スト ロー 部 分 に 描き ます 。 


ハイ ライ ト を 塗っ た 
部 分 を 赤 で 可視 化し 
て いま す 。 


へ 【B.03】 ハ イラ イト 
HO 8:0% V:100% 
⑨ ハ イライト を 塗る 
レイ ヤー 合成 モー ド 「 通 常 」 で 、 容 器 全体 に ハイ ライ ト を 
【B.03】 で 塗り ます 。「 な じ ま せ 筆 ]」 ツ ー ル で 、 光 沢 感 が 
で る よう に 、 容器 に 対し て 終 に 塗り ます 。 


レン ンー 


/ 【B.24】 影 
1 S:15% V:86% 


下 
5 
の 


2 


信 飲 み 物 の レイ ヤー 構造 


100 只 


レン 
\e 


⑫ 容 器 や 指 か ら の 落ち 影 を 塗る 
レイ ヤー 合成 モー ド 「 焼 き 込み (リニア )」 で す 。 
【B.24】 を 「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル で 、 容 器 の 影 、 指 か 
ら の 落ち 影 、 ス トロ ー の 影 な ど を 入れ て 完了 で す 。 
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© 
6 の 


スン 4J 隊 加里 一人 ささ ざい させ 


Mi 


ブラ シ 塗 り で 表情 を 
塗っ て いく 


キャ ラク ター の 肌 や 服 な ど を 塗っ て きま し た 。 こ こ か ら は アニ メ 塗 り と 
同じ よう に 目 や 髪 な ど 、 キ ャ ラク ター の 表情 に つなが る 部 分 を 塗っ て い 
きま し ょ う 。 


目 と 表情 を 塗っ て いく 


人 り で は 、 白 日 と 四 ( 旧 ) を は て いま す 。 白目 に つい て は 最初 に を 省 る だ け で 、 あ と の 日 の 包 り は 基 
KO 下塗り に レイ ヤー を 取 ね て 浴 っ て いま す 。 日 の 財 還 の 示 情 に 庄 わる 部 分 も 傘 っ て お きま し ょ う 。 


癌 3 昌和 
EE 
Oo 彰 を 入れ る 

2 に に を 光り ます 。 レイ ヤー 人 モー ド IE で す 。 


(824) を 「 じ まや 逢 ! ソ ー ル て 、 和 の のり 
ます 。 と くに 有 基 に こだわ ら ず 、 レ っ が り と を 人 れ ま す 。 


人 


名 な 還 くす る 局 じ て 計り ます 。 する と 天天 


SA 


DE 
遇 人 we 


Mois 
レイ ヤー き 恋 モー ド 「 雷 い 欠き (R25) 不肖 遇 攻 54% で す 。 [な 
ませ (先生 」 サ ー ル で 、 フラ シッ イズ を 組 くし て, [14] 


で を 生 り ます 。 アニ メ 千 り と 月 に 上 月 り に っ 本 
DA 


| / 
リガ 


@ 暗 の 影 を 入れ る @ 影 の 色 を 少し 抜く 
レイ ヤー 合成 モー ド 「 焼 き 込み (リニア ) で 、「G ペ ン 」 ツ ー 透明 色 の 「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル で 、 今 塗っ た 影 を 、 縁 に 色 を 
ル で 量 の 影 を 弧 を 揺 く よ う に 塗り ます 。 色 は 【B.25】 で す 。 残す よう に な ぞ り ます 。 


【B.25】 影 
H:242 S:24% V:55% 


5 
ンク 
@ 腹 の 周囲 の 影 を 入れ る 
同じ 影 の レイ ヤー の まま 、「 マ ー カ ー」 ツ ー ル を 使い 、 障 の SE 
周り を ぐる っ と 加重 し ます 。 め 影 の グラ デー ショ ン を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 焼 き 込み (リニア )」 で す 。 「 エ アブ 
ラ シ 」 ツ ー ル で 、 瞳 の 上 部 が 暗く な る 感じ に 影 の グラ デー 
ショ ン を 入れ ます 。 人 色 は 【B.25] の まま で す 。 


ハイ ライ ト の グラ デー ショ ン を 入れ る @ 円 形 の ハイ ライ ト を 入れ る 


レイ ヤー 合成 モー ド は 「 矯 い 焼き (発光 )」 で レイ ヤー 合成 モー ド は 「 飛 い 焼き (発光 )] で 、 不 透明度 は 
ショ ン と は 反対 の 下 側 に ハイ ライ ト の グラ 61% で す 。「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル で 、【B.14】 の 色 を 、 睡 の 
れ ま す 。【B.14】 を 「 エ アブ プラ シ 」 ツ ー ル で 入れ ます 。 下部 に 円 形 の ハイ ライ ト と し て 入れ ます 。 


【B.14】 ハ イラ イト 
HE53 S:20% V:100% 
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w 


た:ACNN 四 ら 


⑩ 瞳 の 上 部 に 光 の 反射 を 入れ る ⑩ 目 の 周囲 に 色 を 入れ る 


レイ ヤー 合成 モー ド は | 通常] です 。「 な じ ま せ 筆 」 ここ か ら は 顔 の 線画 レイ ヤー を クリ ッ ピ ング し て 
ツー ル で 瞳 の 上 部 に 光 の 反 諾 を 入れ ます 。 色 は で TA 
【B.25】 で 、 区 < 軽 く と いう 感じ で す 。 色 を 入れ ます 。 「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル で 、 目 の 両側 

に 【B.26】 で 赤 味 を 入れ ます 。 

[ ) 【B.25】 影 

Hi242 S:24% V:55% 


【B.26】 追加 する 赤 味 
H:355 S:100% V:53% 


[| 
i 


、\、 


\ 


/ 【B.27] 類 の 線 
| H:355 S:44% V:96% 
⑮ 類 の 斜線 に 色 を 入れ る 
/ レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 ] で す 。 類 の 斜線 に 「G ペ ン 」 ツ ー ル 
で 【B.27】 を 塗り ます 。 


【B.28】 瞳 の 周囲 の ぽか し 
H:240 8:86% V:16% 


赤 で 視覚 化 し た ライ ン 部 分 
を ぐる っ と 塗っ て いま す 。 


@ 目 の 周 団 に ぼかし を 入れ る 


駐 の レイ ヤー と 白目 の レイ ヤー の 間 に 、 レ イヤ ー 合 成 モ ー ド 
「 通 常 ] で レイ ヤー を 作成 し ます 。「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル の サイ 
ズ を 小さ め に し て 、【B.28】 で 臨 の 周り を ぐる っ と 塗り ます 。 


g 光 の ハイ ライ ト を 入れ る 
最後 に 目 全体 の 上 部 に レイ ヤー 人 台 成 モー ド 「 通 常 ] で レイ 
ヤー を 作り 、 白 目 と 瞳 の 商 の 上 部 に 光 の ハイ ライ ト を 入れ 
ます 。「G ペ ン 」 ツ ー ル で 【B.03】 を 塗っ て いま す 。 
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用 > 
+ 髪 を 塗っ て いく 
表情 が で きた ら 髪 を 塗っ て いき まし ょ う 。 ロ ング へ アー で 面積 も 大 きい で す が 、 光 の あたり か た を 考え て 、 立 休 
感 を 意識 し な が ら 順 に 塗っ て いき まし ょ う 。 


ゅ 後ろ 髪 の 影 を 塗る 
に 】 
“A 後ろ 医 の 影 を 塗る 
\ レイ ヤー 合成 モー ド は 「 秒 98 
貧 」 で ,「 昌 ペン 」 ツ ー ル 
を 使い 、 後ろ髪 な ど に 左 回 
の よう 【B.29】 を べ タ 受 る 
り し ます 。 ※ 
り 
で 
memomn 
後ろ 髪 全部 を 湊 っ て 内 
し まう の で は な く 、 = 
立体 感 を 出す た め に て 
光 が あ た りや すそ う \ 
な 部 分 を 避け て 塗り 
ます 。 


®@ 【B.29】 影 
H:272 §:14% V:75% 


@ 影 の 色 を 抜く 
透明 色 を 選択 し た 「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー 
ル で 、 矢 印 の 方 向 に 筆 を 走ら せ 、 
髪 の 流れ に 沿っ て 色 を 抜い て いき ま 
す 。 


が 
⑨ 反 対 側 の 影 の 色 も 抜く 


反対 側 の 前 の 横 の 後ろ 髪 も 、 途 明 色 の 「 な ビ 
ませ 筆 」 ソ ツー ル で 色 を 抜き ます 。 


の 盛 の 下 半 分 の 色 を 般 か せる 
後ろ 髪 の 下 半分 に か け て 、 さ ら 
に 追加 で 、 透 明 色 の 「 な じ ま せ 
筆 」 を 使っ て 色 を 透 か せ ます 
ここ まで で きた ら 、 こ の 後ろ 影 
を 塗っ た レイ ヤー を いっ た ん 非 
表示 に し て お きま す 。 
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具体 的 に は この よう に 、 一度 影 を 
沙 っ た 部 分 を な ぞ る 感じ で 、 透 明 に 
し て いく イメ ー ジ で す 。 こ の と き 、 
右 図 の よう に 縁 の ライ ン を 残す よう 
に する と 、 よ り そ れ らし く な り ま 
す 。 


人 が \ 

に 人 M 

@ 髪 全体 の 影 を 塗る ⑨ 前 髪 の 影 の 色 を 抜く 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 乗 算 ] で す 。「 な じ ま せ 筆 ( 先 敵 細 )] ツー ル 影 を 浴 っ た ら 、 透 明 色 の 「 な じ ま せ 律 」 ツ ー ル で 授 
で 、【B.13】 を 髪 全体 に 影 ん 入れ て いき ます 。2 章 の アニ メ 塗 り と いて いき ます 。 
同じ 要領 で す 。 


⑥ 後 ろ 髪 の レイ ヤー を 表 
示し て 確認 する 
影 の 色調 開 が で きた ら 、 
非 表示 に し て いた 後ろ 月 
の 影 の レイ ヤー を 表示 し 
> ます 。 こ の と き 、 後 ろ 笑 
影 レイ ヤー の 不 各 
の 下部 の 影 の 色 も 抜く を 50% に し ます 。 CO 
六 髪 と 同じ よう に 、 下 好 の 硝 の 影 も 透明 色 うに 色 が 宣 な っ た 影 に な 
の 「 な じ ま せ 第 ] ツ ー ル で 透 いて いき ます 。 り ま す 。 


と 光 の 反射 の 影 を 入れ る 


次 に 光 の 反射 の 影 を 塗り ます 。 頭頂 部 の 少し 下 に ぐる っ と 入れ る 部 分 で す 。 髪の毛 を 房 の 束 と し て 考え て 、 


と に 入れ て いき ます 。 


この ぐる っ と ある うに 
ROE へ a、 


【 


を 反射 の 影 


房 ご 


房 の 束 と し て 考え 
て 、 房 ご と に 入れ 
て いく と わか りや 
すい で す 。 


|| 
\ 
る 房 ご こと に 考え る 


反射 の 影 を 塗る 
レイ ヤー 合成 モー ド は [乗算] で す 。 「 な ビ 
ませ 筆 」 ツ ー ル で 、 影 の 【B.13】 を 髪 の 上 自 
に 房 ご と に ぐる っ と 塊 で 塗り ます 。 


A 


Hi 
(A 


AN 


! \ 
ME 
@ 残 り の 反射 の 影 も 削っ て いく 
残り の 境 も 削っ て いき ます 。 全体 に 不 均一 (ラン ダ 
ム ) な 感じ に する と 、 こ の よう に より 自然 に 見 えま 
す 。 


@ 影 の 形 を 整え て いく 


⑨ 細 か い 部 分 も 形 を 整え る 


小さ な 塊 も 形 を 整え て いき ます 。 し っ か 
り 角 が で る よう に 削る の は 同じ で す 。 


⑥ 下 か ら も 削る 


上 を 削っ た ら 、 次 は 下 か ら 
も 削り ます 。 上 部 と 違い 2 
か 所 入れ ます 。 角 が で きる 
よう に する の は 同じ で す 。 


塊 の 形 を 、 透 明 色 の 「 な じ ま せ 筆 ( 先 
凍 細 )」 ツ ー ル で 整え て いき ます 。 まず 
は 上 か ら 上 削り ます 。 削っ た と き に 角 が 
で きる よう に する の が ポイ ント で す 。 


memoum 


削る 部 分 は 感覚 的 な も の で 、 は っ き 
り と は 表現 で きま せん が 、1 つか ら 3 
つく らい 大 小 ラ ンダ ム に 削る イメ ー 
ジ で よい で し ょ う 。 


後ろ 髪 に も 反射 を 入れ る 
同じ レイ ヤー の まま 追加 で 後ろ 
髪 に も 反射 の 影 を 入れ ます 。 入 
れ 方 は まっ た く 同 じ で す 。 
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グラ デー ショ ン や ハイ ライ ト を 入れ て いく 
影 の 形 を 整え た ら 、 影 の グラ デー ショ ン や ハイ ライ ト を 塗っ て 髪 を 仕上 げ て いき まし ょ う 。 


影 の グラ デー ショ ン 
を 入れ た 領域 を 赤 で 
示し て いま す 。 


【B.13] 影 の グラ デー ショ ン 
H:321 S:149 V:75% 


影 の グラ デー ショ ン を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 焼 き 込 み ( リ ニア )]」 
で 、 全 体 に 影 の グラ デー ショ ン を 入れ ます 。 
「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル の サイ ズ を 大 きめ に し 
て 【B.13】 を 塗っ て いま す 。 


( ) LB031 ハ イラ イト の グラ デー ショ ン 
トノ HO0 S:0% V:100% 


ハイ ライ ト の グラ デー ショ ン を 

入れ た 領域 を 赤 で 示し て いま す 。 

@ ハ イラ イト の グラ デー ショ 
ン を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド 「 逆 い 
焼き (発光 )] で 、 不 誠 明 度 
20% で す 。「 エ アブ プラ シ 」 ツ ー 
ル を 大 きめ の サイ ズ に し レ 
て 、【B.03】 を 塗っ て いま す 。 


。 【B.14】 ハ イラ イト 
HE53 S:20% V:100% 


赤い 領域 が ハイ ライ ト を 肖 っ た 範囲 
で す 。 キ ャ ラク ター に あたる 光 が と 
て も 強い 場合 は ハイ ライ ト を 太く し 
ます が 、 今 回 は 室内 な の で 、 太 く な 
りす ぎ な いよ うに し て いま す 。 


@ 髪 の 全体 に ハイ ライ ト を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド 「 贅 い 焼き 
(発光 )」 で 、「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル 
で 髪の毛 の 緑 に ハイ ライ ト を 入 
れ ま す 。 色 は 【B.14】 で す 。 


\ 3 

| 
! / | 04 
i プ 
の 頭 に ハイ ライ ト を 入れ る @ 上 部 に も ハイ ライ ト を 入れ る 3 
ハイ ライ ト を 入れ た レイ ヤー の まま 、 頭 に ハイ ライ ト を 入 同じ 形 の ハイ ライ ト を 、 頭 の 上 部 に も ぐる っ と 入れ ます 。 次 
れ ま す 。「 な じ ま せ 筆 ( 先 端 細 )」 ツ ー ル で 、 お で この あたり 矢印 の 位置 を 目安 に し て いま す 。 お で この あたり より も 少 り 
の 高 さ で ぐる っ と 、 携 帯電 語 の 電流 表示 の アン テ ナ マ ー ク し 数 を 減ら し て 、 同 じ 形 の も の を 入れ ます 。 で 
の よう な 形 で 入れ ます 。 表 
情 
を 
⑥ 後 ろ 耕 に も ハイ ライ ト を 入れ る ぶ 髪 の レイ ヤー 構造 塗 
頭 と 同じ ハイ ライ ト を 、 後 ろ 胡 に も 控え a そ 
めで す が 同 じ よ うに 入れ ます 。 い 
く 


【B.30】 スク リー ン の 色 
H:203 S:70% V:100% 


色 を 入れ た 領域 を 赤 で 視覚 4 
化し て いま す 。 Ea 


@ ス クリ ー ン で 色 を 入れ て 調整 する 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 ス クリ ー ン 」 で す 。「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル を 大 き 
め の サ イズ に し て 、【B.30】 を 後ろ 髪 の 中 央 付近 に 入れ ます 。 こ れ で 援 
の 塗り は 完了 で す 。 
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\ ラー 
計 目 の 透かし 処理 を 行っ て お く 
キャ ラク ター の 塗り が 一 通り で きた ら 、 明 の 毛 か ら 見 える 目 の 透 か し 処理 を 行っ て お きま し ょ う 。 透かし 処理 
は 、2 章 の 44 ペー ジ と 同じ よう に 、「 表 情 ] を まとめ た 「 表 情 ] レ イヤ ー フ ォ ル ダー を コピ ー し て 、 着 色 を まとめ た 「 着 
彩 ] レ イヤ ー フ ォ ル ダー と 緑 画 レ イヤ ー の 間 に 配置 し ます 。 


計 目 の 簡 か し 処理 を し た 願 322= ニ 9C 記 


場所 ご と に レイ ヤー フォ ル 
ダー を まとめ た 、 キ ャ ラク 
ター 全体 の レイ ヤー 構造 で す 。 


若 色 が 完了 し た キャ ラク ター 


線画 に 色 を つけ る 


キャ ラク ター の 塗り は で きま し た が 、 線 の 色 が 一 定 に な っ て し まっ て いる の が 気 に な り ま す 。 そ やこ で 、 線 画 の 線 
の 色 を 変化 させ て み ま し ょ う 。 

これ は 緑 画 の 色 ド レス と いわ れる 手法 の 1 つ で 、 線 画 の 色 を その 周辺 の 色 と 合わ せる こと で 、 よ り 自 然 な 色合い 
の 線 に 見 え 、 イ ラス ト の 出来 栄え が よく な り ま す 。 こ こ で は 、 こ の 色 ト レス を 簡単 に 行う 手法 を 紹介 し て お きま す 。 

まず 塗り 終わ っ た レイ ヤー を まとめ た 「 若 彩 ] レ イヤ ー フ ォ ル ダー を 選択 し 、「 右 クリ ッ ク 」 一 「 レ イヤ ー の 変換 ] 
を 選択 し て 、「 レ イヤ ー の 変 換 ] ダイ アロ グ ボッ クス を 開き ます 。「 元 の レイ ヤー を 残す ] に チェ ッ ク を 入れ て 「OK] 
ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 こ の と き 、 「 元 の レイ ヤー を 残す 」 に チェ ッ ク を 入れ て いな いと 、「 着 彩 ] レイ ヤー 
フォ ル ダ ー 自 体 が 統合 され て し まう の で 、 必 ず チ ェ ッ ク を 入れ て お きま し ょ う 。 

する と 「 着 彩 2] と いう 着 彩 レイ ヤー を 結合 し た レイ ヤー が 「 若 彩 ] レ イヤ ー フ ォ ル ダー の 上 に 追加 され ます 。 ご 
の レイ ヤー を 「 線 瑞 ] レ イヤ ー の 上 に 移動 させ ます 。 


を 「 着 彩 ] レイ ヤー フォ ル ダ ー を 結合 し た レイ ヤー を 作成 


佐 り の レイ ヤー を まとめ た 「 着 
彩 ] レイヤー フォル ダー を 右 ク 
リッ クー「 レ イヤ ー の 変換 」 を 
選択 し ます 。 


100 % 和 所 洛 


ほか の 設定 は その ま 
まで 「OK」 ポ タン を ク 
リッ ク し ます 。 


元 の レイ ヤー( フ ォ ル 
ダー) を 残す の で 、 必 
ず チ ェ ッ ク を 入れ ま 尺 エ の レイ ヤー お ます し) 
す 。 


合 し た レイ ヤー を 移動 


名 OO 


も と の 「 着 彩 ] レイヤー フォル ダー の 上 
に 作成 され た 「 着 彩 2] レ イヤ ー を 、「 線 
画 ] レイ ヤー の 上 に 移動 し ます 。 
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統合 し た レイ ヤー を 「 線 画 ] レイ ヤー の 上 に 移動 し た ら 、 メ ニュ ー で 「 フ ィ ル ター」 一 「 ば ぼかし 」 一 「 ガ ウス ぽか し 」 
を 選択 し ます 。「 ガ ウス ぽか し 」 ダ イア ログ ボッ クス が 開く の で 、「 ぼ か す 範 囲 」 を 「15」 に 設定 し て 、「OK」 ポ タン 
を クリ ッ ク し て くだ さい 。 す る と キャ ラク ター 全体 が か な り ば や けた 感じ に 表示 され ます 。 


ガウ ス ほ か し を か ける 


設定 値 「15] で ガウ ス ぼ か し を 
が け ま す 。 


ガウ ス ぽ か し を か ける と 、 キ ャ ラク ター 全 
体 が ば や けた 感じ に な り ま す 。 


ガウ ス ぼ ぽか し の 処理 が で きた ら 、 わ か りや すい よう に レイ ヤー 名 を 「 着 色 コ ピー+ ガ ウス ぽか し 」 に 変更 し ます 。 
そし て 、 下 の 「 線 画 ] レイヤー に クリ ッ ピ ング し て 、 レ イヤ ー 合 成 モ ー ド を 「 ス クリ ー ン 」、 不 基 明 度 25% に 設定 し 
ます 。 す る と キャ ラク ター の ぼや けた 感じ が な く な り 、 ク リッ ピン グ し た 線画 の 色 だ け を 変化 させ る こと が で きま 
す 。 こ れ で 、 キ ャ ラク ター 部 分 は 完成 で す 。 


き 「 線 画 ] レイ ヤー に クリ ッ ピ ング し て 線 の 色 を 変更 


わか りや すい よう に レイ ヤー 名 を 変更 し て 、 
「 線 画 ] レイ ヤー に クリ ッ ピ ング し ます 。 そ し we 
て 、 レイヤー 合成 モー ド 「 ス クリ ー ン 」 不 和 に で 
明度 25% に 設定 し ます 。 5 


完成 


や キャ ラク ター 部 分 の 塗り の 


背景 を 塗っ て 
仕上 げ て いく 


キャ ラク ター の 塗り は で きま し た 。 この 電 の 家 玉 は 線画 を 描い て いる の 
で 、 順に 塗っ て いき まし ょ う 。 


テー ブル を 塗る 
テー ブル at ラス テー ブル に し よう と 旧い ます 。 キャ ラク ター が テー プル の @ る に 生 っ て いる と ころ で す の で 


長い っ て も テー プル は キャ ラク ター より 郁 に くる 后 分 が あり ます 。 の た め 。 テ ー ブ プル の レイ ヤー だ は は キャ 
ラク ター の レイ ヤー の 上 に 配置 する こと に な り ま す 。 


と 下塗り を する 
芋 り を し て お きま す 。 テーブル の 大 李 に な る ガラ ス 部 分 を レイ ヤー 台 成 モー ド 「 基 不明 度 60W の レイ | 
ヤー に し て 、【8.08] で 寄り ます 。 開 の 部 分 は レイ ヤー 台 護 モ ー ド 「 訂 で 、【 31] を 塗っ て いま すず 。 


ja0313=2 テ ー ア ! き 
EN 
1 
LU 


きり を し た テー プル 


と 天 板 の ガラ ス を 塗っ て いく 

ます は テー ブル は に な る 天 板 の ガラ ス 加 分 か 計っ て いき きず 。 こ の と き 、 ガ ラズ 男色 且 の レイ ヤー 
フォ ル ダ ー を 作っ て , その 中 に レイ ヤー を 三 ね て いき ます 。 ガ ラス な の で 、 その 者 名 肝 の レイ ヤー フォ ル ダ ー 自 人 
の レイ ヤー 合成 モー ド を 「 外 ] に し て お きま し ょ う 。 


ガラ ス 剖 人 の レイ ヤー フォ ル ダ ー は [人 」 に し て お く | 


3 ラメ の サー プ な で 。 レイ ヤー フ ォ ル ダー 自 D レ イヤ ー 人 
モー ド を に 年 し て 。 その 中 で 守っ て いき ます 。 


w 


05 
a 背 
① 句 側 の 側面 を 塗る @ チ 前 側 の 側面 を 塗る を 
ガラ ステ ー ブ ル の 下塗り レイ ヤー の 下 に 、 レ イヤ ー 合 成 今度 は ガラ ステ ー ブ プル の 下塗り レイ ヤー の 上 に 、 レ 塗 
モー ド 「 乗 算 」 で 、 奥 側 の 全面 の レイ ヤー を 作り 、【B.33】 イヤ ー 合 成 モ ー ド 「 乗 算 」 で 、 手 前 側 の 偶 面 用 の レ っ 
で 塗り つぶ が し ます 。 イヤ ー を 作り 、【B.33】 で 塗り つぶ し ます 。 4 
【B.33】 テー プル の 側面 上 
£181 S:34% V:48% げ 
て 
い 
く 
つつ 【B.03】 ハ イラ イト 
HO S:O% V:100% 
@ 手 前 側 の 側面 に ハイ ライ ト 入 れる 


手前 の 側面 の レイ ヤー に クリ ッ ピ ング し て ハイ ライ ト を 
入れ ます 。 レイヤー 合成 モー ド 「 牧 い 焼 き ( 発 光 )」 で 、「 エ 
アプ ラ シ 」 ツ ー ル を 使い 、【B.03] で 塗り ます 。 


ガラ ス の 下 溢 り レ イヤ ー を 
非 表 示 に し て 見 や すく する 
と 、 手 前 側 の ハイ ライ ト と 
同じ よう に 入っ て いる の が 
わか り ま す 。 


@ 奥 側 の 側面 に ハイ ライ ト 入 れる 
今度 は 軸 側 の 側面 の レイ ヤー に クリ ッ ピ ング し て 、 ハ イ 
ライ ト を 入れ ます 。 レ イ ヤー 合成 モー ド 「 和 覆い 焼き ( 発 
光 )」 で 、 手 前 側 と 同じ よう に 塗り ます 。 


人 @ 手 前 側 の 側面 の 緑 に ハイ ライ ト を 入れ る 
前 側面 の 縁 に ぐ ご る っ と ハイ ライ ト を 入れ ます 。 テ ー ブ ル の 下塗り の レ 
イヤ ー を 結 半 選択 し て マス クレ し ます 。 レ イヤ ー 合 成 モー ド 「 獲 い 焼 き ( 発 
光 )」 で 、 不 透明 度 20% に し て 、「 な じ ま せ 第 」 ツ ー ル で 洲 り ます 。 
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ガラ ス の 天 板 に ハイ ライ ト を 入れ る 
テー ブル の 下塗り の レイ ヤー を 範囲 選択 し て マス ク し ます 。 
レイ ヤー 合成 モー ド 「 ス クリ ー ン 」、 不 透明 度 456 で 、「G ペ 
ン 」 ツ ー ル を 使っ て 天 板 の ガラ ス に ハイ ライ ト を 入れ ます 。 


~~ 
4 


ゅ テー ブル の 脚 を 塗る 
ここ か ら は テー ブル の 脚 の 部 分 を 塗っ て いき ます 。 脚 の 下塗り の レイ ヤー に クリ ッ ピ ング し な が ら 塗 っ て いき ま 


し ょ う 。 


@ 脚 全体 の 影 を 受 る 
レイ ヤー 合成 モー ド 「 焼 
き 込 み ( リ ニア )」 で す 。 
【B.32】 を 「 エ アプ ブラシ 」 
ツー ル で 、 縦 方 向 に 塗っ 
て いき ます 。 上 の 丸 印 が 
だ いた い の サ イズ の 目 
安 で 、 大 と 小 の 2 本 の ぽ 
や っ と し た 線 で 塗る 感じ 


⑩ 天 板 を 置く 接地 面 の 影 を 塗る 


テー プル の 脚 の 上 部 , 天 板 の 設 置 面 の 影 を 
塗り ます 。 レ イヤ ー 合 成 モ ー ド は [乗算 ] で 
す 。「 塗 りつ ぶし 」 ツー ル を 使い ます 。 


| 】 【B.32】 影 
H:249 S:16% V:35% 


で す 。 


/ 
天 板 の ハイ ライ ト を 入れ た 部 分 を 赤 で 視 党 化 し まし 


@ 天 板 の ハ イラ イト を 透 く 
透明 色 の 「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル で 、 天 板 の ハ イラ 
イト を 左側 に 向かっ て 軽く 消し ます 。 
これ で テー ブル の 天 板 の ガ ラス は 完了 な の で 、 
一 度 、 非 表示 に し て お きま す 。 


@ 脚 全体 の ハイ ライ ト を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 杉 い 焼き (発光 )」 で す 。 「 エ アプ 
ラ シ 」 ツ ー ル で 、 脚 全体 の ハイ ライ ト を 【B.03】 で 入れ ま 
す 。 先 ほど の 影 と 同様 に 上 の 丸 印 が だ いた い の サ イズ の 
目安 で 、3 本 の ハイ ライ ト を 縦 に 入れ て いま す 。 


線 の ハイ ライ ト を 入れ た と bf 1 
ころ を 赤 で 視覚 化し まし た 。 


s 


⑨ 縁 の ハイ ライ ト を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 」 で 縁 
の ハイ ライ ト を 追加 し ます 。「G ペ 
ン 」 ツ ー ル で 、 上 か ら 左 横 側 を 縦 
に 、 縁取 り を する よう に 入れ ます 。 


@ 天 板 と 脚 の 重なり の 影 を 塗る 
非 素 示 に し て いた 天 板 の ガラ ス を 表示 し ます 。 レ イヤ ー 
合成 モー ド は 「 焼 き 込み (リニア )」 で 、 「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー 
ル で 【B.32】 を 塗り ます 。 破線 で 囲ん で いる 、 天 板 の ガ 
ラス と 脚 が 主 な る 部 分 に 、 ぼ や っ と し た 影 を 入れ る 感じ 
で す 。 


9 


w 


へ と コ ュ ヒ 中 O 脱 江 了 
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a 4 反射 光 の ハイ ライ ト を 入れ た と ころ 
二 を 赤 で 視覚 化し まし た 。 


【B.03】 ハイ ライ ト 


/ ーー HO S:0% V:100% 


⑨ 反 射 光 を 入れ て 仕上 げ る 


レイ ヤー 合成 モー ド は 「 加 算 ( 発 
光 )」、 不 透明 度 25%% です 。 反射 す 
る 光 を 、「 な じ ま せ 笛 」 ツ ー ル を 大 き 
め の プ ラ シ サ イズ に し て 、 真 ん 中 よ 
り 下 あたり に 綱 め に 入れ ます 。 色 は 
ハイ ライ ト の 【B.03】 で す 。 


を テー ブル の レイ ヤー 構造 


残り の 背景 も 塗っ て いく 


残り の ほか の 背景 は 、 キ ャ ラク ター の レイ ヤー フォ ル ダ ー よ り 下 に 「 背 景 」] レイヤー フォ ル ダ ー を 作り 、 そ の 中 
に 場所 ご と の レイ ヤー フォ ル ダ ー に 分 け て いま す 。 


ゅ 背景 の 下塗り を する 
テー プル 以外 の 背景 を 下塗り し て お きま す 。 
【B.36】 皇 
H:225 S:3% V97% 
【B.35] フロ ー リ ング 
HH22 S:11% V:66% 
/ 【B.03] クッ ショ ン ・ カー テン 
、 ノ HO S:0% Vi100% 
【B.34] 窓 析 
H:227 S6% V:93% 
| 】 【B.37】 本 
H:228 S:28% V:86% 


[ ) 【B.38】 本 
H:23 S:28% V:86% 


き 下 開 り を し た 青 景 


『 窓 枠 部 分 を 塗っ て いく 
カー テン の 向こう 側 で 隠れ る 窓 枠 部 分 か ら 塗 っ て いき まし ょ う 。 


Pl ' 


へ 


回 | 
Fl 
O 影 を 入れ る 6 5 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 焼 き 込 み ( リ ニア )」 で 、 影 を 入れ ま 。 8 少し 色 を 居 が せ る 背 
す 。【B.16] を 「 エ アブ プラ シ 」 ツ ー ル で 、 矢 印 方 向 へ 少し 温 送 明 色 の 「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル と 「 な じ ま せ 利 」 ツ ー ル を 使っ 景 
い 目 に 入れ て いま す 。 て 、 光 を 考え て 影 の 色 を 少し 抜き ます 。 を 
© aE っ 
242 S:14% Vi75% 
仕 
直 
で) 【B.031 ハ イラ イト げ 
\ J HO SO% V:100% て 
い 
a < 
一 ーー レイ ヤ 人 成 モー ド は 「 王 い 焼き (発光 )] で 、「 エ アブ プラ シ 」 ツ ー 
NN ル を 使い 、 ハ イラ イト の 【B.09] を 入れ ます 。 恋 性 は カー テン で 
隠れ て し まう の で 、 そ ん な に し っ か り と 法 ら な く て 問題 あり ま 
せん 。 


ゅ クッ ショ ン を 塗る 
白 で 下塗り し た クッ ショ ン を 塗っ て いき ます 。 最 初 に 市 松 模様 か ら 描い て いき まし ょ う 


0 市 松 模様 を 描く @ 影 を 入れ て いく 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 」] で す 。 白い 下 レイ ヤー 合成 モー ド は 「 焼 き 込 み ( リ ニア )」 で 、 影 を 入れ 
塗り の クッ ショ ン に 、【B.39】 の 色 で 市 松 模 て いき ます 。「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル を 使っ て 、 矢 印 に 沿っ て 
様 の 柄 を 塗り ます 。 ク ッ シ ョ ン の 曲線 に 合 【B.40】 の 影 を 入れ て いま す 。 


わ うに : s 

せる よう に 描 きま す @ 【B40] 影 
【B.39】 模様 H:239 S:27% V:64% 
[ ) Hi220 S:6% V:20% 
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@ 影 を 仕上 げ る 
影 の レイ ヤー の まま 、 丸 で 
囲っ た あたり を 「 ぼ か し 」 ツ ー 
ル で ぼかし ます 。 そ し て 、 
クッ ショ ン の 縫い 目 に 「 な じ 
ませ 筆 ( 先 端 細 )」 ツー ル で 、 


哲 の 影 を 挫 き ます 。 
【B.161 ブ プラ デー ショ ン の 影 グラ デー ショ ン の 影 を 入れ る 
RA レイ ヤー 合成 モー ド は 「 焼 き 込み (リニア )」 

で 、「 エ アプ ラ シ 」 ツール を 使い 、【B.16】 
の グラ デー ショ ン の 影 を 囲ん で いる あたり 
に 軽く 入れ ます 。 
【B.41】 ハイ ライ ト 
H:43 S:1596 Vi100% 
©⑤ ハ イラ イト を 入れ る 


レイ ヤー 合成 モー ド は 「 枚 い 
焼き (発光 )」 で 、 ハ イラ イト を 
入れ ます 。 「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル 
を 使い 、 上 部 の あたり に 矢印 方 
向 で 、【B.41】 を 軽く 入れ ます 。 


@ グ ラ デ ー シ ョ ン の ハイ ライ ト を 入れ る 


レイ ヤー 合成 モー ド は 「 杉 い 焼き (発光 」)」 
で す 。「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル で 、【B.03】 を グ 
ラ デ ー シ ョ ン の ハイ ライ ト と し て 入れ ます 。 


ヽ 【B03】 プラ デー ショ ン ・ 線 の ハイ ライ ト 
、 ノ HOS:0% V:100% 


@ 縁 の ハイ ライ ト を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 加 人 算 ( 発 光 〉] で 
す 。「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル で 、 ク ッ シ ョ ン 
の 縁 に ハイ ライ ト を 入れ ます 。 
ご れ で クッ ショ ン は 完了 で す 。 


と カー テン を 塗る 

レー ス の カー テン に し て いる の で 、 カ ー テ ン の 向こう の 窓 枠 が 逃 け て 見 える よう に 肖 過 処理 が 必要 で す 。 その た 
め に 、 窓 枠 の ウイ ヤー フォ ル ダ ー よ り も 上 に カー テン の レイ ヤー フォ ル ダ ー を 配置 し ます 。 背 景 全 体 の レイ ヤー 構 
造 は 、100 ペー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


w 


Ch 当ら 


⑯ カ ー テ ン の 全体 の 影 を 入れ る 


レイ ヤー 合成 モー ド は 「 焼 き 込み (リニア )]」 @ カ ー テ ン の レイ ヤー を 透過 する 

で 、 れい カー テン の 塗り の レイ ヤー フォ ル ダ ー の レ 
ら 、「 な じ ま せ 第 」 ツ ー ル で 影 を 入れ ます 。 イヤ ー 全 成 モ ー ド を 「 通 過 」、 85% 
色 は 【B.42】 で 、 カ ー テ ン の 外 の 串 凹 を し っ お 人 が うっ 
か り と 描写 し ます 。 な り ま す 。 


【B.42】 影 
H:227 S:12% V85% 


@ 窓 枠 か ら の 影 を 入れ る 
る 枠 影 


カー テン の 鍼 の 波 の 感じ を だ し な が ら 、 窓 の 枠 か ら の 影 を 深 り ます 。 矢 
印 で 示し て いる よう な 感じ で す 。 カーテン の 裾 の 部 分 に も 同じ よう に 波 
の 感じ で 影 を 人 人 れ て お きま し た 。 
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ゅ 本棚 と 本 を 塗っ て いく 
稼い て 、 本 棚 と 本 を 塗っ て いき まし ょ う 。 本 棚 と 本 は 下塗り が 違い ます の で 、 塗 り を まとめ る レイ ヤー フォ ル 
ダー も 別に し て いま す 。 ご こ で は 、 順 に 塗っ て いき ます 。 


@ 3 
H:242 S$:18% V:69% 
⑩ 本 棚 に 影 を 入れ る @ グ ラ デ ー シ ョ ン の 影 を 入れ る 


本 棚 か ら 肝 っ て いき ます 。 レ イヤ ー 全 成 モ ー レイ ヤー 合成 モー ド は 「 焼 き 込み (リニア )] 


ド は 焼き 込み (リニア )」 で 、「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー で 、「 エ アプ ラ シ 」 ツー ル を 使い 、 グ ラ デ ー 
ル を 使い 、 色 は 【B.43】 で 影 を 入れ ます 。 ショ ン の 影 を 入れ ます 。 色 は 【B.43】 で す 。 


PP 


グラ デー ショ ン の ハイ ライ ト を 入れ る @ 縁 に ハイ ライ ト を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド 「 獲 い 焼き (発光 )」 で 、 レイ ヤー 人 台 成 モー ド は 「 獲 い 焼 き ( 発 光 )] 
「 エ アブ プラ シ 」 ツ ー ル を 使い 、【B.14] で グ で 、「 な じ ま せ 第] ツー ル で 緑 に ハイ ライ ト 
ラ デ ー シ ョ ン の ハイ ライ ト を 入れ ます 。 を 入れ ます 。 色 は 【B.14】 で す 。 


ェ ー 
EE 
回 

の 


114】 ハ イラ イト 
:20% V:100% 


[B.45】 オー パー レイ の 色 
H:21 S:44% V:96% 


オー バー レイ で 色 を 加え る 
レイ ヤー 人 台 成 モー ド 「 オ ー バ ー レ イ 」 で 、「 エ アブ 
ラ シ 」 ツ ー ル を 使い 、 全 体 に 【B.45】 の 色 を 軽く 
加え ます 。 


® 【8.40】 影 
H:239 S:27% V:64% 


⑨ 本 に 影 を 入れ る 
本 を 浴 っ て いき ます 。 レ イヤ ー 
合成 モー ド 「 焼 き 込み (リニア )] 
で 、 「 な じ ま せ 第 ] ツ ー ル を 使い 、 
本 に 影 を 入れ ます 。 色 は 【B.40】 
で す 。 


@ 本 の 縁 に ハイ ライ ト を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 贅 い 焼 き 
(発光 )」 で す 。「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー 
ル を 使い 、【B.14] で 本 の 緑 に ハ 
イラ イト を 入れ ます 。 


ヶ 壁 を 塗っ て いく 


PE @ 壁 の 影 を 入れ る 544] 人 の 部 

まず 選 の 下 を 潜り ます 。 レ イヤ ー PRA RRR NI 
9 モード! で 」 計り つぶし 」 
ツー ル を 使っ て 、【B.44】 の 色 で 壁 の 

[B18 

下部 を 塗り ます 。 BO 
次 に 、 レ イヤ ー 合 成 モ ー ド 「 焼 き 込み Sus vose 
(リニア )」 で 、「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル 
を 使っ て 、 恒 全体 に 影 を 入れ て いき 
ます 。 色 は 【B.16] で す 。 そし て 、 こ 
の 全体 の 影 の レイ ヤー で 、 本 井 の 上 
部 の と ころ を 「 塗 りつ ぶし 」 ツ ー ル を 
使っ て 塗る の を 忘れ な いよ うに し ま 
すず 


人 @ 壁 の 上 部 の 角 部 分 に 影 を 入れ る 

レイ ヤー 合成 モー ド 「 焼 き 込み ( リ ニ 
ア )」 で 、 壁 の 奥 側 の 上 部 の 角 の あ た 
り に 影 を 入れ ます 。 「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー 
ル を 使い 、【B.16】 を 浴 り ます 。 該 
当 部 分 の 壁 を 「 範 囲 還 択 」 ツー ル で 範 
囲 選択 し て か ら 影 を 入れ る と いい で 
し ょ う 。 


@ 本 棚 の 影 を 入れ る 


本 棚 か ら の 影 を 塗っ て いき ます 。 レ イヤ ー 人 台 成 モー ド は 「 焼 き 込 み ( リ ニア )」 で 、「 な じ 
ませ 午 」 ツ ー ル を 使い 、 色 は 【B.43】 で 影 を 入れ ます 。 


【B.14】 ハイ ライ ト 
H:53 S:20% V:100% 


の 全体 に ハイ ライ ト を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド 「 杉 い 焼き (発光 )」 
で 、 塁 全体 的 に ハイ ライ ト を 入れ ます 。 
「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル を 使い 、【B.14】 を 
塗っ て いま す 。 


( 】 1B.43】 影 
H:242 S:18% Vi69% 
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w 


Ch 当ら 


フロ ー リ ング の 床 を 塗る 


育 景 の 最後 に フロ ー リ ング の 床 を 塗り ます 。 塗 る 前 に まず 、 フ ロー リン グ の 線画 の レイ ヤー を レイ ヤー 合成 


モー ド 「 焼 き 込 みく (リニア )」、 不 透明 度 60% に 変更 し て お きま す 。 


⑩ 床 の ライ ン に 影 を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド 「 乗 算 」 で 、 
フロ ー リ ング の 線 に 合わ せ て 、「G 
ベン 」 ツ ー ル で 全体 に 【B.16】 の 
影 を 入れ ます 。 


@ 【B.16】 影 
H:242 S:14% V:75% 


@ 床 の ライ ン に ハイ ライ ト を 入 
れる 
レイ ヤー 合成 モー ド 「 酸 い 焼 き 
(発光 )」、 不 拓 明 度 23% で す 。 線 
に 合わ せ て 、【B.14]】 の ハイ ライ 
ト を 「G ペ ン 」 ツ ー ル で 入れ て い 
きま す 。 


【B.14】 ハ イラ イト 
HH53 S:20% V:100% 


拡大 する と この よう に 塗っ て 
いま す 。 


拡大 する と この よう に な っ て 
いま す 。 


⑥ キ ャ ラク ター や 小物 か ら の 影 を 描く @ 全 体 に ハイ ライ ト を 入れ る 

一 合成 モー ド 「 焼 き 込み (リニア )」 で 、「 な じ レイ ヤー 合成 モー ド 「 和 覆い 焼き (発光 )」 で 、「 エ アプ 

ツー を 人 小生 や キャ ラク ター が ら 第 ラ シ 」 ツ ー ル を 使い 、 フ ロー リン グ 全 体 に 【B.14] 
ちる 影 を 【B.40】 で 塗り ます 。 の ハイ ライ ト を 入れ て 完了 で す 。 


【 】 【B.40】 影 
H:239 S:27% V:64% 


ゃ 痛 景 の レイ ヤー 構造 
キャ ラク ター の 前 に 配置 する テー ブル 以外 の 背景 の レイ ヤー 構造 で す 。 


る 背景 を 入れ て プラ シ 塗 り の イラ スト の 完成 
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へ 2 ペー ト 証 A 記 塊 黄 了 


この 章 の 最初 に も 述べ た よう に 、 ア ニ メ 塗 り の 派生 の 塗り 方 が プラ シ 塗 り で す 。 その た め 、 アニ 
メ 塗 り で 塗っ た を も の に 「 な じ ま せ 律 ] ツー ル な ど を 使い 、 加 筆 す る こと で プラ シ 塗 り に する こと も 
可能 で す 。 

そこ で 、 例 と し て 2 章 の アニ メ 塗 り の 作例 イラ スト に 加筆 し て 、 ブ ラ シ 塗 り に し て み ま し た 。 ど 
の くら い 違 う の か 見 比べ て くだ さい 。 こ の 作例 イラ スト は 、 ダ ウン ロー ド の 作例 イラ スト と し て も 
用 意 し て いま す の で 、 レ イヤ ー な ど を 確認 し て で もらえ れ ば と 思い ます 。 


を アニ メ 塗 り の 作例 イラ スト 


グリ ザイ ユ 画 法 で 
キャ ラク ター を 塗る 


グリ ザイ ユ 塗 り の 
キャ ラク ター の 準備 


グリ ザイ ユ 園 法 で 塗っ て いく キャ ラク ター を 準備 し て いき ます 。 この節 で 
は 、 ラ フ か ら 線 画 、 下 準 り まで 、 順 を 追っ て 紹介 し て お きま す 。 


グリ ザイ ユ 画 法 で の 塗り 

リコ mAO※ り ST グリ ザイ コ まり ) の 人 モノ クロ の 9 のみ で 地 が れ た イラ スト に オー 
ノー レイ ハー ドラ イト 6 どの 人 を UN る を の せ て いく こと で す 。 まり な ど に 人 られ る こと が 
で 

シタ ロ の WC 二 を つけ て の る た 、 人 を し っ か り た 下 上 し て ま る が お わり ます 。 に 人 
と b れ 9 ら で す プラ シ ま り の よう な るり カ に も な と て も 上 と な っ て いま 

この m て は 、 モノ クロ で まっ た め と に 8 を のせ て いく の 1 つ を 科す 。 


の 充 の よう に 、 モ ノ ク ロ で 前 末 を つけ た あと 
オー パー レイ で る を 正 ね て いま す 。 この よう に 。 モノクロ で 
っ 8 を つけ て か ら 、 名 を 凍ら て いく グリ ダイ コ 深 サ で キャ ラ 
クタ ー を っ て いま ます 。 
モノクロ を っ け て が 5 公司 ね た 人 


ょ キャ ラク ター と 使用 ペン ・ ブ プラ シ に つい て 

ダリ ザイ ユ 浴 り の 作例 キャ ラク ター で す 。 の ペン チ に 族 っ て 蘭 利 し で いる な の で す 。 秋 を イメ ー 
や 導 因 に し て いま す 。 

ダリ ザイ コ 洲 に 人 用 し て いる ペン ・ プ ラ シ は 、 プリ セット と ダウ ン ロ ー ド で 配布 し て いる も の 、 それ に セル シ 
公式 本 仙 し て いる 和香 ) を 便 いま す 。 


ツジ し た 折 


・ や ル シ ス 公 
[和束] ツー ル 
・ プ ブリ セッ ト 
Te ペン コッ ー ル 
| マーカ ー ペ ン 」 ツ ー ル 
「 エ アプ ラ シ ウ ー ル | 
「 土 り つぶ し ラール 
「 ガ ッシュ 組 符 ツール 
「 ほ か し 」 ツ ー ル 
Et 
「 な し ませ 舞 』 ツ ー ル | 
「 な じ ま せ 和 ( 先 」 ツ ー ル 
[ 必 和 り 基 Ver1」 ツ ー ル 
「 キ ラキ ラ 渦 ]」 サ ー ル 
「 キ キラ 散 や OO」 ツ ー ル 
四葉 」 ウ ー ル 
ETD 


ル 


ダリ ザイ ユ 深 り の 作 同 キャ ラク ター 


+ ラフ を 描く 


ぞ れ で は グリ ザイ ユ 塗 り の 作例 キャ ラク ター の ラフ か ら 線 画 、 下 塗り まで の 流れ を 簡単 に 紹介 し て いき ます 。 


5 素 体 を 描く 

座っ て 読書 を し て いる イメ ー ジ で ポー ズ を 決め まし た 。 ポ ー ズ を 取る の が 難し けれ ば 、 素 材 の 3D モ デル な ど を 
使う の も よい で し ょ う 。 た と えば 、 こ の ポー ズ は 、CLIP STUDIO PAINT PRO の プリ セッ ト 素 材 の 「 コ ー ヒ ー を 
飲む 」「 髪 を 触る っ] など が 近い で す 。 そ うい っ た 近い ポー ズ の も の を 利用 し て も よい で し ょ う 。 


ボーズ を 考え て 素 体 を 描く 


考え た ポー ズ に 合わ せ た 素 体 を 描き 
ます 。 顔 の 表情 も 舞い て いま す 。 


ゃ ブリ セッ ト 素 材 に ある 「 コ ー 
ヒー を 飲む 」 の ボー ズ 


素 体 に 髪 、 服 を 描い て いく 
ポー ズ と 表情 を 掲 いた 素 体 に 髪 や 服 な ど を 揚 い て いき まし ょ う 。 


@ 服 を 描く 

セー ター に ショ ー ト パン 
ツ の 組み 合わ せ に し て い 
ます 。 ロ ング スカ ー ト に 
する か 迷い まし た が 、 

足 を だ し た か っ た の で 
ショ ー ト パン ツ に 落ち 着 
きま し た 。 セー ター か ら 


ba 1 の ぞ く 、 少 し ひら ひら の 
プー > 和久 * つい た シャ ツ も ポイ ント 
7 で す 。 
/ \ 
/ ) ) 
| 
\ 
の ⑩ 髪 を 描く 
中 分 け の 前 髪 に 、 後 ろ を 結ん だ ツイ ン の お 


さげ に し まし た 。 可 愛さ アッ 
に シュ シュ を 追加 し て いま す 。 


に 、 結 び 目 


© 
8 ょ 


事 棒 ラー ぐさ りさ 8S こ 賠 じ へ 入 こさ 


/ 髪 の 広がり を 
1 4 少し 整え た 
が 


\ 


| 
| (| 
| J Nf 
⑨ メ ガ ネ を 描く 
読書 と いう こと で メガ ネ を 加え ます 。 少 し 
大 きめ の メガ ネ を か けさ せま し た 。 メ ガ ネ 


を 描く と き は 、 テ ン ブ ル ( つ る 部 分 ) が 耳 に 
が か か る よう に 気 を つけ まし ょ う 。 


全体 の バラ ンス を 整え る 
ツイ ン の お さげ が 左右 に か な り 広がっ て 
いて 、 ポ サポ サ 感 が で て し まっ て いた の き 
で 、 少 し 抑え る よう に 修正 し まし た 。 7 W 


「 鉛 筆 R」 ツ ー ル 上 
: ここ の ラフ や 線画 で は 、 セ ル シ ス 公式 が : 
: 配布 し て いる 「 鉛 筆 R」] ツ ー ル を 使っ て い : 
: ます 。 描 き 味 は 実際 の 鉛 第 より 少し 濃い : 
: 目 で デ ソ タル で の 作画 に 向い て いま す 。 
: 「 線 画 を 釣 筆 で ?」 と 思う か も し れ ま せん : 
: が 、 賠 題 は あり ませ ん 。 か な り 拡大 し て : 
: 見 な い 限り 差 は わか り ま せん し 、 線 画 は : 
: どの よう な ペン で 描い て も 大 丈夫 で す 。: 


© 背景 を 描き 加え る 
ペン チ で 本 を 読ん で る 感じ の シチュ エー ショ ン に する ご 
と に し まし た 。 背 景 は あま り 描き 込ま ず 、 木 の 藤 の 有 雰 囲 
気 が ある 感じ に し て いま す 。 


計 線 画 を 描く > 
ak [お ツー ル を ox ぐ 5O ラ イズ に し 
て mW, leICOU を っ て い 
キャ ラク ター メカ ペン チ を 40 レイ ヤー に 
ys あ c し 8 し た 。 


Iconmmoe 
ra 


で キャ ラクター、 メガネ 、 ペ ンチ に こ ( 
レイ ヤー を 公 け て お こし た 電 画 | | 


符 民 9 ぐさ ut8 こ 暴き こさ 


- キ ャ ラク ター を 
下塗り する 


グリ ザイ ユ 塗 り の 下 潜り は 、 カ ラー の な い モ ノ ク ロ 
の 湯江 で り ます 。 下 半 り 自体 は 、Z 下 や 3 邊 で 行っ 
た よう に 、 下り 残し が な いよ うに し っ か り と し た 下 江 
り を る が が け ま し ょ う 。 

モノ クロ で 濾 る 電導 ・ 中 ・ 光 で 3 一 5 名 ぐらい 
に お える と ご ちゃ ご ちゃ し な く て よい と 思い ます 。 
麗 は あと で 座り ます 。 


Yena yaa 
HS Vin 


jcogg-s- 
HEY 


It 
EAI 


、 モ ノ ク ロ で キャ ラク 
ター を 塗っ て いく 


下 准 り し た モノ クロ の キャ ラク ター に 模様 や 影 な ど を 入れ て いき ます 。 


寺 服 の 模様 を 入れ て いく 


キャ ラク ター の 下塗り レイ ヤー に クリ ッ ピ ング し な が ら 、 シ ャ ツ や セー ター、 ハ ー フ パンツ に 記憶 な ど を 入れ て い 
きま す 。 


シャツ に を 人 する 
レイ ヤー 人 モー ド な [ 和 で す 。「G ペ ンコ 
ツール 大人 を 失 き ます 。 シャ ピ 
が から セー ター に は な 出 ささい よう 注 箇 し ま 
rf 


CO Rs Ot ター ER を 入れ る 
oon © a 

1 生 レイ ヤー モ ー ド は | 居 」 で す 。 セ ー タ ー に 財 の 本 
答 を 信 h て いき ます 。 ま の ライ ン に 治っ て 「 マー カー バン 
NN ンー OO し レ ヤ サ い 05 は 6 に 


HO に に 下 有り を 本 っ に 
し で あま し た 。 だ いた いこ の く 
の が ちょ うど よい と 時 
er 


トバ パン ツ に デニ ム の 黄 感 を っ ける 
5 レイ ヤー き 記 モー ド は で. で す 。「 ガ ッシュ 

の も 一 ター 全 秩 の ライ ン 柄 本 入 れる 本] ソー ル を 大 きめ プラ シ サ イズ に し て . 和久 に 誠 モ | 
キー ター の 昌 U の に で 夫 ラ イン 入れ て いく な ざり まず 。 さらに 、 の | ナ お シュ 閑 」 ツ ー ル で 、 野 く 
きま す 。 用 HH の 中 びる と の 表し に 狗 を つけ スタ ンプ を 放す よう に ボン ポン と 連 く し て 。 き だ ら な デニ ム の 臣 


で の ライ ン が つ お が きよ うに し まし 。 う 。 A 


:「 ガ ッシュ 細 筆 ] ツ ー ル 

: 香 圧 を 濃く 、 ブ プラ シ サ イズ を 小さ くす る と 、 左 図 の 左 の よう に 筐 7 
: の よう な 質感 に な り ます 。 笛 圧 を 弱く 、 ブ ラ シ サイ ズ を 大 きぐ くす 

: る と 真ん中 の よう な ザラ ザラ し た 質感 に 、 ま た それ を 透明 色 で ぽ 

: ん ぽん と スタ ンプ する よう に 重ね て 薄く し て いく と ザラ ザラ 感 の 

: ある テク スチ ャ の よう な 質感 に な り ま す 。 


+ 顔 周 り の 影 を 入れ て いく 


キャ ラク ター の 下塗り レイ ヤー に クリ ッ ピ ング し な が ら 、 影 を 入れ て いき まし ょ う 。 レイヤー 合成 モー ド は 「 乗 算 」 
で 、 細 か い 部 分 は 「 な じ ま せ 筆 (先端 細 )」、 大 雑 把 な 影 は 「 け なじ ませ 筆 」 ツ ー ル で 塗っ て いき ます 。 影 の レイ ヤー は 基 
本 、 こ の レイ ヤー に 【C.03】 で 入れ て いき ます 。 


の ⑩ 髪 の 影 と 級 か ら 落 ちる 影 を 入れ る @ 顔 の 影 を 入れ る 


髪 の 流れ に 沿っ て 影 を 入れ 、 塁 か ら 落ち る 影 を 肌 に 鼻 や まぶた の 上 、 口 の ライ ン 、 耳 な ど 、 顔 の 影 を 沙 
追加 し ます 。 り ま す 。 


[ 】 [C03】 影 
H:0 S:0% V:50% 


@ 髪 の 反射 の 影 を 入れ る @ 顎 下 の 影 を 入れ る 
3 章 の ブラ シ 洲 り と 同じ 方 法 で (83 ペ ー ジ 参照 )、 顎 の 下 の 首 に 、 顔 か ら 落ち る 影 を 入れ ます 。 
此 に 反射 する 弁 の 部 分 を 塗り ます 。 「 な じ ま せ 午 」 ツ ー ル で べ タ 塗り し て いま す 。 


に 】 
SR ょ 


AJ 隊 座 一 さそ せる 口 ざ さ 中 


スン 
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© 宮下 の 影 を 整え る 
透明 色 の 「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー 
ル で 、 矢 印 の 方 向 に 色 を 
抜い て いき ます 。 途中 で 
きゅっと 折り 返す よう に 
反対 側 に 向け て 抜い て い 
きま す 。 こ の と き 、 鈴 下 
の 影 が あま り 鋭 角 に な ら 
な いよ う 、 角 が 丸 ま る よ 
うに する と より よく 見 え 
ます 。 


⑨ 鋼 骨 ラ イン に 影 を 入れ る 
鎖骨 の ライ ン は 、 矢 印 の 方 向 に 「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル で 
スッ と 軽く 入れ る 感じ で よい で し ょ う 。 


@ 胸 の 影 を 入れ る 反対 側 の 胸 の 影 を 入れ る 
3 章 の プラ シ 塗 り と 同じ 要領 で 、「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー 反対 側 の 肢 の 影 も 同じ よう に 入れ ます 。 
ル で 、 胸 の 形 に 沿っ て 軽く 影 を 入れ ます 。 


ま 手 の 周り の 影 を 入れ る 


袖 か ら で る 手首 や 本 を も つ 指 の 影 を 入れ て いき ます 。 


UU 


の / 


ee 
Se 
me 
落ち 影 と 指 の 影 を 入れ る @ 本 か ら の 濃い 影 を 浴 り 足す 
「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル で 、 服 か ら の 落ち 影 、 本 か ら 落 ちる 影 は 、 完 全 な 影 に な る の で 、 奥 に な る 部 分 を 


本 か ら の 落ち 影 、 指 の 影 を 入れ ます 。 濃く 決り 足し ます 。 


耳 の 横 か ら 下 が る 髪 と お さげ の 髪 に 影 を 入れ る 


@ 爪 を 塗る 


爪 を 塗り ます 。「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル を 使 
い 、 矢 印 の 方 向 へ 濃い 目 に 入れ ます 。 


髪 の 上 の 部 分 の 影 は 入れ た の で 、 耳 か ら 下 に な る 部 分 の 影 を 塗っ て いき ます 。 


OO ツイ ン の お さげ と 顔 横 か ら 下 が る 右 に 影 を 入れ る 
ツイ ン の お さげ 部 分 と 、 顔 模 か ら 下がる 髪 の 影 を 塗り ます 。 
頭 棋 か ら の 部 分 は 髪 の 折返 し 部 分 に 「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル 
で 、 前 髪 同様 流れ に 泊っ て 入れ ます 。 ツ イン の お さげ は 全 
体 を 範囲 選択 し て 、 漂 りつ ぶす よう に 全体 を 塗り ます 。 


@ 影 を 整え る 
透明 色 の 「 な じ ま せ 筆 ( 先 端 細 )] ツール を 使い 、 矢 
印 の 方 向 に 色 を 抜い て , 影 の 感じ を 整え ます 。 


全体 の 影 を 入れ る 
いっ た ん 影 の レイ ヤー を 非 表示 に し て 、 新 規 に レイ ヤー 合成 
モー ド 「 乗 算 ] で レイ ヤー を 作り ます 。 こ の レイ ヤー で 、 お さげ 
部 分 を 範囲 選択 し 、「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル で 全体 に 影 を 入れ ます 。 


⑨ 影 の レイ ヤー に 結合 する 
非 表示 に し た 影 の レイ ヤー を 表示 し て 、 今 塗っ た 乗 
算 レ イヤ ー を 不 送 明 度 259% に 変更 し 、 下 の 影 の レ 
イヤ ー に 結合 し ます 。 
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※* ジ シュ ユ ジ シュ ユ 、 シ ャ ツ 、 
シュ シュ や シャ ツ に 影 を 入れ る 


IS 月 

⑮ シ ュ シ ュ に 軽く 影 を 入れ る 
「 な じ ま せ 生 」 ツ ー ル で 、 ツ イン テー ル の 両側 の シュ 
シュ に 影 を 入れ て いき ます 。 


ゅ セー ター の 上 半身 に 影 を 入れ る 


@ 胸 部 分 の 影 を 入れ る 
セー ター の 胸部 分 に 、「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル で 大 き 
く 影 を 入れ ます 。 


セー ター の 影 を 入れ る 


@ シ ャ ツ に も 軽く 影 を 入れ る 
塗る 領域 は 小さ いで す が 、 入 れ 忘 れ な いよ うに し っ 
が かり と 塗り ます 。 セ ー タ ー 側 に は み 出 な いよ うに 注 
意 し まし ょ う 。 


⑮ 上 半身 を 範囲 選択 し て お く 


セー ター の 身体 の 部 分 に 影 を 入れ て いく 準備 と し て 、 ク イッ ク 
マス ク で 上 半身 の 身体 部 分 を 範囲 選択 し て お きま す 。 


@ 拉 部 分 の 影 を 入れ る 
セー ター の 裸 部 分 の 凸凹 に 沿っ て 、「 な じ ま 
せ 第 (先端 細 )] ツー ル で 影 を つけ ます 。 


に 1 


@ 負 の 影 、 身体 の 回 り 込 み の 影 を 入れ る 


胸 か ら 笑 ちる 鍛 の 影 や や 体 の 回 り 込み の 影 を 、 矢 印 の 
方 向 へ [なじま せ 生 (先端 細 )] ツ ー ル で 入れ ます 。 


用 回 り の 影 を 入れ る ⑧ 宰 部 分 か ら の 影 と 胸 の 級 の 影 を 追加 する 


セー ター の 肢 回 り の 影 を 矢印 の 方 向 へ 、「 な じ ま せ 胞 の 鈴 の 影 を 追加 し 、 セ ー タ ー の 裸 部 分 か 
筆 」 ツ ー ル で 入れ ます 。 ら 沙 ちる 影 を 追加 し ます 。 

⑥⑧ 胸 の 影 の 上 部 に 角 を 追加 する 
胞 の 影 が の っ ぺり し て し まう の で 、 送 明 色 の 「 な じ 胞 の 影 の 上 部 に も 欠 の 感じ を 入れ ます 。 透 
ませ 第 」 ツール を 使い 、 色 を 抜き 、 影 に 立体 感 と 魚 明 色 の 「 な じ ま せ 委 」 ツー ル で 、 矢 印 の 方 向 
の 感じ を だ し ます 。 狼 の 流れ に 沿っ て 矢印 の 方 向 へ へ 寂 を 追加 する よう に 色 を 抜き ます 。 


筆 を 走ら せる と よい で し ょ う 。 


ゅ セー ター の 下半身 に 影 を 入れ る 


⑯ セ ー タ ー の 懇 か ら 下 を 範囲 選択 する 


上 半身 と 同様 に 、 蛋 か ら 下 を クイ ッ ク マ スク で 範囲 選択 
し ます 。 


人 @ 落 ち 影 を 入れ る @ セ ー タ ー の 福 の 影 を 入れ る 
腕 や 本 か ら の 落ち 影 を 、「 な じ ま せ 毎 」 ツ ー ル で 入れ ます 。 接 と 同じ よう に 、 セ ー タ ー の 裾 も 凸凹 に 治っ て 影 を 入れ ます 。 
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を セー ター の 腕 部 分 に 影 を 入れ る 


AS 


セー ター の 腕 の 部 分 を 範囲 選択 する 
上 半身 や 懇 か ら 下 と 同様 に 、 両 腕 の 部 分 を 
クイ ッ ク マ スク で 範囲 選択 し ます 。 


⑥ セ ー タ ー の 両 腕 に 影 を 入れ る 
胸 の 鍛 に 合わ せ て 、「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル を 使い 、 べ タ 違 り で 影 を 塗っ 
て いき ます 。 両方 の 腕 の 影 を 湾 り ます 。 


@ 影 の 形 を 整え る A 

拓 明 色 の 「 な じ ま せ 筆 ] ツ ー ル を 走ら せ て 影 の 色 
を 抜い て 形 を 整え ます 。 各部 分 の 和 社 の 走ら せ 方 // 
を 矢印 で 示し て いま す 。 
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セー ター の 影 に ぼかし を 入れ る 


「 色 混ぜ 」 ツ ー ル に ある 「 ぼ か し 」 ツ ー ル を 使い 、 ご 
こま で セー ター に 入れ た 影 に ば か し を 入れ ます 。 胸 
の 上 嘆 や 腕 の 銀 が 伸び て いる 部 分 の 境界 な ど に 軽い 
ほか し を 入れ て いき ます 。 ぼ か し を 入れ た 部 分 を 矢 
印 で 示し て いま す 。 / 
ぼかし すぎ る と 、 全 体 の 影 が ば や け て メリ ハリ の な 

い 影 に な つて し まう の で 注意 し まし ょ う 。 レン 


ヘン 4J 隊 本 一 信 さ さ せ 2 ロ ざい ヽ 中 : 男 


⑩ 落 ち 影 と ペー ジ の 隙間 の 影 を 入れ る @ 本 の ペー ジ か ら カ バー に 落ち る 影 を 水 る 


「 な じ ま せ 筆 ] ツ ー ル を 使い 、 本 に 手 か ら 落 ちる 影 本 の ペー ジ 部 分 か ら 下 の カ バー に 沙 ち る 影 を 塗り ます 。 
と 、 ペ ー ジ の 隙間 の 影 を 塗り ます 。 
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©⑤ 本 の ペー ジ の 側面 を 漆 り つぶ す 
本 の ペー ジ の 側面 に な る 部 分 を 塗り つぶ す よう に 塗り ます 。 


の 塗り つぶ し た 側面 を 範囲 選択 する 


その まま で は 側面 が 濃 す ぎ ま す 。 そ こ で 
塗り つぶ し た 側面 を 蓄 囲 選択 し ます 。 


© 影 の 形 を 整え る 反対 側 も 色 を 抜い て 整え る 
切 囲 選択 を し た ら 、 透 明 色 の 「 エ アプ ラ シ 」 本 の 反対 側 の 側面 も 、 同 じ よう に 軽く 色 を 抜い て 調 
ツー ル で 、 破 線 あ た り に 沿っ て 軽く 色 を 抜 整 し ます 。 
きま す 。 


※ シ ョ ー ト パン ツ と 足 に 影 を 入れ る 


セー ター か ら 落 ちる 影 を 入れ る @ 誤 の 影 を 入れ て いく 


「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル を 使い 、 セ ー タ ー か ら 秒 ちる 影 を 、 股 の 部 分 か ら 放 処 線 状 に 流れ る よう に 、 狂 の 影 を 
ショ ー ト パン ツ に 入れ ます 。 入れ ます 。 こ こ は 少 し 細か い 部 分 な の で 、「 な じ ま 


せ 委 (先端 細 )」 ツ ー ル を 使う と よい で し ょ う 。 


2 
i 


4 


ショ ー ト パン ツ か ら 足 に か け て 影 を 入れ る の © 太もも の 影 を ぼかす 
ショ ー ト パン ツ か ら 足 に か け て 、 下 半身 全体 に 足 の 太もも の 影 を 、「 色 混ぜ 」 ツ ー ル に ある 「 ぼ か し 」 ツ ー ル で ぼ 
丸み に 注意 し な が ら 影 を 入れ ます 。 シ ョ ー ト パン か し ます 
ツ 、 折 返し 、 足 と 部 位 は 別 で す が 、 流 れ で 一 気 に 
塗っ て し まっ て 問題 あり ませ ん 。 


9 左足 の 内 側 に ぼや けた 感じ の 影 を 入れ る ⑨ シ ョ ー ト パン ツ か ら 落 ちる 影 を 入れ る 


左足 (画面 で は 右側 の 足 〉 に 対し て 、「 能 囲 「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル で 、 シ ョ ー ト パン ツ か ら 足 に 落ち る 影 を 入れ 
選択 ] ツ ー ル で 範囲 選択 し 太もも の 内 側 に ます 。 

「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル で ぼや けた 感じ の 影 を 

入れ ます 。 


+ 目 と メガ ネ の 影 を 入れ て いく 


ここ か ら は 目 と メガ ネ の 影 を 塗っ て いき ます 。 目 の 影 は 、 目 の 下 矯 りこ に クリ ッ ピ ング し た レイ ヤー を 作り な が ら 
塗っ て いき ます 。 ま た メガ ネ を 塗る と き に は 、 メ ガ ネ の 下 畠 き レ イヤ ー を 表示 し て 塗っ て いく こと に な り ま す 。 影 の 
塗り 色 は 【C.03】 の まま で す 。 


⑲ 目 の 上 部 に 影 を 入れ る 

レイ ヤー 合成 モー ド は [乗算 」 で 、 目 の 下塗り に クリ ッ ピ 
ング し ます 。「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル で 目 の - 上 部 の 影 を 湾 り 
ます 。 
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明 の 周囲 を ぐる っ と 塗り ます 。 
@ 了 瞳孔 と 瞳 の 縁 周 り を 塗る 
同じ レイ ヤー の まま 、 明 孔 と 障 の 縁 周 り を 次 り ます 。 


@ 了 瞳孔 の 中 央 の 色 を 軽く 抜く ⑨ 暗 の 上 に 影 を 入れ る 
所 明 色 の 「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル で 、 詞 乳 の 中 央 部 分 の 色 を 軽く 抜き レイ ヤー 合成 モー ド 「 乗 算 」 で 新しく レイ ヤー を 作 
ます 。 り 、 瞳 の 上 半分 に 影 を 入れ ます 。 


入れ た 影 の 左右 を ぼかす ⑨ 暗 の 下 側 に ハイ ライ ト を 入れ る 
「 ほ ぼかし 」 ツ ー ル を 使っ て 、 陣 の 上 に 入れ た 影 の 左右 を 少し レイ ヤー 合成 モー ド 通常 」 で 新規 レイ ヤー を 作成 し 、「 エ ア 
ぼかし ます 。 プラ シ 」 ツ ー ル で 破線 部 分 に 【C.02】 で ハイ ライ ト を 入れ ます 。 


(6 【C.02】 ハイ ライ ト ・ 光 彩 
ノ H:0 S:0% V:100% 


@ 暗 に 光彩 を 入れ る 
ハイ ライ ト を 入れ た レイ ヤー の まま 、「 な じ ま せ 午 ] ツ ー ル で 瞳 の 
下 側 に ぐる っ と 光彩 を 入れ ます 。 


⑤ テ ンプ ブル 部 分 や 鼻 当 て 部 分 に 影 を 入れ る 
メガ ネ の 下塗り レイ ヤー を 表示 し て 、 レ イヤ ー 合 成 モ ー ド 
「 通 常 ] で レイ ヤー を 作成 し ます 。「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル で 、 
左右 の テン プル 部 分 、 虹 あ て 部 分 に 影 を 入れ ます 。 


⑨ 腫 の 上 に 反射 光 を 入れ る 
同じ レイ ヤー の まま 、 蘭 の 上 側 に 反射 光 を 入れ ま 
す 。「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル で 、 軽 く 矢印 の 方 向 へ 
れ て いき ます 。 


@⑨ 目 に ハイ ライ ト を 入れ る 
同じ レイ ヤー の まま 、 目 に 光 の ハイ ライ 
ト を 入れ ます 。「 マ ー カ ー ペ ン 」 ツ ー ル で 
入れ る と よい で し ょ う 。 


① メ ガ ネ か ら の 落ち 影 を 抽 に 入れ る 
キャ ラク ター の 下塗り レイ ヤー に クリ ッ ピ ング し た 、 レ イ 
ヤー 合成 モー ド 通常] の レイ ヤー を 作成 し 、 最 初 に 影 を 
れ た レイ ヤー の 下 に 配置 し ます 。 こ の レイ ヤー に メガ ネ か が ら 
肌 に 落ち る 影 を 「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル で 入れ ます 。 あ まり 剛 
密 に 入れ る と 顔 の 影 が くど く な っ て し まう の で 、 フ レー ム 下 
部 、 鼻 あて あたり の 落ち 影 程度 に する と よい で し ょ う 。 
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ララ 
* グ グラデーション の 影 を 入れ て いく 

影 が 単調 に な ら な いよ うに 、 全 体 に グラ デー ショ ン の 影 を 入れ て いき ます 。 レ イ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 」 で グ 
ラ デ ー シ ョ ン の 影 用 の レイ ヤー を 作り 、 そ れ ぞ れ の 部 分 を 範囲 選択 し て 塗っ て いく と よい で し ょ う 。 影 の 塗り 色 は 
【C.03】 の まま で す 。 


を クイック マス ク を 使っ た 範囲 選択 方 法 


顔 周り の 肌 部 分 の 影 を クイ ッ ク マ スク の 機能 を 使っ て 選択 する 例 で す 。「 レ イヤ ー」 パ レッ ト の 塗っ て きた 影 
の レイ ヤー の サム ネイ ル 部 分 を 「 Ctrl] キー を 押し な が ら 左 クリ ッ ク レ し て 、 ク イッ クマ スク で 選択 表示 し ます 。 
「 選 択 範囲 」 ツ ー ル で 肌 部 分 だ け を 範囲 選択 し て くだ さい 。 こ の 状態 で クイ ッ ク マ スク を 解除 する と 、 顔 周り 
の 肌 の 影 部 分 の み を 選択 する こと が で きま すず 


⑥⑩ 顔 周り の 肌 に グラ デー ショ ン の 影 を 入れ る 
顔 周 り の 影 を 選択 し た ら 、「 エ アプ ラ シ 」 ッ ー ル 
で 矢印 部 分 を 目安 に 難く 影 を 入れ て いき ます 
影 を 若干 溢 く する よう な イメ ー ジ で す . 


@ 下 半身 の 肌 に グラ デー ショ ン 
の 影 を 入れ る 
頭 周 り と 同様 に 、 手 や 足 の 肌 の 
影 を 選択 し て 、 影 を 涯 くし て い 
きま す 。 


ダラ デー ショ ン の 影 を 入れ た と ころ を 
赤 で 視覚 化し て いま す 。 


グラ デー ショ ン の 影 を 入れ た と ころ を 赤 
で 視覚 化し て いま す 。 


ショ ー ト パン ツ に グラ デー ショ ン の 影 を 入れ る 
シ ト パ ン ツ 部 分 全体 を 範囲 思 択 し 、「 エ アブ プラ シ 」 ツ ー ル で グ 


ラ デ ー シ ョ ン の 影 を 入れ ます 。 


@ セ ー タ ー に グラ デー 
ショ ン の 影 を 入れ る 

セー ター も 同じ よう に 全 
体 を 範囲 選択 し ます 。 「 エ 
アブ プラ シ 」 ツール で 、 凸 
凹 を 意識 し て グラ デー 
ショ ン の 影 を 入れ まし た 。 


@ 髪 に グラ デー ショ ン の 
影 を 入れ る 
髪の毛 全体 を 範囲 選択 し 

ます 。「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー 

ル で 、 頭 の 丸み を し っ か 

り と だ せる よう に 祭り ま 

す 。 


グラ デー ショ ン の 影 を 入れ た と ころ を 赤 
で 視覚 化し て いま す 。 


頭 の 丸み を 意識 し て 、 グ ラ デ ー シ ョ ン の 影 
を 入れ た と ころ を 赤 で 視覚 化 し て いま す 。 
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グラ デー ショ ン の 影 を 入れ た と ころ を 赤 で 視覚 化し て いま す 。 


眼 側 の 下 半 分 くら いと テン プル 部 分 を 塗っ て いま す 。 


メガ ネ に グラ デー ショ ン の 影 を 入れ る 
メガ ネ の フレ ー ム の レイ ヤー に 対し て 、 レイヤー 合成 モー 
ド 「 通 常 」 の 新規 レイ ヤー を 作り 、 メ ガ ネ 全 体 を 範囲 選択 
し 、「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル で グラ デー ショ ン の 影 を 入れ ます 。 


@ 影 入れ の 完了 


影 を 丁寧 に 入れ る こと で 、 モ ノ ク ロ で も 立体 感 を し っ か 
り と だ すこ と が で きま す 。 


全体 に ハイ ライ ト を 入れ て いく 


影 が 水 れ た らち 、 ハ イラ イト を 入れ て いき まし ょ う 。 レイヤー 合成 モー ド 通常] で ハイ ライ ト の レイ ヤー を 作り 、 
各部 分 を 上 か ら 順に 塗っ て いき ます 。 ハ イラ イト の 塗り 色 は 【C.02] で す 。 


() 【C92】 ハ イラ イト 
HO S:0% V:100% 


の ⑩⑥ 髪 の 縁 に ハイ ライ ト を 入れ る @ 頭 の 髪の毛 に ハイ ライ ト を 入れ る 
髪 の 緑 に ハイ ライ ト を 入れ ます 。「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー 頭 の 髪の毛 部 分 に ハイ ライ ト を 入れ ます 。3 章 の ブ 
ル で 矢印 の 方 向 に 入れ て いま す 。 ラ シ 塗 り で も 入れ た よう に 、 髪 の 流れ に 沿う よう に 
し て 、 ぐ る っ と 回 る よう に いく つか 入れ て いき ま 
す 。 


⑬ メ ガ ネ に ハイ ライ ト を 入れ る 
メガ ネ の レイ ヤー に 、 レ イヤ ー 合 成 モ ー ド 「 通 常 」 


⑤ 願 の 横 の 髪 に ハイ ライ ト を 入れ る で レイ ヤー を 作り ます 。 ハ イラ イト は メガ ネ 全 人 に 
頭 の 横 か ら 下 が る 晃 の 根 に 、 終 の 流れ に 沿っ て ハイ 入れ ます が 、 角 部 分 に 点 状 の は っ きり と し た ハイ ラ 
ライ ト を 入れ ます 。 イト を 入れ る と 、 そ れ ら し さ が 増 し ます 。 


記 硝 周り の 肌 に ハイ ライ ト を 入れ る ハイ ライ ト を 入れ た と ころ を 赤 で 視覚 化し て いま す 。 
も と の ハイ ライ ト の レイ ヤー に 戻っ て 、 閣 周り の 肌 。 「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル を 矢印 の 方 向 に 動か し 、 軽 攻め 


に ハイ ライ ト を 入れ ます 。 US 
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に 】 
SR ょ 


へ と 4J 脳 雇 一 ざさ いそ させ 4 ロ ささ 中 


© 髪 の 先 や お さげ の 髪 に ハイ ライ ト を 入れ る 
ツイ ン の お さげ 、 顔 の 横 か ら 下 が る 髪 の 先 部 分 
に 、「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル で ハイ ライ ト を 入れ ま 
す 。 


ニ シュ シュ に ハイ ライ ト を 入れ た 領域 を 赤 で 視覚 化し て いま す 。 
シュ シュ に ハイ ライ ト を 入れ る 
シュ シュ に も 「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル で ハイ ライ ト を 入れ ます 。 


テ A N 
に 入れ た ハイ ラ 赤 で : いま す 。 

⑨ セ ー タ ー の 外 の 縁 に ハイ ライ ト を 入れ る 浸 に 入れ た ハイ ライ ト を 赤 で 視覚 化し て いま す . 

セー ター の 総 に 、「 な じ ま せ 筆 」 ツー ル で ハイ ライ ト を 入れ 

ます 。 矢印 方 向 に 、 流 れる よう に 入れ る 感じ で す 。 


セー ター の 接 や 胸 、 腰 
部 分 の 緑 に ハイ ライ ト 
を 入れ る 
セー ター の 補 や 胸 、 腰 部 
分 の フチ に も 「 な じ ま せ 
人 筆 」 ツ ー ル で ハイ ライ ト 
を 入れ ます 。 


い 


ハイ ライ ト を 入れ た と ころ を 赤 で 視覚 
化し て いま す 。 


ハイ ライ ト を 入れ た と ころ を 赤 で 視覚 化し て 
いま す 。 


セー ター の 裾 と ショ ー ト パン ツ に ハイ ライ ト を 入れ る 
「 な じ ま せ 毎 」 ツ ー ル で 、 外 側 の 痕 と 鍛 の 流れ に 治っ て ハイ 
ライ ト を 入れ ます 。 


⑱ 足 に ハイ ライ ト 
を 入れ る 
足 の 旨 に ハイ ライ 
ト を 入れ ます 。 を 
し て 、 太 も も の 肌 
に は 生 や か さ が あ 
る と よい の で 、 テ 
カリ の ハイ ライ ト 
を 整 く 入れ ます 。 


ハイ ライ ト を 入れ た と ころ を 赤 で 視覚 化 
し て いま す 。 矢印 は テカ リ 部 分 で す 。 


本 に ハイ ライ ト を 入れ る 
「 な じ ま せ 筆 (先端 細 ) 」 で 、 少 し 第 圧 を 強め に ハイ ライ ト 
を 入れ ます 。 カ バー の 絵 、 本 の ペー ジ 分 け の と ころ へ ハ 
イラ イト を し っ か り と 入れ る と よい で し ょ う 。 


に 】 
IS な 


べり 脳 座 一 ざさ Mil すそ せ る 口 ざ さ 中 


スン 
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! ハイ ライ ト を 入れ た と ころ を 赤 で 宰 覚 化し て いま す 。 
⑮ シ ャ ツ に ハイ ライ ト を 入れ る 
胸元 の シャ ツ に も ハイ ライ ト を 入れ ます 。 シ ャ ツ の 白い 装 
修 名 分 は 、 ハ イラ イト を 入れ て も 見 えな いた 入れ て いま 


+ グラ デー ショ ン の ハイ ライ ト を 塗る 
名 部 分 の ハイ ライ ト が 塗れ た ら 、 キ ャ ラク ター 全体 に ダラ デー ショ ン の ハイ ライ ト を 入れ て いき ます 。 レ イヤ ー 


合成 モー ド は 「 通 常 ] で 、 グ ラ デ ー シ ョ ン の ハイ ライ ト 用 の レイ ヤー を 作っ て 入れ て いき ます 。 色 は 【C.02】 で す 。 
全体 と いっ て も 、 肌 と セー ター に 入れ る だ け で 、 十 分 効果 が あり ます 。 


肌 と セー ター に 入れ た グラ デー ショ ン の ハイ ライ ト 


キャ ラク ター の 肌 部 分 を 範囲 選択 し 、 顔 の 中 心 や 太 も 
も の 中 心 な ど 、 光 が より た る 部 分 に 「 エ アブ プラ 
シ 」 ツ ー ル を 使っ て 、 グ ラ ン の ハイ ライ ト を 
入れ ます 。 

次 に セー ター を 範囲 選択 し て 、 グ ラ デ ー シ ョ ン の ハイ 
ライ ト を 入れ ます 。 と くに 胞 や 肩 部 分 は 光 が あ た りや 
すい の で 、 少 し 強め に 入れ て いま す 。 

3 つの 図 の 赤色 で 示し て る と ころ が 、 グ ラ デ ーション 
の ハイ ライ ト を 入れ た 領域 に な り ま す 。 

ICO02】 グ ラ デ ー シ ョ ン の ハイ ライ ト 

トノ HO S:0% V:100% 


N3 w マ 
メガネ の レン ズ を 塗っ て いく 

モノ クロ で の 塗り の 最後 に 、 メ ガ ネ の レン ズ を 塗っ て お きま し ょ う 。 

レン ズ を 浴 っ て いく 前 に 、 畠 あて 部 分 の 色 を 若干 落と し て お きま す 。 レ ンズ を 通し た と き に 、 く っ きり 見 えて いる 
と 少々 違和感 が ある た めで す . 

クイ ッ ク マ スク で 虹 あ て 部 分 を 選択 し ます 。 浴 り の レイ ヤー と 線画 の レイ ヤー の 両方 に レイ ヤー マス ク を 作成 
し 、 選 択 し た 部 分 を 透明 色 の 「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル で 軽く 色 を 透 い て お きま す 

和 皇 あ て の 色 を 透 い た ら 、 レ ンズ を 浴 っ て いき まし ょ う 。 


を 鼻 あ て の 色 を 和 頂い て お く 

memoss 

レイ ヤー マス ク を 使う こと で 、 少 々 
失敗 し て も や り 直 し 、 調 整 が 簡単 に 
で きる よう に な り ま す 。 部 分 的 に 消 
す と いっ た と き は 、 レ イヤ ー マ ス ク 
を 有効 に 使う と よい で し ょ う 。 


= プ 


と 


レン ズ を 通し た と き に 、 介 あて が 達 和 司 な く 見 える よう に 色 を 透 いて 落と し ます 。 ク ッ ク マ スク で 畠 あ て を 選択 し て 、 塗 り と 線画 
の 両方 の レイ ヤー マス ク を 作成 し て か ら 、 淫 明 色 の 「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル で 軽く 透 い て お きま す 。 


め レ ンズ を 白く 塗り つぶ す 
レイ ヤー 合成 モー ド は [通常] で す 。 レ ンズ の レイ ヤー は 、 メ ガ ネ の フ 
レー ム の レイ ヤー の 下 に 作り ます 。「 塗 りつ ぶし 」 ツ ー ル を 使っ て 、 メ ガ 
ネ の レン ズ 部 分 を 【C.02】 で 党 り つぶ し ます 。 洲 りつ ぶし 切れ な い 部 分 
は 「G ペ ン 」 ツ ー ル で 塗り 足し ます 。 

 ) ICO2】 レ ンズ 

い HO S0% V:100% 


色 を 抜い た 感じ を 赤 で 視覚 
化し て いま す 。 


@ 塗 っ た 白色 を 抜い て いく 
舎 りつ ぶし た レイ ヤー に レイ ヤー マス ク を 設定 し 、 透 明 色 の 「 な じ ま せ 
第] ツー ル を 矢印 の 方 向 で 走ら せ て 、 色 を 抜い て いき ます 。 


レイ ヤー に 不 須 明度 を 設定 する 
色 を 抜い た らち 、 レ イヤ ー の 不 危 明度 を 33% に 下げ ます 。 これ で レン ズ 
の 基本 部 分 は 塗れ まし た 。 こ の 涯 っ た レン ズ の レイ ヤー を 、 一 度 非 表示 
に し ます 。 
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に 】 
8S た 


へ と 4J 脳 一 ざさ いさ せ 4 ロ ざさ ヽ 中 


© メガ ネ の 周り に ぐる っ と 色 を 塗る ©⑥ メ ガ ネ の レン スズ 部 分 を 消去 する 
非 素 示 に し た レン ズ の レイ ヤー の 上 に 、 レ イヤ ー 合 成 モ ー ド レン ズ 部 分 を 索 囲 選択 し て 、 塗 っ た 色 を 消去 し ます 。 
「 ス クリ ー ン 」 で レイ ヤー を 作り ます 。 わ か りや すい 色 な ら 何 
で も よい の で 、 メ ガ ネ の 周り を ぐる っ と 塗り つぶ し ます 。 


ぼかし 処理 を する @ レ ンズ を 選択 する 


この 状態 の レイ ヤー に 対し て 、 メ ニュ ー か ら 「 フ ィ ル ター」 ぼかし た ら 、 レ ンズ の 部 分 を 範囲 選択 し ます 。 
ー「 ぼ か し 」 一 「 ガ ウス ぽか し 」 を 選択 し て 、「 ぼ か す 範 囲 」 
を 「15」 で ぼかし ます 。 


© 選択 範囲 外 を 消去 する @ 色 を 白色 に 変更 する 
能 囲 選択 し た 選択 領域 外 を 消去 する と 、 内 側 あ た り に 軽く 描画 色 で 白色 (【C.02】) を 選択 し て か ら 、 メ ニュ ー で 「 編 集 」 
ぼけ た 感じ の 色 が 残り ます 。 ー「 線 の 色 を 描画 色 に 変更 ] を 実行 し ます 。 そ し て 、 レ イ 


ヤー の 不透明 度 を 65% に する と 、 レ ンズ が ちょ っ と 曇っ た 
感じ に 仕上 が り ま す 。 


レン ズ の 準 り の 完成 
非 素 示 に し て いた レン ズ の レイ ヤー を 表示 し て 、 レ ンズ が 
ちょ っ と 曇っ た 感じ の レイ ヤー と 合わ せ て 表示 すれ ば 、 レ ンズ 
の 塗り は 完了 で す 。 


を モノ クロ で の ャ ラク ター の 塗り が 完了 


を モノ クロ で 塗っ た 時 点 の 
レイ ヤー 構造 
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に 】 
I 


へ と 4J 脳 記 一 さい させ 4 ロ さ ざさ 中 


im 


キャ ラク ター に 
色 を の せ て いく 


モノ クロ の 明暗 で キャ ラク ター を 塗り 終え た ら 、 色 を の せ て いき まし よう 。 
各部 位 ご と に 色 を 指定 し て の せ て いく だ け で 納 貞 な イラ スト に な り ま す 。 


各部 位 ご と に 分 け て 色 を の せ て いく 


昌 Bg を し っ か り と つけ た モノ クロ の イラ スト に 、 グ リザ イ ユ 画 法 で 所 を の せ て いい きま すず 。 この と き 、 各位 ご と に レ 
イヤ ー フ ォ ル ダー を が け て 着色 し て いく と 、 あ と お ら 組 か な 名 の 調 嘩 が や りや すぐ な りさ す 。 
本 草 で は 名 部 世 ご と に レイ ヤー フォ ル ダ ー を 分 け て 、 着色 し て いく 方 法 で 解 認 し て いき ます 。 


部 位 ご と の 色 の の せ 方 
そ It で は 有 を 隊 に 。 色 の の せ 太 を 紹介 し ます 


全休 を 所 する 


ます 「 航 」 ツ ー ル で 用 
し ます 


@ レ イヤ ー フ ォ ル ダ ー を 作る 
し イヤ ー フ ァ ル ダー モ 作 民 し 、 レ イヤ ー 和 成 モー ド 
[から [ 当 | に し ます 。 


そし て レイ ヤー マス ク を 引 を し 、 加 の Mm の る マス ク さ 
KW に し ます 。 


@ 
SE 


OB ら が の り ま す 

の 89 の み ハー ドラ イ 

で が の り 、 この よう 
ERT 


レイ ヤー 人 を 名 で 琴 り つき す 

ウレ た レイ ヤー 全休 を 【CEI で 守り 
つぶ し ます 。 そし て , レイ ヤー 全 紅 モー ド 
を [ハー ドラ イト 」 に 還 し ます 。 


そし て 、 守り 和信 めで て いく に つれ て 合 を どん どん 亜 ね て いき ます が 、 追加 する し 
イヤ ー は 区 に 人 層 ご と の 下地 に つけ た 色 の 上 に レイ ヤー を 作成 し 、 党 加 し て い 
きま の 
股 を 例 に する と 、 ハ ー ド ライ ト で 下地 に 色 を の せ た あ と 、 そ の 上 に オー バー レイ 。 オ ネー バー レイ で 人 中 を し 
の レイ ヤー を 作り 色 味 を 足し て いき ます 132 ページ の 手 IR0。 た NO レイ ヤー フォ ル ダ ー 


また 、 追 加 レ イヤ ー に マス ク 指 示 が ある 場合 は 、 下 地 の レ イ 
ヤー の 上 に レイ ヤー を 作り 、 そ の 上 で レイ ヤー マス ク を 作成 し 
て いき ます 。 


ゃ を レイ ヤー マス ク を 作成 し た レイ ヤー 表示 例 


ゅ 残り の 部 位 に も 色 を の せる 

残り も 名 部 位 に 分 け て レイ ヤー フォ ル ダ ー を 作り 、 色 を の せ て いき ます 。 こ こ で は 、 次 の 図 の レイ ヤー フォ ル 
ダー の 構造 に 分 け て 、 そ れ ぞ れ 指定 の 色 を の せ て いま す 。 た だ し 、 塗 りつ ぶす 色 の レイ ヤー 合成 モー ド は 、 場 所 に 
よっ て は 「 ハ ー ド ライ ト 」 で は な く 、「 オ ー バ ー レ イ ]」 に 指定 し て いま す 。 

モノ クロ の キャ ラク ター に 上 か ら 色 を の せ た だ け で 、 こ ご これだけ 色 味 が 変化 し ます 。 


名 部 位 に 色 を の せ た キ ャ ラク ター を 名 部 位 の レイ ヤー フォ ル 
ター に 分 けた レイ ヤー 構造 


100% 骨 各 


内 


【C.11] 服 白 (オー パー レイ ) 
H:262 S:25% V:83% 


ュ シ ュ 【C.10】 本 の カバ ー( ハ ー ド ライ ト ) 
5% V: H:11 8:44% V:76% 

【C.15】 セ ー タ ー( ハ ー ド ライ ト ) 【C.09】 本 (オー パー レイ ) 

H:143 S:24% Vi55% H:242 S:14% V775% 

【C.131 シ ョ ー ト パン ツ ( ハ ー ド ライ ト ) 【C.08】 肌 (ハー ドラ イト ) 

H:227 S:14% Vi51% H:5 S:55% V:100% 

【C.14】 ショ ー ト パン ツ 白 部 分 (ハー ドラ イト ) 【C.32】 メ ガ ネ フ レー ム (ハー ドラ イト ) 

H:226 S:22% V:73% H:338 S:46% V:51% 


【C.12】 シ ャ ツ (ハー ドラ イト ) 
H:328 S:19% V:85% 
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に 】 
の 


な に に ta いい | と と コ 


スン 
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3 各部 の 色 味 を 調整 する 


モノ クロ で 明暗 を つけ た キャ ラク ター の 名 部 位 に 、1 色 を の せ た だ け で 見 違え る よう な カラ ー イ ラス ト に な っ て い 
ます 。 こ こ か ら は 名 部 位 ご と に 色 に 変化 を つけ て 調整 し て いき まし ょ う 。 作成 し た レイ ヤー フォ ル ダ ー 内 に 、 レ イ 


ヤー を 作り な が ら 塗っ て いき ます 。 


肌 の 色 味 を 調整 する 


⑯ 肌 に 少し 赤み を 入れ て いく 

レイ ヤー 人 台 成 モー ド は 「 オ ー バ ー 
レイ 」 で す 。「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル 
を 使い 、 肌 全体 に 【C.18】 を オー 
バー レイ で 入れ 、 色 味 に 軽い 変 
化 を つけ ます 。 図 の 左側 は オー 
バー レイ を 塗っ た と ころ を 視 党 
化し た も の で 、 右 側が 変化 し た 
結果 で す 。 


【C.18】 オ ー パ ー レ イ の 名 
H:331 S:34% V:75% 


[C.19] 彩 度 を 落と す 色 
Hi207 S:100% V:98% 


@ 肌 の 影 の 影 度 を 落と す 


今 の まま で は 、 全 体 の 彩 度 が 高 
く な りす ぎ て し まっ て いる 感じ が 
し て いま す 。 そこ で 、 モ ノ ク ロ の 
影 レ イヤ ー の 範囲 の レイ ヤー マス 
ク を 作成 し 、 レ イヤ ー 合 成 モ ー ド 
「 焼 き 込み (リニア )」 で 、「 エ アプ 
ラ シ 」 ツ ー ル を 使い 、【C.19】 を 軽 
く 入 れ て 彩 度 を 落と し 、 影 の 部 分 
の 色相 を 少し 寒色 の ほう へ ずら し 
ます 。 


9 目の下 あたり に 少し 赤み を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 」] で す 。「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル で 、 
目の下 の 類 あ た り を 、【C.20】 で 矢印 の 方 向 に 抜け る よう に 
塗り ます 。 


本 と 本 カバ ー の 色 味 を 調整 する 


本 に 軽く 暖色 を 加え る 
本 の レイ ヤー フォ ル ダ ー で 、 レ イヤ ー 人 台 成 モー ド は 「 オ ー 
バー レイ 」 で す 。「 エ アプ ラ シ 」 ツール を 使い 、【C.21】 で 本 
に 軽く 曜 色 を 加え ます 。 


【C.21〕 追加 する 赤 
H:329 S:53% V:0% 


ショ ー ト パン ツ の 色 味 を 調整 する 


ショ ー ト バン ツ を 塗り つぶ す 


ショ ー ト パン ツ の レイ ヤー フォ ル ダ ー で 、 レ イヤ ー 全 成 
モー ド は 「 ハ ー ド ライ ト 」 で す 。【C.23】 で ショ ー ト パン ツ 
を 塗り つぶ し ます 。 


【C.20】 追加 する 赤 
Hi355 S:44% V:96% 


@ 膝 の 赤み を 追加 する 
同じ レイ ヤー で 、 麻 に も 赤み を 追加 し ます 。「 エ アプ ラ シ 」 
ツー ル で 、 ぼ ん ぽん と 軽く 赤み が 出る 程度 に 色 を 置き ます 。 


@ 影 の 彩 度 を 落と す 
本 カバ ー の レイ ヤー フォ ル ダ ー で 、 レ イヤ ー 台 成 モ ー ド は 
「 オ ー バ ー レ イ 」 で す 。 「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル を 使い 、【C.22】 
で 彩 度 が 高 す ぎる 影 の 色 味 を 抑え ます 。 


【C.22】 彩 度 を 落と す 色 
H:199 S:100% V:100% 


@ 影 の 部 分 を 範囲 選択 する 
モノ クロ の 着色 パー ト で 作成 し た 影 レイ ヤー を 範囲 選択 し 
ます 。 


【C.23】 塗り つが す 色 
H:230 S:34% V:36% 


133 


品 ょ = 


吐 S ほ ロー ささ Mil キ せ 


スン 


【C.24】 オー パー レイ の 旬 
H:226 S:22% V:73% 


@ 範 囲 選択 で レイ ヤー マス ク を 作る ショ ー ト バン ツ の 白い 部 分 を 調整 する 
先ほど 塗り つぶ し た ハー ドラ イト の レイ ヤー に レイ ヤー マス ショ ー ト パン ツ の 白い 部 分 の レイ ヤー フォ ル ダ ー で 、 レ イ 
ク を 作成 し ます 。 こ うす る こと で 、 シ ョ ー ト パン ツ の 影 を 、 ヤー 合成 モー ド は 「 オ ー バ パー レイ 」 で す 。「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー 
青み が か っ た 少し 濃い 影 に する こと が で きま す 。 ル で 【C.24】 を 軽く 塗っ て 、 シ ョ ー ト パン ツ の 折 部 分 を 少 

し 青 系 続 の 影 へ 変更 し ます 。 


セー ター の 色 味 を 調整 する 


セー ター を 深 り つぶ す 
ショ ー ト パン ツ 同 様 、 影 の 色 の 調整 を し ます 。 レ イヤ ー 
合成 モー ド 「 オ ー バ パー レイ 」 で 、【C.25] で セー ター 全体 
を 塗り つぶ し ます 。 


【C.25】 潜り つぶ ぷす 名 
H:224 S:28% V:57% 


@ 影 の 部 分 を 範囲 選択 する 


ショ ー ト パン ツ 同 様 、 モ ノ ク ロ の 着色 パー ト で 作成 
し た 影 レ イヤ ー を 索 囲 選択 し ます 。 


範囲 選択 で レイ ヤー マス ク を 作る 
先ほど 塗り つぶ し た オー バー レイ の レイ ヤー に レイ ヤー 
マス ク を 作成 し ます 。 緑 系 だ っ た 影 の 色 が 少し 青 系 の 色 
に 変わ り ます 。 


【C.26】 塗り つ 記 す 色 
H:41 S:60% V:100% 


⑩ シ ュ シ ュ の 縁 に 模様 を 描く 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 乗 算 ]」 で す 。「G ペ ン 」 ツ ー ル を 使い 、 
シュ シュ の 線 の 部 分 に 模様 を 追加 し ます 。 色 は 【C27】 で す 。 


【C.27】 線 の 模 杯 
H:266 S:49% V:77% 


セー ター を も う 一 度 塗り つぶ す 


ハイ ライ ト の 色 を 調整 し ます 。 レ イ 
オー バー レイ 」 で 、【C.26】 で セー ター 


全体 を 塗り つぶ し ます 。 


ハイ ライ ト の 部 分 を 範囲 選択 する 


モノ クロ の 着色 パー ト で 作成 し た ハイ ライ ト の レイ 
ヤー を 靖 憶 選択 し ます 。 


© 選択 鉛 囲 で レイ ヤー マス ク を 作る 


準 り つぶ し た オー パー レイ の レイ ヤー に レイ ヤー マス ク 
作成 し ます 。 縁 系 の ハイ ライ ト の 色 が 昔 系 に 変わ り ま 


@ 水 玉 模 様 を 描く 
レイ ヤー 合成 モー ド 「 通 常 ] で 、「G ペ ン 」 ツ ー ル を 使い 、 
【C.02】 の 薄い 水玉 模様 を シュ シュ に 追加 し ます 。 


ー)【C.02】 水玉 模様 
、 ノ H:0 S0% VI100% 


co 議 こ 


に に dC 


スン 
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@ 影 の レイ ヤー を 範囲 選択 する 
モノ クロ の 着色 パー ト で 作成 し た 影 の レイ ヤー を 範囲 選択 し ます 。 


この よう に 影 と 宣 な る 
水玉 が 薄く な り 、 氷 玉 
に も 影 の 描写 が で きま 
す 。 


@ 水 玉 模 様 の レイ ヤー マス ク で 影 を 消去 する 
水玉 模様 を 描い た レイ ヤー に レイ ヤー マス ク を 設定 し 、 影 
レイ ヤー の 選択 部 分 を 消去 し ます 。 


@ ハ イラ イト の レイ ヤー を 選択 する ⑬ 紀 の 模様 の レイ ヤー マス ク で 消去 する 
今度 は モノ クロ の 着色 パー ト で 作成 し た ハイ ライ ト の レイ 北 に 描い た 模様 の レイ ヤー に レイ ヤー マス ク を 設定 し 、 ハ 
ヤー を 範囲 選択 し ます 。 イラ イト の レイ ヤー の 選択 部 分 を 消去 し て 、 縁 の 模様 に ハ 
イラ イト を 揚 写し ます 。 


シュ シュ を オー バー レイ で 塗り つぶ す @⑨ 影 の レイ ヤー を 範囲 選択 する 
レイ ヤー 合成 モー ド パー レイ 」 で 、「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー 影 の レイ ヤー を も う 一 度 絶 囲 選択 し ます 。 
ル を 使い 、【C.28】 で シュ シュ を 塗り ます 。 


【C.28】 塗 りつ ぷす 双 
H:292 S:40% V:789% 


レイ ヤー マス ク で 色 味 を 変え る 


オー バー レイ レイ で 塗っ た レイ ヤー に レイ ヤー マス ク を 
作成 し 、 く すん だ 黄 系 の 影 が 紫 系 の 影 に 変 わり ます 。 ご 
れ で シュ シュ が 仕上 が り ま し た 。 


ヶ 髪 の 色 味 を 調整 する 


人 人 髪 全 体 を 塗り つぶ す 


つぶ し ます 。 


【C.29】 潜り つが す 色 
H:46 S:81% V:75% 


レイ ヤー 合成 モー ド 「 和 覆い 焼き (発光 )」 で 、「 エ ア 
ブラシ 」 ツ ー ル を 使い 、 髪 全体 を 【C.29】 で 塗り 


@ ハ イラ イト の レイ ヤー を 選択 する 


モノ クロ の 着色 パー ト で 作成 し た ハイ ライ ト の レイ 


ヤー を 範囲 選択 し ます 。 


レイ ヤー マス ク で 色 味 を 変え る 
「 枝 い 焼 き ( 発 光 )」 で 塗っ た レイ ヤー に レイ ヤー 
マス ク を 作成 し 、 青 系 の ハイ ライ ト を 黄 系 の ハ 
イラ イト に 変更 し ます 。 


© 
の 


は S 呈 村 ー さ ざさ Mi させ 


スン 
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⑩ ツ イン の お さげ 部 分 を 範囲 選択 する 


ツイ ン の お さげ 部 分 を 「 範 囲 選択 」 ツー ル で 範囲 
選択 し ます 。 


© 根元 部 分 か ら 色 を 入れ て いく 
レイ ヤー 合成 モー ド 「 ス クリ ー ン で 」 で 、「 エ ア 
プラ シ 」 ツー ル を 使い 、 お さげ の 根元 部 分 か ら 下 
に 、【C.30】 の 色 を 入れ て 色 味 を 変え ます 。 


スク リー ン で 色 を 入 
れ た と ころ を 赤 で 視 
覚 化し て いま す 。 


」 30】 ス クリ ー ン の 名 
。。 HH180 S:41% V:100% 


⑥ 前 髪 の 透かし 処理 を する 

レイ ヤー 合成 モー ド 「 ス クリ ー ン 」 で す 。 「 エ アプ 
ラ シ 」 ツ ー ル を 使い 前 髪 の 乱 か し 処理 を し ます 。 
色 は 【C.31】 で す 。 

髪 の 調整 は これ で 完了 で す 。 


【C31】 スク リー ン の 色 
H:347 S:25% V:80% 


スク リー ン で 色 を 和信 
れ た と ころ を 赤 で 視 
覚 化 し て いま す 。 


メガ ネ の 色 味 を 調整 する 
メガ ネ の レイ ヤー に 着色 用 の レイ ヤー フォ ル ダ ー を レイ ヤー 台 成 モー ド 「 週 過 」 で 作成 し て 、 メ ガ ネ の 色 を 調整 
し て いき ます 。 


【C.33】 塗り つ ぷ し た 名 
H:27 S:41% V:100% 


4 

03 

キ 

0 メガ ネ の フレ ー ム を 塗り つぶ す @ ハ イラ イト の 部 分 を 範 田 選 択 する る 
レイ ヤー 合成 モー ド 「 オ ー パ ー レ イ 」、 不 遂 明 度 65% で す 。 モノ クロ の 着色 パー ト で 作成 し た 、 メ ガ ネ の ハイ ライ ト の ーー タ 
メガ ネ の フレ ー ム を 、【C.33】 で 塗り つぶ し ます 。 レイ ヤー を 電 因 択 し ます 。 | 
に 

色 

@ レ イヤ ー マ ス ク で 色 を を 

変え る hi 

せ 

潜り つぶ し た オー パー レ て 

イ の レイ ヤー に レイ ヤー い 

マス ク を 作成 し 、 赤 系 の く 


ハイ ライ ト を 黄 系 の ハイ 
ライ ト に 変更 し ます 。 


テン ブル 部 分 に 軽く 色 を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド 「 ス クリ ー ン 」 で 、 メ 
.19】 スク リー ン の 色 ガ ネ の テン プル 部 分 に 、 塞 色 の 【C.19] 
H:207 S:100% V:98% を 軽く 入れ ます 。 


ミ 顔 周り に 色 を の せ て 色 味 を 調整 する 


居 や 騰 、 白 目 な どの 顔 周り の 部 分 に つい て は まだ 色 を の せ て いま せん 。 こ こま で の ほか が の 部 分 と 同じ よう に 、 新 
し く 顔 の レイ ヤー フォ ル ダ ー を レイ ヤー 合成 モー ド 通過] で 作成 し その 中 に 財 や 瞳 な どの 各部 分 ご と の レイ ヤー 
フォ ル ダ ー を 「 通 過 ] で 作成 し な が ら 塗っ て いき ます 。 


眉毛 を 塗り つぶ す 
居 の レイ ヤー フォ ル ダ ー で 、 レ イヤ ー 全 成 モー ド は [オー の 白目 の 部 分 を 挫 り つぶ す 
バー レイ 」 で す 。【C.17】 で 大 毛 を 沙 り つぶ し ます 。 白目 の し イヤ ー フ ォ ん ダー で 。 レイヤー 


[C177 置 人 、【C334】 白 目 成 モ ー ド は 「 オ ー バ ー レ イ 」 で す 。【C.34】 
( ) H:247 S:24% V:55% 時 254 S:19% V:85% で 白目 を 塗り つが し ます 。 
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©⑤ 障 に 色 を 追加 する の 障 の 下部 に 色 を 入れ る 


レイ ヤー 合成 モー ド 「 オ ー バ パー レイ 」 で す 。【C.35】 同じ レイ ヤー で 、「 エ アプ ラ シ 」 ツー ル を 使い 、 
で 障 全 体 を 塗り つぶ し ます 。 【C.36】 を 瞳 の 下部 に 入れ て いき ます 。 

【C.35】 塗り つ 庶 す 色 

H:4 S68% V'76% 


【C.36】 下部 に 入れ る 名 
H:35 S:100% V:100% 


【C.37】 上 部 に 入れ る 名 
HH226 S:100% Vi100% 
人 瞳 の 上 部 の 色 を 変化 させ る 
同じ レイ ヤー で 、 今 度 は 睡 の 上 部 に 、「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー 
ル で 【C.37】 を 入れ て 、 色 を 少し 変化 させ ます 。 


【C.38】 まつ 毛 の 左右 \ 
H:11 S:100% V:49% | 
【C39】 自 ロ 
HO S:69% V:35% U 
@ Ros vess - 
0 頭 の 人 部 分 に 色 を 深 っ た と 
まつ 毛 や 鼻 、 口 を 塗っ て いく ころ で す 。 


レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 ] です 。【C.38】 で まつ 毛 の 左右 、【C39】 で 島 
と 口 、【C.40】 で 類 の 線画 を 塗り ます 。 


前 髪 の 透 過 処 理 を 行う 

今回 は 影 な ど を パー ツ ご と に 分 け て いな い の で 、2 章 や 3 章 で 行っ た 方 法 は 使え ませ ん 。 そこ で 、 レ イヤ ー マ ス 
ク を 使っ た 方 法 を 使い ます 。 

顔 の レイ ヤー フォ ル ダ ー に レイ ヤー マス ク を 作成 し 、 髪 の 毛 の 部 分 を 範囲 選択 し ます 。 そ し て 、 選 択 し た レイ 
ヤー マス ク の 範囲 を 、 肖 明 色 の 「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル で 蝶 く 消し ます 。 す る と 髪 の 色 が 表情 と 被っ て いる 部 分 が 透 
ける よう な 効果 に な り ま す 。 

最後 に メガ ネ を 再度 表示 し て 、 キ ャ ラク ター の 塗り が 完了 で す 。 


信 髪 の 迄 過 処 理 を し て 透け て 見 える よう に する 


< せ サエ 心 ふ ペー リロ US や ピス マン 


や を モノ クロ で の ャ ラク ター の 塗り が 完了 


背景 を 塗っ て 
仕上 げ て いく 


グリ ザイ ユ 男 法 で の キャ ラク ター の 塗り は で きま し た 。 そ れ で は 、 脊 景 を 
塗っ て 、 イ ラス ト を 仕上 げ て いき まし ょ う 。 


* ベ ンチ を 塗る 


ペン チ に 族 っ て 本 を 開い て いる キャ ラク ター に し て いる の で 半田 で ペン チ だ け は 指 い て いま すず 。 その 同国 に つ 
いて は 鶴 の 穫 可 の 下 の ペ ンチ に 補っ て いる よう に し た いと 思い ます 。 まず は 、 ペ ンチ か ら 殿 っ て いき まし ょ う 。 
未 に し て いた 診 時 の ペン チ を 表示 し て 、 下 潜り を し て か ら 卒 っ て いき ます 


* 下 計り を し た ペン チ 


SE 


ペンチ の 池 W に 用 を 入れ る @ 還 に を 入れ る 
レイ ヤー 人 ほ モー ド は で す 。 時 の 名 は C09] を 全 い ミサ 。 ペン チ の MC の 某 に ベタ 守り で まま を 潮 く 入れ ます 。 
ペン チ の 当っ て 形 を 入れ 。、 ペ ンチ の M に も 形 を 入れ ます 。 ペ ーー さらに, 用 の せり 得 に がけ で 「 エ デブ ラ シ コツ ー ル 
ンチ の 押 に な 褒め か ら 光 が 只 し て いる よう に 、 時 を 缶 め に 入れ で 天河 有り し ます 、 

EthSLETET, 


ペン チ の 縁 に ハイ ライ ト を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 ] で す 。「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル を 
使い 、【C.02】 の ハイ ライ ト を ペン チ 全 体 の 緑 に 入れ ます 。 


【C021 ハ イラ イト 
で) HO SOW Vi100% 


© グラ デー ショ ン の ハイ ライ ト を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 ] で す 。「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル を 
お な り 大 き な サ イズ に し て 、 う っ すら と 右 斜め 上 に か け て 
グラ デー ショ ン 状 に 【C.02】 の ハイ ライ ト を 入れ ます 。 


キャ ラク ター か ら 落 ちる 影 を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド 「 乗 算 ] で 、 キ ャ ラク ター か 
ら ペ ンチ に 落ち る 影 ,、「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル で 
入れ ます 。 色 は 影 の 【C.03】 で す 。 


⑨ 脚 の 部 分 に 色 を つけ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 オ ー パ ー レ イ 」 で す 。 ペ ン 
チ の 脚 と 座る 部 分 は 同じ 色 を 使わ な い の で 、 脚 部 分 
の み の レ イヤ ー マ ス ク を 作成 し 、【C.41】 で 脚 の 部 
分 を 塗り つぶ し 、 色 味 を つけ ます 。 


【C.41] オー パー レイ の 脚 の 色 
H:225 $:23% V:61% 


【C.42】 オー パー レイ の 容 面 の 色 
H:22 S:33% V:80% 
ベンチ の 座 面 に 色 を つけ る 


レイ ヤー 合成 モー ド は 「 オ ー バ ー レ イ 」 で す 。 脚 の 部 分 と 
同じ で 、 容 面 の 部 分 を レイ ヤー マス ク し て 、【C.42】 で 
波 り つぶ し て 色 味 を つけ ます 。 
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⑬ ペ ンチ の 影 を 範囲 選択 する ⑨ オ ー バ ー レ イ で 色 を 変化 させ る 


この まま で も よい の で す が 、 影 の 色 が 少し 濁っ た 黄土 色 に レイ ヤー 合成 モー ド 「 オ ー バ パー レイ 」 で す 。 選 択 し た 範囲 を 
な っ て いる の で 色 を 調整 し ます 。 ベ ンチ の 影 を 範囲 選択 し 【C.43】 で 塗り つぶ し 、 レ イヤ ー マ ス ク を 作成 し ます 。 選択 
ます 。 し た 影 の 範囲 の 色 が 変化 し ます 。 


【C.43] オー パー レイ の 双 
H:243 S:35% V:78% 


ペン チ の ハイ ライ ト を 
範囲 選択 する 
今度 は ベン チ の ハイ ライ 
ト を 範囲 選択 し ます 。 


【C.26】 オー パー レイ の 色 
H:41 Si60% V:100% 


⑨⑪ オ ー バ ー レ イ で 色 を 変 
化 さ せる 
レイ ヤー 合成 モー ド は 
「 オ ー バ ー レ イ 」 で す 。 選 
択 し た 範囲 を 【C.26】 で 
当り つぶ し 、 レ イヤ ー マ 
スク を 作成 し ます 。 選択 
し た ハイ ライ ト の 色 が 変 
化し ます 。 こ れ で ベン チ 
の 藩 り は 完了 で す 。 


| 残り の 背景 を 塗っ て いく 


紅葉 の 工 な ど 、 残 り の 背景 を 描い て いき まし ょ う 。 こ の と き 、 ペ ンチ の レイ ヤー フォ ル ダ ー を 含め た 背景 の 塗り 
レイ ヤー を まとめ る レイ ヤー 合成 モー ド 「 通 常 」 の 背景 の レイ ヤー フォ ル ダ ー だ け で な く 、 キ ャ ラク ター の 手前 に く 
る 紅葉 の 塗り レイ ヤー を まとめ る レイ ヤー フォ ル ダ ー を 作っ て お きま す 。 手前 に くる 背景 の レイ ヤー フォ ル ダ ー の レ 
イヤ ー 合 成 モ ー ド は 「 通 過 ] に 設定 し ます 。 順 に 塗っ て いき まし ょ う 。 


の 


N 
4 


⑩ ベ ンチ の 下 の 背 景 を 塗る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 」 です 。 ペ ンチ の 下 の 部 分 を 、 
【C.45】 で 「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル で 塗り ます 。 


【C.45】 下部 の 背景 
H:269 S:13% V:77% 


@ 上 部 に も や っ と し た 青 景 を 塗る 


レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 ] で す 。 「 エ アプ ラ シ 」 
ツー ル で 、 矢 印 の 方 向 へ 円 を 推 く よう に 【C.46】 を 
塗り ます 。 少 し も や が か か っ た 感じ に し ます 。 


【C.46] 上 部 の 背景 
H:26 S:62% V:85% 


[C.47】 福 物 
H:27 S:12% V:97% 
ペン チ の 後ろ に 植物 の 感じ を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 ] で す 。 配布 し て いる [自作 


葉 」 ツ ー ル を 使い 、 も や の 下 に 【C.47】 を ベンチ の 後ろ に 
渋 打 つよ うに し て 植木 の 感じ で 描い て いき ます 。 


の 手前 に 紅 菜 の 菜 を 入れ る 


⑤ 奥 に 紅 菜 の 菜 を 入れ る 


手前 の レイ ヤー フォ ル ダ ー に 、 レ イヤ ー 合 成 モ ー ド 「 通 常 」 
で 、 紅 菜 の 菜 を 描き ます 。「 デ コレ ーション 」 ツ ー ル の 「 草 
本 」 タ プ に ある 「 か すれ 紅葉 ] ツー ル を 使い ます 。 莉子 サイ 
ズ 「1200」 に し て 【C.48】 の 大 きめ の 葉 を 、 キ ャ ラク ター の 
手前 に スタ ンプ を 押す よう に し て 配置 し ます 。 


【C.48】 手前 の 紅葉 の 葉 
H:2 5:70% V:89% 


興 の レイ ヤー フォ ル ダ ー に 戻り ます 。 レ イヤ ー 合 成 モー ド 
「 通 常 ]」 で 、「 か すれ 紅葉 ] ツ ー ル の 粒子 サイ ズ を 「600」 に レ 
て 、【C.49】 の 色 で 、 手 前 より 小さ め の 葉 を スタ ンプ を 押す 
よう に 配置 し ます 。 


【C.49】 加 の 紅葉 の 工 
H:355 S:44% V:96% 
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メイ ン 色 【C.50】 と サブ 色 【C.51】 が 
グラ デー ショ ン す る 感じ で 描い て いく 


と よい で し ょ う 。 
ーー 【C.501 メ イン 名 
⑧ 一 番 奥 に 紅葉 の 葉 を ぐる っ と 入れ る EP AR 
レイ ヤー 合成 モー ド は [通常 」 で す 。 配布 する 「 自 作 穫 葉 」 【C51] サ ブ 邑 。 
ツー ル を 使い 、 上 部 の 一 番 軸 に ぐる っ と 紅葉 の 葉 を 配置 し H:25 S:20% V:100% 
ます 。 色 は メイ ン 色 【C.50]、 サ プ 色 【C.51】 で グラ デー 
ショ ン の 感じ で 塗り ます 。 


@ 一 番 軸 の 紅葉 の 葉 を ぼかす ⑥ 1 つま 前 の 紅葉 の 葉 を ほか す 
今 描い た 一 番 興 の レイ ヤー を 選択 し て 、 メ ニュ ー か ら 「 フ ィ 手順 で 描い た 興 か ら 1 つ 手 前 の 紅葉 の 葉 の レイ ヤー を 選 
ルター」ー「 ぼ か し 」ー「 ガ ウス ぼかし 」 を 選択 し 、「 ぼ かす 択 し て 、 手 順 め と 同じ よう に ガウ ス ぼ か し で ぼかし ます 。 
範囲 」 を 「30」 で ぼかし ます 。 「 ぼ か すず 範囲 」 は 「20]」 に し ます 。 


ー = 


© キラ キラ 感 を 入れ る ⑩⑪ 細 か い キ ラキ ラ 感 を 追加 する 


レイ ヤー 合成 モー ド は 「 牧 い 焼き (発光 )」 で す 。 配布 する 「 キ レイ ヤー 合成 モー ド 「 竹 い 焼き (発光 )」 で 、 配 布 する 「 キ ラ 
ラキ ラ 散 布 」 ツ ー ル で 、 上 部 に 矢印 の 方 向 へ ぐる っ と キラ キラ 散布 ( 尊 子 小 )] ツ ー ル を 使い 、 先 ほど より 細か い キ ラ 
キラ 感 を 入れ ます 。 色 は 【C.50】 で す 。 キラ 感 を 描き 足し ます 。 色 は 【C.51】 で す 。 
【C.50】 キラ キラ 感 【C.51】 細か い キ ラキ ラ 感 
H:47 S:20% V:100% H:25 S:20% V:100% 


人 一 人 、 


奥 か ら 1 つぼ 前 の 紅葉 の 葉 に グラ デー ショ ン の 色 を 加 
える 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 衝 い 焼き (発光 )] で す 。 典 か ら 1 つ 
手前 の 紅葉 の 葉 に クリ ッ ピ ング し て 、【C.44] で 沙 り 色 の グ 
ララ デー ション を 加え ます 。 


【C.44] プラ デー ショ ン の 色 
H:41 5:60% Vi100% 


⑧ 紅 葉 の 葉 を 1 つ 描く 
手前 の 背景 の レイ ヤー 
フォ ル ダ ー に 、 レ イヤ ー 
合成 モー ド 「 通 常 」 で 、 配 
布 の 「 自 作 紅 葉 」 ツ ー ル 
を 使い 、 大 きめ の 菜 を 1 
つ 描 きま す 。 色 は メイ ン 
【C.53】 と サブ 【C54】 で 


描い て いま す 。 
@ 【C.53] メイ > ン 名 【C54】 サブ 名 
H:39 S:45% V:100% H:13 S:69% V:100% 


⑮ 色 の グラ デー ショ ン を 追加 する 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 覆 い 焼 き (発光 )」 で す 。「 エ 
アプ ラ シ 」 ツ ー ル で 破線 を 目安 に 色 の グラ デー ショ 
ン を 追加 し ます 。 色 は 【C.55】 で す 。 


【C.55】 プラ デー ショ ン の 色 
H:10 S:72% V:97% 


る 手前 の 背景 の レイ ヤー 構造 


【C03】 影 
H:0 S:0% V50% 


思 一 番手 前 の 紅葉 の 菜 に グラ デー ショ ン で 色 を 加え る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 牧 い 焼き (発光 )」 で す 。 手 前 の 背 
景 の レイ ヤー フォ ル ダ ー に 畠 いた 一 琶 手前 の 紅葉 の 葉 に ク 
リッ ピン グ し て 、 【C52】 で 色 に グラ デー ショ ン を 加え ます 。 


【C.52】 ブ ラ 
H:53 S:20% 


⑳ 太 も も の 上 に 紅 
葉 の 葉 を 配置 す 
る 
描い た 工 を 、 自 由 
変形 ツー ル で 変形 
させ 、 太 も も の 上 
に 配置 し ます 。 


を 育 景 の レイ ヤー 構造 


⑮ 菜 か ら 落 ちる 影 を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 焼 き 込 
の み ( リ ニア )] で す 。 紅 葉 の 葉 か 
ら 沙 ちる 影 を 追加 し ます 。 色 は 


【C.03】 で す 。 


s こ れ で 背景 は 完了 で す 。 
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4 
4 
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の 
て 
仕 
げ 
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し 


仕上 げ の 調整 を する 


ここ まで で 、 一 通り キャ ラク ター の 塗り と 背景 が 描け て いま す 。 こ の まま で も よい の で す が 、 全 体 的 に イラ スト 
の 雰囲気 を だ す よ うな 表現 を 追加 し て み ま す 。 


ゅ 木漏れ日 の 光 を 追加 する 
この イラ スト は 、 秋 の 紅葉 の 下 の ペ ンチ に 座っ て いる 感じ こし て いる の で 、 場 所 は 公園 の ペン チ の イメ ー ジ で 
す 。 紅葉 の 菜 の 間 か ら 木 漏れ 日 が 漏れ て いる 感じ の 光彩 効果 を 追加 し て み ま し ょ う 。 
木漏れ日 の 光 を 配置 する と き に は 、 入 れる 場所 が か た まり すぎ な いよ うに 注意 し な が ら 、 全 体 に 配置 し て いき ま 
す 。 木 濡れ 日 は 上 か ら 差 し 込ん で いる 感じ に な る の で 、 真 上 か ら 光 が あたる 部 分 に 入れ て いき ます 。 た と えば 、 顎 
の 下 な ど は 完全 に 頭 で 隠れ て し まう の で 、 木 漏れ 日 の 光 は あたり ませ ん 。 


【C.56】 木漏れ日 
寺 和 者 H:53 S:35% V:100% ーー 
ご 柏 


⑩ キ ャ ラク ター と ペン チ を 範囲 選択 し て マス ク す る @ 頭 の 髪 に 木漏れ日 を 追加 する 


キャ ラク ター と ペン チ を 範囲 選択 し ます 。 レ イヤ ー 合 成 配布 する [ 厚 塗り 筆 Ver1」 で 入れ て いき ます 。 頭 の 部 
モー ド 「 柏 い 焼 き (発光 )」 で 、 選 択 し た 範囲 を マス ク し ます 。 分 は 、 矢 町 の よう に ジグ ザ グ に 軽 ぐ 筆 を 走ら せる と 、 
この レイ ヤー に 【C.56】 で 木漏れ日 を 入れ て いき ます 。 少し ぽ や けた よう な 光彩 表現 を 描く こと が で きま す 。 


@ 肩 や 胸 付 近 に 追加 する 
扇 や 胸 の あたり に も 追加 し ます 。 上 か ら の 光 で ある 
こと を 意識 し まし ょ う 。 


⑥ 腕 や 本 、 足 に 追加 する 
セー ター の 胸部 分 や 蛇 、 シ ョ ー ト パン 
ツ 、 太 も も に も 追加 レ て いき ます 。 


ペン チ の 上 部 に 追加 する 


キャ ラク ター 周り の ベンチ の 上 部 に も 追 
加 し ます 。 キ ャ ラク ター へ の 木漏れ日 と 
合わ せ て 自然 な 感じ を 意識 し ます 。 


4 

04 
を 
浴 
っ 
6 
仕 
下 
ば 
て 
く 


し 


_ ペンチ の 左右 に も 追加 する 

キャ ラク ター の 左右 の 横 の ペン 
チ の 部 分 に も 追加 し ます 。 あ ま 
り 多 く な ら な いよ うに し まし ょ 


と 線画 の 線 の 色 を 整え る 

塗り が で きた ら 、3 章 の 87 ペ ー ジ で 行っ た よう に 、 線 画 の 線 を 色 ト レ 
スレ し て 色 を 自然 に し まし ょ う 。 

今回 の イラ スト で は キャ ラク ター、 メ ガ ネ 、 背 景 の ペン チ の 線画 の 線 を 
色 ト レス し ます 。 着 彩 し た レイ ヤー フォ ル ダ ー の それ ぞ れ に 対し て 変換 を 
行い 、 ガ ウス ぽか し (ぼかし 範囲 は 「15」 の 設定 ) を 使っ て ぼかし ます 。 そ 
し て 、 そ れ ぞ れ の 線画 に レイ ヤー 合成 モー ド 「 ス クリ ー ン 」 で クリ ッ ピ ン 
グレ し て 線画 に 色 を 重ね ます 。 

これ で グリ ザイ ユ 塗 り の キャ ラク ター イラ スト は 完成 で す 。 


を 表現 を 追加 し た レイ ヤー 構造 
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完成 


ー イ ラス ト の : 


作 グ リザ イ ユ 塗り の キャ ラク タタ 


Ct つ 
ュ ョ ノ ク ロ 0 
クラ テー ニン ョ ン 
マッ プ で 塗る 


グラ デー ショ ンマ ッ プ の 
利用 方 法 


この 章 の 塗り で 使用 する グラ デー ショ ンマ ッ プ に つい て 説明 し て いき ま 
す 。 上 手 に 利用 する こと で 、 と て も 簡単 に 縛 腹 な 仕上 が り に する こと が 
で きま す 。 


+ グラ デー ショ ンマ ッ プ に つい て 


この 間 で は 。 4 音 に 絆 いて グリ ザイ ス 画 注 を 用 いた 学 り 方 を 解 し て いき ます 。 大 きく 途 う の は 、 オー パー レイ や 
ハー ドラ イト な ど を 使わ ず に 
ダラ 


ヨン マッ プ 」! と いう 弄 能 を 合っ て 者 名 する 点 で すず 。 
で 当 に 対し て 鉛 定 し た グラ デー ショ ン の 名 に 才 す る 本 に な りす 


コン マッ プ は 名 放 正 の 1 


の タイ トル が グリ ザイ ユ 庫 で は な く 「 モ ノ ク ロ 流 り 」 に な っ て いる の は 。 プ ラ シ 卒 り の よう に バー ツ ご と 
に は を 行っ て いる の で 、 一 好 的 に 池 え られ る グリ ザイ ユ 画 流 と 少し 信 い が ある か ら で す 。 その た め 。 タイ トル 
と し て [ダリ ザイ ユ 浴 り ) で は な く 「 モ ノ ク ロ 塗り エグ ラ デー ショ ンマ ッ プ で 街 る に し て いま す 。 

バー ご と に 分 け て いる と は いえ 、 時 還 を つけ た モノ ラロ イラ スト に 著名 し て いく こと に は 変わ りあ り ませ ん 。 グ 
リザ イコ 画 法 を 和 同 し た 姿 り 方 と と ら えて いた だ けれ ば と 因 い ます 。 

の は 、 モ ノ ク ロ で 明 明 を 人 れ た ほ 休 に 、CLP STUDIO PAINT PRO の グラ デー ショ ンマ ッ プ の 欄 生 で 名 を つ 
けた 溢 洒 で す 。 ね 年 の 「 グ ラ デ ー シ ョ ンマ ッ プ 」 ダ イア ログ ポッ クス の 痛い グラ デー ショ ン は 、 左 租 の 補 務 能 の グ 
ラ デ ー シ ョ ン と 本 に 対応 し て お り 。 対 広 し た 人 に 変換 され ます 。 


モノ クロ で 遇 還 を つけ た 球 全 に グラ デー ショ ンマ ッ プ で 店 する 


3KWO「 ツ ラテ ー シ ョ ンマ ッ プリ ダイ アロ の ツ ラテ ーション を し た 「 ダ ラ デ ー 
ポッ クス ショ ンマ ッ プ 」 タ イア ログ ボッ クス 


CLIP STUDIO PAINT PRO の グラ デー ショ ンマ ッ プ 機能 は 、 メ ニュ ー か ら 「 レ イヤ ー」 一 「 新 規 色調 補正 レイ 
ヤー」 一 「 グ ラ デ ー シ ョ ンマ ッ プ 」 を 選択 し て 、「 グ ラ デ ー シ ョ ンマ ッ プ 」 ダ イア ログ ボッ クス で 設定 し て いき ます 。 

この ダイ アロ グ ボ ックス が 開く と 、「 レ イヤ ー」 パ レッ ト に 新規 に グラ デー ショ ンマ ッ プ の レイ ヤー も 追加 され 
ます 。 先 ほど の 球体 で あれ ば 、 下 図 の よう に 塗り の レイ ヤー の 上 に この グラ デー ショ ンマ ッ プ の レイ ヤー を 配置 す 
る こと で 、 指 定 し た グラ デー ショ ンマ ッ プ の 色 に 変換 され ます 。 

また 、 レ イヤ ー フ ォ ル ダー の 中 で グラ デー ショ ンマ ッ プ の レイ ヤー を 配置 すれ ば 、 フ ォ ル ダー 内 の それ より 下 の 
レイ ヤー すべ て に グラ デー ショ ンマ ッ プ の 配色 を 適用 する こと が で きま す 。 


ゃ 色 を つけ た 球体 の レイ ヤー 構造 ゃ レイ ヤー フォ ル タ ダー 内 で 適用 し た 例 


レイ ヤー フォ ル ダ ー 内 の グ 
ラ デ ー シ ョ ンマ ッ プ の レイ 
ヤ ャ ー よ り 下 、 す べ て に 造 用 
され ます 。 


ペー —\ ~ NN 

+ グラデ ーション マップ の 色 を 決め る コツ 

今回 の 作例 で は 、 筆 者 が 用 意 し た グラ デー ショ ン セ ッ ト を 読み 込ん で 使っ て も ら う よう に し て いま す が 、 ほ か の 
イラ スト を 描く と き に は 、 グ ラ デ ー シ ョ ン セ ッ ト を 作る 必要 が ある と 思い ます 。 そこ で 、 グ ラ デ ー シ ョ ンマ ッ プ で 、 
グラ デー ショ ン の 色 を 決め る ちょ っ と し た コツ を 紹介 し て お きま す 。 

モノ クロ で 明暗 を つけ た 球体 に 、 赤 の グラ デー ショ ンマ ッ プ で 着色 する 例 で す 。 CLIP STUDIO PAINT PRO で 、 
明暗 を つけ た 球体 を 描い て 、 明 る さ ご と に 領域 を 分 け て 考え ます 。 ま ず は ペー ス の 人 色 を 決め る た め 、 ペ ー ス 色 の 部 
分 を スポ イト し て 、 明 度 を 確認 し ます 。 こ こ で は 明度 63% の グレ ー に な っ て いた と し ます 。 


一 番 明 る い ハ イラ イト 


A 
ペー ス と な る 色 
影 
明度 63% の ペー ス と な る 色 
反射 HO S:0% V:63% 


明る さ ご と に 領域 を 分 け て 考え る 


メニ ュー か ら 、「 レ イヤ ー」 一 「 新 規 色調 補正 レイ ヤー」 一 「 グ ラ デ ー シ ョ ンマ ッ プ ]」 を 選択 し て 、「 グ ラ デ ー シ ョ 
ンマ ッ プ 」 ダ イア ログ ボッ クス を 開い て 設定 し て いき ます 。 

ダイ アロ グ ボ ックス の 上 の グラ デー ショ ン の 表示 で 明度 を 指定 し ます 。 グ ラ デ ー シ ョ ン 表 示 の 下 の 部 分 を クリ ッ 
ク す る と ハマ ー ク が 追加 され 、 位置 」 の 項目 に 指定 値 が 表示 され ます 。 ハ マー ク を スラ イド する か 、「 位 置 」 に 「63] 
と 入力 し て 、 ベ ー ス の 色 の 位置 を 指定 し ます 。 
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を ペース の 色 の 明度 の 位置 を 指定 


グラ デー ショ ン の 表示 の 下部 を クリ ッ 
ク す る と ハマ ー ク が 表示 され て 選択 さ 
れ ま す 。 ス ライ ド し て 位置 の 指定 変更 
が で きま す 。 


グラ デー ショ ン の 指定 位置 は b、 こ の 
「 位 置 」] に 値 を 入力 し て 指定 する こと も 
で きま す 。 値 を 入力 し て 確定 する と 人 
マー ク が 追加 され ます 。 


ペー ス 色 の 位置 を 指定 し た ら 、 変 更 する 色 を 指定 し ます 。 今回 は 「H : 0、S : 34%、V : 90%」 の 赤 系 の 色 に し 
て み ま す 。 ダ イア ログ ボッ クス の 「 色 」 で 「 指 定 色 」 を 選択 し て 、 下 の 色 表 示 部 分 を クリ ッ ク す る と 、「 色 の 設定 ] ダ 
イア ログ ボッ クス が 開く の で 、HSV の 値 で 指定 し ます 。 

これ で ペー ス の 位置 の 色 が 決ま り 、 グ ラ デ ー シ ョ ン の 表示 も その 色 に 合わ せ た も の に 変わ り ます 。 


ペー ス の 色 を 指定 する 


指定 し た 位置 の 色 を 設定 する と 、 そ の 
色 に 合わ せ た グ ラ デ ー シ ョ ン の 表示 に 
変わ り ます 。 


変更 する ペー ス 色 

HiO Si34% V:90% 
ペー ス の 位置 の 色 を 指定 し ます 。 「 指 
定 色 ] の 下 の 色 表示 を クリ ッ ク し て 、 
「 色 の 設定 ]」 ダ イア ログ ボッ クス で 指定 
し ます 。 


ーション マッ プ を 適用 し ます 。 す る と 、 


ショ ン の 色 が 変わ っ た ら 「OKJ」 ボ タン を クリ ッ ク し て グラ 
体 全体 が ペー ス の 色 を 基準 と し た 赤 系 の 色 に 着色 され ます 。 


グラ デ 


を 変更 し た グラ デー ショ ンマ ッ プ の 色 で 着色 され る 


た だ 、 こ の まま で は 、 影 の 部 分 や ハイ ライ ト が 少し くす ん だ 色 に な っ て し まっ て いま す 。 ぞ そこ で 、 ペ ベース 色 を 変 
えた よう に 、 影 と ハイ ライ ト の 色 も 変更 し て み ま す 。 

ペー ス 色 と 同じ よう に 、 球 体 の 影 と ハイ ライ ト の 色 の 部 分 を スポ イト し て 、 明 度 を 割り 出し ます 。 影 の 明度 は 
「47%」、 ハ イラ イト の 明度 は 「95%」 で し た 。 

「 グ ラ デ ー シ ョ ンマ ッ プ 」 ダ イア ログ ボッ クス で 、 割 り 出し た それ ぞ れ の 明度 の 位置 を 指定 し ます 。 位置 を 指定 
する と き に 、 そ れ ぞ れ の 色 も 指定 し ます 。 今回 は 、 影 の 色 は 「H : 346、S : 36%、V : 78%]、 ハ イラ イト の 色 は 
「H : 16、S : 13%、V : 100%」 に 指定 し まし た 。 

この グラ デー ショ ンマ ッ プ を 球体 に 適用 する と 、 よ り 鮮 や か に 着色 で き て いま す 。 


影 と ハイ ライ ト の グラ デー ショ ン の 色 を 指定 する 


5 
01 
明度 47% の 位置 と 変更 する 影 の 名 明度 95% の 位置 と 変更 する ハイ ライ ト の 名 グ 
H:346 S:36% V78% H:16 Si13% V:100% ラ 
デ 
1 
シ 
ョ 
ジ 
マ 
以 
プ 
の 
利 
7 
る ゃ 影 と ハイ ライ ト の 色 も 指定 し て 着色 し た 球体 法 


影 と ハイ ライ ト の 色 を 指定 する と 、 ベ ー ス 色 と 合 わせ て 3 点 の 位置 に 指定 し た 色 か ら 自動 的 に 綺麗 な グラ デー 
ショ ン を 作っ て くれ ます 。 こ ご これ が グラ デー ショ ンマ ッ プ の 便利 な と ころ で す 。 

色 を 指定 する と き に は 、 ペ ベース 色 の 色相 と 同じ に せ ず 、 少 し ずら すく らい の 色 を 指定 し て お く と 、 よ り 綺 麗 な グ 
ラ デ ー シ ョ ン を 作る こと が で きる で し ょ う 。 

最初 は 色 選 び が よく わか ら な い ……、 と いう 場合 は 、、 ま ず は プリ セッ ト で 用 意 さ れ て いる グラ デー ショ ン セ ッ ト 
を 使っ て みる の が よい で し ょ う 。 


プリ セッ ト で 用 意 さ れ て いる グラ デー ショ ン セ ッ ト も 充実 し て いる 
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キャ ラク ター の 準備 


この 主 で 塗っ て いく キャ ラク ター を 用 意 し て いき まし ょ う 。 ラ フ か ら 給 画 、 
下塗り まで 、 順 を 飼っ て 紹介 し て お きま す 。 


キャ ラク ター と 使用 ペン ・ ブ ラ シ 
pf の キャ ラク ター は に の で 5 わせ を し て いる が まし て いる 天 イ メ 
て いす 。 基 ちい DO キャ ラク ター で 。 る らしい コー ト を 才 マフ ラー を か も て 9 よう と いま す 
人 し て ug ペ ンー フラ シ は 、 プ リセ ッ ト と ダウ ンー ド で し て いる も の 。\ れ に 4 で も 合っ た セル ジス 
SPL TSR RTR て RT 


・ や ル シ ス 本 
ED 
・ フ リセ ッ ト 
6 ペ シ コ ツー ル 
「 エ アプ ラ シ 」 ウ ー ル | 
[計り つぶ し 』 ウ ー ル | 
gt 
[な じ ま せ 和 】 ツ ー ル 
「 な じ ま せ 和 ( 先 )」 ツ ー ル 
必 計 り 当 Ver 1 」 ツ ー ル | 
[キラキラ 和布] ウール 
EP 


クラ 


ンマ ッ プ で 補 る 作 本 キャ ラク ター 


キラ フ を 描く 
Tid OE + ラク ター の ラフ か SW 四 まり まで の れ を 導 48 なし て いき まし ょ う 。 ます は ラフ で 
11599 を Ta 


『 素 体 を 描く 

立ち 姿 の ボー ズ で 系 体 を 掛 まま し た 。 胸 の 上 あたり で 両手 を 合わ せ 

て いる 感じ に し て いま す 。 

今回 は 素 体 に 表情 も 入れ て みて いま す 。 ち ょ っ と アン ニュ イ な 感じ つこ 


で す 。 ここ グ 


© 
8 a 


ポー ズ を 考え て 描い た 素 体 \ 


喜 慌 ー ゞ ざさ せ 


ぁ 素 体 に 髪 や 服 を 描い て いく 
ボー ズ と 表情 を 持 い た 素 体 に 頻 や 眼 な ど を 提 い て いき まし ょ う 。 


回 と マフ ラー を 描く 
髪の毛 を 描い て いき ます 。 髪 の 毛 を マフ ラー に し まっ て 
いる 感じ を だ し た か っ た の で 、 同 時 に マフ ラー も 描い て 
し まい ます 。 少し 長め の 髪 な の で 、 ヘ へ アピ ン な ど で ア ク 
セン ト を 加え て いま す 。 


メガ ネ を 追加 する 
メガ ネ を 追加 し ます 。 少 し 落ち 着い た 雰囲気 が 
合う と 思い 、 黒 緑 の メ ガ ネ を 装着 し ます 。 
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) 4 人 ⑧ 服 を 描い て いく 
2 服 を 描い て いき ます 。 シ ョ ー ト ダッ フル コー ト に 短め の 
\ スカ ー ト に し まし た 。 こ れ だ け で は ちょ っ と 肌寒い 感じ 
に な っ て し まう の で 、 足 に は タイ ツ を 履か せ て みよ うか 
と 思っ て いま す 。 


| | 


@ 袖 を 加筆 し て コー ト を 整え る 


ダッ フル コー ト の 袖 の 部 分 を 加筆 し 、 ダ ッ フ ルコ ー ト 
全体 を 整え ます 。 


@ 髪 や マフ ラー、 コ ー ト の 留め 具 を 加筆 する 
ダッ フル コー ト の 手前 の 留め 具 が 足り な か っ た の 
で 、 描 き 足 し まし た 。 前 疑 、 後 ろ 羅 、 マ フラ ー の フ 
リン ジ ( ひ ら ひ ら 部 分 ) の 措 写 が 不足 し て いた の で 、 
線画 を 描き や すく する た め に 加筆 し て いま す 。 


⑨③ 素 体 の 重なり を 消し て 背景 を 加筆 する 
素 体 の 宣 な り を 消し ます 。 背景 は 置 物 の 豆 際 に し まし た 。 
窓 を 背 に 待ち 合わ せ を し て いる よう な シチュ エー ショ ン 1 
を イメ ー ジ し て いま す 。 ご れ で ラブ は 完成 で す 。 


線画 を 描く ンー 


TU ます 。 
DBE 


* キ ャ ラク ター、 表 休 、 再 所 に 
レイ ヤー を 分 け て お こし た 電 還 。 


※ キ ャ ラク ター を 
下塗り する 


4 喜 と 自 じ よう に 。 モノ クロ の 潮流 で し っ か 
り と 下 浴 り を し ます 。 4 意 と 比べ る と 澤 い 名 人 
い に し て いま = 

ft れ の 下着 り ご と に レイ ヤー を 急 け て お 
きま す 。 
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© a 
Eb で 下 主 り を し た キャ ラク ター と 表 


to 


お 
グラ デー ショ ンマ ッ プ で 
キャ ラク ター を 塗る 
それ で は 、 グ ラ デ ー シ ョ ンマ ッ プ を 使っ て 色 を 塗っ て いき まし ょ う 。 本 書 
で は 著者 が 配布 し て いる グラ デー ショ ン セ ッ ト を 利用 し ます 。 


塗り の 準備 


導 り に 入る 前 に 林 旭 で 利用 する グラ デー ショ ン セ ッ ト の 使い 方 な ど 。 護り の 準 信 に つい て 前 閲 し て お きま す 。 


塗り の 部 分 ご と に レイ ヤー フォ ル ダ ー に 分 ける 

ダラ デー ショ ンマ ッ プ の セッ ト は 前 分 ご と に 作成 し て いま す の で 、 部 ご 
と の まり を それ ぞ れ レイ ヤー フォ ル ダ ー に 人 は て 、 そ の レイ ヤー フォ ル ダ ー ご 
と に 導 用 で きる よう に し て お きま す 。 各 レ イヤ ー フ ォ ル ダー の レイ ヤー 合計 モー 
は [ 凡 」 で 太夫 で 
レイ ヤー 人 人 は 右 の よう に な り ます 。 ここ で は 、 上 に 吉 を まとめ る [者] 
し イヤ ー フ ォ ル ダー を 年 り 、 そ の 中 に 表 分 ご と の レイ ヤー フォ ダー を まとめ 
て いま ず 。 また 、「 全 | レイ ヤー フォ ル ダ ー の に は 表層 の と 「 人 本 
遇 の レイ ヤー フォ ル ダ ー が っ て いま すず 。 


* り を 行う レイ ヤー 本 


ょ グラ デー ショ ンマ ッ プ に セッ ト を 読み 込ん で お く 

で 和 有 する グラ デー ショ ンマ ッ プ の セッ ト の ダウ ン ロ ー ド に つい て は 大 回 の 「 本 圭 の 使い 万 ] を 参 昌 し て 
くだ さい 。 CLIP STUDIO の 諸 衝 で ダウ ン ロ ー ド し て お きま す 。 

利用 する と き に は 、 名 を つけ る レイ ヤー を 洒 択 し て いる 状 除 で 、 メニ ュー が ら 「 レ イヤ ー」ー「 拓 二天 レイ 
ャ ーー グラ デー ショ ンマ ッ プ ) 和 を 誠 拉 し て 、「 グ ラ デ ーション マッ プ ! ダ イア ログ ポッ クス を 半 ま ます 。 こ の と き 」 
プラ デー ショ ンマ ッ プ の レイ ヤー が 。 電 し た レイ ヤー の 上 に レイ ヤー 合成 モー ド [ 近 | で 作成 され て いま す 。 
「 ヴ プラ デー ショ ンマ ッ プ 」 ダイ アロ グ ボ ックス の 「 ダ ラ デ ーション セッ ト 」 の 項目 に ある スパ ナ ア イコ ン ( 右 ) を ろ 
リッ クレ て メニ ュー を 議 き 、「 セ ト 素材 を 所 込み | を 選択 する と 、[ セ ッ ト 来 を 話 み 込み 」 ダ イア ログ ボッ ク 
ス が 全く の で 、 ダ ウン ロー ドレ て お いた 「 入 内 用 ヴ ラ デー ショ ンマ ッ プ を 誠 み 込ん で くだ きい 。「 グ ラ デ ー シ ョ 
シャット 」 に 、 名 屯 ご と の グラ デー ショ ンマ ッ プ 叶 込ま れ ま す 。 それ ぞ れ の まり の と ころ で 、 こ の 2 グラ 
ショ ンマ ッ プ を 指定 し て . 者 名 し て いき ます 。 


グラ デー ショ ン セ ッ ト の 読み 込み 


ここ を クリ ッ ク レ 
て メニ ュー を 開き 


@「 セ ッ ト 素 材 を 読み 
込み 」 を 選択 し ま 
す 。 


モ ⑥「 入 門 教 室 用 グラ デー ショ ンマ ッ プ 」 を 選択 
し て 、「 OK」 ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 


グラ デー ショ ンマ ッ プ を 指定 し て イ 
ラス ト の 見 た 目 が 変わ っ て も 、 ブ プレ 
ピュ ー 的 に 変わ っ て いる だ け で 、 ま 
だ 適用 は 確定 し て いま せん 。 「 OK」 


ボタ ン を クリ ッ ク し て 適用 を 確定 し 
ン セ ッ ト 」 に 「 入 門 教 BR 
ョ ヨン マッ プ 」 が 読み 
込ま れ ます 。 塗る と き は 、 指 定 する 
宮部 分 ご と の グラ デー ショ ンマ ッ プ 


を ダブ ルク リッ ク で 選択 し ます 。 す 
る と 、 上 の グラ デー ショ ン 表 示 が グ 
に ショ ンマ ッ プ の 内 容 に 変わ 
り 、 イ ラス ト の 色 も 変わ り ま す 。 


きま 肌 を 塗る 
まず は 肌 か ら 塗 っ て いき ます 。 ペ ン ・ ブ ラ シ で の 塗り 方 の コツ な ど は 、2 章 か ら 4 章 で 解説 し て きた と ころ も 選 
い だ し な が ら 塗 っ て いき まし ょ う 。 


【D.06】 影 
H:0 S:0% V:45% 


⑩ 影 を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド 「 通 常 ] で 、「 な 
じ ま せ 筆 」 と 「 な じ ま せ 筆 ( 先 筐 細 う 」 
ツー ル を 使い 、 顔 周り と 手 に 影 を 
入れ ます 。 影 の 入れ 方 は 、 プ ラ シ 
肖 り や グリ ザイ ユ 塗 り と 其 本 的 に 
同じ で す 。 色 は 【D.06] で す 。 
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グラ デー ショ ン の 影 
を 入れ た 領域 を 赤 で 
視覚 化し て いま す 。 


@ 影 に グラ デー ショ ン を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド 「 通 常 」 で す 。 続 け て 影 に グラ ー デ ーション 
を 入れ て 濃く し て いき ます 。 色 は 【C.06】 の まま で す 。 


グラ デー ショ ンマ ッ プ を 適用 する 
先ほど の グラ デー ショ ンマ ッ プ の 指定 方 法 で 、 [肌色 ] の グラ デー 
ショ ンマ ッ プ を 適用 し ます 。 肌 に 色 が 入り ます 。 


赤み を 入れ た 
領域 で す 。 


@ 肌 と 影 の 境界 の 
彩 度 を 上 げ る 
レイ ヤー 合成 モー 
ド は 「 通 常 」、 不 
選 明 度 40% で す 。 
「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー 
ル を 使い 、 肌 と 影 
の 境界 に 、【D.11】 
で 赤み を つけ 、 少 
し 沈ん で いた 条 度 
を 上 げ ま す 。 


を 肌 の レイ ヤー 構造 


統 【D.11】 類 、 唇 、 爪 
H:336 S:100% V:100% 


@ 類 や 唇 、 爪 を 描画 する 
レイ ヤー 合成 モー ド は [通常 」 で 
す 。 「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル を 使い 、 
類 や 革 、 爪 を 措 し ます 。 色 は 
【D.11】 で す 。 


バハ イラ イト を 入れ た 
領域 を 赤 で 視覚 化し 
まし た 。 


⑨ ハ イラ イト を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は [通常] で す 。 肌 の 緑 な ど に 「 マ ー 
カー」 ツ ー ル を 使い 、【D.02】 で ハイ ライ ト を 入れ ます 。 
入れ 方 は ブラ シ 塗 りな ど と 同じ で す 。 


* タ イツ を 塗る 


少し 濃く 入 
れ ま す 。 


⑨ 影 を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 」 で す 。 「 エ アブ ラ シ 」 ツー ル を 使い 、【D.12】 で タイ ツ の 影 を 塗っ て いき ます 。 足 は 円 柱 形 だ と いう 
こと を 念頭 に 、 左 図 の 斜線 部 分 付近 に エア プラ シ を か け て いく 感じ で す 。 ま た 、 右 図 の 部 分 を 少し 渡 い 目 に 塗る と より タイ ツ ら 
し さ が で て きま す 。 


【D.12 影 
HO S:0% V21% 
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の 隊 一 ざさ ざさ せ せ NIS Yu マーJNI 調 


の @ ハ イラ イト を 入れ る スカ ー ト か ら 落 ちる 影 を 入れ る 


レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 ] で す 。「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル を レイ ヤー 人 台 成 モー ド は [通常 ] で す 。「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル を 
使い 、【D.02】 で 、 太 も も の 光 が あ た る 部 分 に 明る く な る よ 使い スカート か ら 造 ちる 影 を 、【D.13】 で 入れ ます 。 
うに ハイ ライ ト を 入れ ます 。 @ [DL13】 スカ ー ト か ら 落 ちる 昧 
7 【D.02】 ハ イラ イト H:0 S$:0% V:5% 
ュー ノ HO S:0% V:100% 


きゃ タイ ツ の レイ ヤー 構造 


⑨ グ ラ デ ー シ ョ ンマ ッ プ 
を 適用 する 
グラ デー ショ ンマ ッ プ の 
【 タ イツ 】 を 適用 し 、 着 色 
し ます 。 


【 タ イッ 】 


⑲ 影 を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は | 通常] で す 。 「 な じ ま せ 筑 ] 
ツー ル を 使い 、【D.13】 で 影 を 塗っ て いき ます 。 
マフ ラー の 里 の 流れ に 沿っ て 流れ る よう に 入れ 
ます 。 


[ 】 【D.13 影 
HO S0% V5% 


ハイ ライ ト を 入れ た 領 
域 を 赤 で 視覚 化し まし 
た 。 


@ ハ イラ イト を 入れ る 


レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 ] で 、「 な じ ま せ 第 」 
ツー ル を 使い 、【D.02】 で 影 と 同じ よう に 流れ に 
沿っ て ハイ ライ ト を 入れ ます 。 


ーション マッ プ を 適用 する 


ショ ンマ ッ プ の 【 棋 一 マフ ラー】 を 適用 し ます 。 


の 基本 と な る 模様 を 入れ る ⑮ 横 の ライ ン 模 様 を 追加 する 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 ス クリ ー ン 」 で す 。 「 マ ー レイ ヤー 合成 モー ド は 「 焼 き 込 み ( リ ニア )」 で す 。 
カー」 ツ ー ル を 使い 、 マ フラ ー の 凸凹 に 沿っ て 魚 横 白い ライ ン に 治っ て 模 の 3 本 線 を 、 配 布 の 「 万 能 
の 基準 の ライ ン を 【[D.02】 で 描き ます 。 と くに 首 周 マー カー」 ツ ー ル を 使い 、【D.14】 で 入れ ます 。 


り の 綻 の ライ ン が し っ か り と 描か れ て いる と 、 布 の 
呈 凹 が 視覚 的 に わか りや すく な り ま す 。 


\ 
へ 、 


⑬ 縦 の ライ ン 模 様 を 追加 する 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 焼 き 込み ( リ ニ 
ア ) で す 。 同じ よう に 、 白 い ラ イン に 
沿っ て 綻 の 3 本 線 を 、「 万 能 マ ー カ ー」 ツ ー 
ル を 使い 、【D.14】 で 入れ ます 。 


マフ ラー の レイ ヤー 構造 
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スカ ー ト を 塗る 


⑨ 影 を 入れ る コー ト か ら 沙 ちる 影 を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は [通常 ] で す 。「 な じ ま せ 筆 ( 先 敵 細 )」 レイ ヤー 合成 モー ド は [通常 ] で す 。 ダ ッ フ ルコ ー ト か ら の 
ツー ル を 使い 、【D.13】 で 塗っ て いき ます 。 柔らか い 布 の 感 落ち る 影 を 「 な じ ま せ 重 」 ツ ー ル で 入れ て いき ます 。 色 は 
じ に し た い の で 、 少 し 細やか に 入れ て いま す 。 【D.13】 で す 。 


グラ デー ショ ン の 影 。 雇 時 
を 入れ た と ころ を 赤 
で 視覚 化し まし た 。 


©@⑥ グ ラ デ ー シ ョ ン の 影 を 入れ る 


レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 」] で す 。「 エ アプ ブラシ 」 ツ ー ル を 
使い 、【D.15】 で グラ デー ショ ン の 影 を 塗り ます 。 


ダラ デー ショ ン の ハ 
イラ イト を 入れ た と 
ころ を 赤 で 視覚 化し 
まし た 。 


グラ デー ショ ン の ハイ ライ ト を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 」 で 、「 エ アプ ブラシ 」 ツ ー ル で 、 
【D.02】 の グラ デー ショ ン の ハイ ライ ト を 入れ ます 。 


人 @ 縁 に ハイ ライ ト 
を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー 
ド は 「 通 常 」 で す 。 
「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー 
ル を 使い 、 【D.02】 
で 、 スカ ー ト の 洒 
に ハイ ライ ト を 入 ハイ ライ ト を 入れ た と ころ を 赤 で 入党 
れ ま す < 化し まし た 。 


グラデーション マッ プ を 適用 する 
グラ デー ショ ンマ ッ プ の 【 赤 系 一 スカ ー ト 】 を 適用 し ます 。 


* セ ー タ ー を 塗る 


【 赤 系 - ス カー ト 】 


を スカ ー ト の レイ ヤー 構造 


セー ター と いっ て も 、 コ ー ト の 袖口 か ら わ ず か に 出 て いる 部 分 で す 。 


@ 影 を 入れ る 
レイ ヤー 台 成 モー ド は [通常] で す 。【D.13】 で 、「 な じ ま せ 
筆 」 ツ ー ル 使っ て 影 を 塗り ます 。4 章 の セー ター と 同じ 要領 


で す 。 
【D.13】 昧 
HO S0% V:5% 


グラ デー ショ ンマ ッ プ を 適用 する 
グラ デー ショ ンマ ッ プ の 【 薄 民 一 セー ター】 を 適用 し ます 。 


@ ハ イラ イト を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 ] で す 。「 な じ ま せ 筆 ] ツ ー ル を 
使い 、【D.02】 で 縁 に ハイ ライ ト を 入れ ます 。 


”【D.02】 ハ イラ イト 
HO SO% V:100% 


ゃ セー ター の レイ ヤー 構造 


167 


m 
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ダッ フル コー ト を 塗る 


⑯ 影 を 入れ る @ 影 の 形 を 整え る 
レイ ヤー 合成 モー ド は [通常 ] で す 。「 な じ ま せ 筆 」 透明 色 の 「 な じ ま せ 筆 」 ツー ル で 、 矢 印 の 方 向 を 目 
ツー ル を 使い 、【D.13】 で 、 鍛 の 影 や 落ち 影 を ベタ 安 に 色 を 透 い て 少し 削り ます 。 ま た 腕 の 落ち 影 を 
婆 り し て いき ます 。 ダ ッ フ ルコ ー ト は 布 が 硬い の 「 ぽ か し 」 ツ ー ル で ぼかし ます 。 


で 、 あ まり 細か く 影 を 入れ な いこ と が コツ で す 。 [ 】 【D.13 影 
HO S:0% V5% 


LL 


【D.16】 胸 と 懇 問 り の 影 
HO SI0% V:25% 


9 胸 と 腰 回 り の 庄 の 影 を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は [通常 」 で す 。 「 な 
じ ま せ 律 」 ツ ー ル を 使い 、【D.16】 で . 胸 
の 影 と 腰 回 り の 銀 の 影 を 入れ ます 。 


ハイ ライ ト を 入れ た / 
と ころ を 赤 で 視覚 化 
し まし た 。 


@ 縁 に ハイ ライ ト を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は [通常] で の 
す 。「 な じ ま せ 第 J ツー ル を 使い 、 (IB ラ 
【D.02】 で 、 コ ー ト の 線 に ハイ ラ トノ HO $0% Vi100% 
イト を 入れ ます 。 


を ダッ フル コー ト の レイ ヤー 
構造 


グラ デー ショ ンマ ッ プ を 
適用 する 

グラ デー ショ ンマ ッ プ の 
【 青 系 1 一 ダッ フル コー ト ] 
を 適用 し 、 着 色 し ます 。 


ゞ 紐 留 め を 塗る 


コー ト の 組 を 取り 付け て いる 三角 形 の 部 分 で す 。 小 さい パー ツ で す が し っ か り 描き ます 。 


影 を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は [通常 」 で す 。「 な 
じ ま せ 筆 (先端 細 )」 ツ ー ル を 使い 、【D.13】 
で 、 組 を 留め て いる 小さ な パー ツ を 引っ 
て いき ます 。 組 の 影 に な る 部 分 や 、 災 い 
目 に 対し て 影 を 入れ ます 


@ 【D.13】 影 
HO S:0% V5% 


ハイ ライ ト を 入れ る 
レイ ヤー 全 成 モー ド は [通常] で す 。 「 マ ー 
カー」 ツ ー ル を 使い 、【D.02】 で 緑 に ハイ 
ライ ト を 入れ ます 。 
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き 組 留め の レイ ヤー 構造 


@ グ ョ ンマ ッ プ を 適用 する 
グラ デー ショ ンマ ッ プ の [ 青 系 2 一 組 晴 
め 】 を 適用 し ます 。 


+ 紐 を 塗る 


コー ト の 組 留 め に 続い て 、 組 を 塗っ て いき ます 。 


⑥ ゅ 影 を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 ] で す 。 「 な 
じ ま せ 筆 」 ツ ー ル を 使い 、【D.13】 で 、 組 
に 影 を つけ ます 。 


( 】 【D.131 影 
H:0 S:0% V:5% 


J HO $:0% V:100% 
@ ハ イラ イト を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モ ー ド は 「 通 常 」 で す 。 [な 
じ ま せ 筆 ( 先 端 細 )] ツ ー ル を 使い 、【D.02】 
で 接 に ハイ ライ ト を 入れ ます 。 


ハイ ライ ト の グラ デー ショ ン を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 ] で す 。 「 エ アプ ブラシ 」 ツー 
ル を 使い 、【D.02】 で 、 全 体 に 軽く 明る い ハ イラ イト を 
入れ ます 。 


* 組 の レイ ヤー 構造 


グラ デー ショ ンマ ッ プ を 適用 
する 
グラ デー ショ ンマ ッ プ の 【 茶 系 一 
細 】 を 適用 し 、 着 色 し ます 。 


計 留 め 具 と ボタ ン を 塗る 


留め 上 員 と 袖 の ボタ ン を 塗っ て いき ます 。 


「 な じ ま せ 筆 ] ツ ー ル 
で 立体 的 に 影 を 入れ 
ます 。 


w 


【D.13】 影 
H:0 S:0% V:5% 


⑩ 影 を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 ] で す 。「 な 「 エ アプ ブラシ 」 ツ ー ル で 影 の グ 
じ ま せ 第 ] ツー ル と 「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル ラ デ ー シ ョ ン を 入れ ます 。 


を 使い 、3 つ の 留め 具 と 宰 の ボタ ン に 影 
と 影 の グラ デー ショ ン を 【D.13】 て 塗り 
ます 。 
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@ ハ イラ イト の グラ デー ショ ン を 入れ る () ID021 ハ イラ イト 


レイ ヤー 合成 モー ド は [通常 ] で す 。 「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル を 便 い 。 FPS Vi100% 
【D.02】 で 全体 に 軽く ハイ ライ ト を 入れ ます 。 


グラ デー ショ ンマ ッ プ を 適用 
する 
グラ デー ショ ンマ ッ プ の 【 青 系 3 一 
留め 具 】 を 適用 し ます 。 


を ボタ ン と 留め 具 の レイ ヤー 
構造 


【 博 系 ヨー 留め 只 】 


= 髪 を 塗っ て いく 


⑯ 影 を 入れ る 


レイ ヤー 合成 モー ド は [通常] で す 。「 な じ ま せ 筆 ( 先 敵 
細 )」 ツ ー ル を 使い 、 髪 の 毛 の 流れ に 治っ て 、【D.17】 で 


影 を 入れ て いき ます 。 
【 ) 【D.12 周 
H:0 S:0% V:26% 


ぐる っ と 入れ ます 。 流れ に 沿っ て 描き ます 。 


【D.18】 反 処 の 影 
HO S:0% V:37% 


@ 硬 の 反射 を 描く 


レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 」 で す 。【D.18】 で 髪 の 反射 
を 描き ます 。4 章 と 同じ よう に 、 髪 の 流れ に 沿っ て 頭 の 
周囲 を ぐる っ と 回 る よう に 描き ます 。 


グラ デー ショ ン の 影 を 入れ る 


レイ ヤー 合成 モー ド は | 通常 ] で す 。「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル で 、 


大 き な グ ラ デ ー シ ョ ン の 影 を 、【D.16】 で 入れ ます 。 


【D.16】 グラデーション の 影 
H:0 SO% V:25% 


土 部 の ほう が 明る く な る よ 
うに グラ デー ショ ン の ハイ 
ライ ト を 入れ ます 。 


ヽ 【D.02】 ハ イラ イト 
、/ HO S:0% Vi100% 


ハイ ライ ト の グラ デー ショ ン を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は [通常] で す 。 「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー 
ル を 使い 、【D.02】 で 髪 の 上 部 の ほう が 明る く な る よう 
に 、 全 体 に ダラ デー ショ ン の ハイ ライ ト を 入れ ます 。 


報 に ハイ ライ ト を 入 
れ た と ころ を 赤 で 視 
覚 化し まし た 。 


@ 髪 の 縁 に ハイ ライ ト を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は [通常 ] で す 。「 な じ ま せ 第 」 ツ ー ル を 使い 、 
【D.02】 で 線 に ハイ ライ ト を 入れ ます 。 


ョ ンマ ッ プ を 適用 する 
ショ ンマ ッ プ の 【 茶 系 一 艇 、 層 】 を 適用 し 、 着 色 し 
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多 岳 の レイ ヤー 構造 


【D.19】 前 繧 に 入れ る 色 
H:359 S:26% V:85% 


@ 髪 に 肌 の 送 け 感 を 出す 
レイ ヤー 合成 モー ド は [「 通 
常 」 で す 。「 エ アプ ブラシ 」 
ツー ル を 合い 、 前 髪 に 
【D.19】 の 色 を 入れ て 居 け 
感 を 出し ます 。 


表情 を 塗っ て いく 
ここ か ら は 「 顔 ] レ イヤ ー フ ォ ル ダー に まとめ た 「 眉 「 瞳 l 白 目 ] の 表情 を 塗り ます 。 浴 る 前 に 、「 顔 | レイ ヤー フォ 
ル ダ ー を 、 先 ほど 塗っ た 野 の レイ ヤー フォ ル ダ ー の 下 に 移動 し て か ら 浴 り 進め ます 。 


白目 を 塗る 


⑩ 影 を 入れ る 【D20] 影 境界 部 分 を 少し 濃く 
レイ ヤー 合成 モー ド は [通常 ] です 。「 な じ ま せ 穫 ] ツ ー ル で HS voox 浴 っ て いま す 。 

っ て 影 を 塗り ます 。 色 は 【D 20】 で す 。 培 

箇 部 分 を 少し 混 く し て 、 グ ラ デ ー シ ョ ンマ ッ プ を 適用 し た 

と き に 色合い が 増え る よう に し て いま す 。 


人 を 白目 の レイ ヤー 構造 


@ グ ラ デ ー シ ョ ンマ ッ プ 
を 適用 する 
グラ デー ショ ンマ ッ プ の 
【 白 目 】 を 適用 し 、 着 色 し 
ます 。 


レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 ] で す 。「 マ ー カ ー」 ツ ー ル で 箇 
乳 を 【D.21】 で 塗り 、 そ の あと で 透明 色 の 「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー 
ル で 星 有 孔 の 中 央 を 少し 透 き ま す 。 


@ 障 の 下部 に ハイ ライ ト を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 ] で す 。「 エ アプ ラ シ 」 ツール を 
使い 、 瞳 の 下部 に 【D.02】 の ハイ ライ ト を 軽く 入れ ます 。 


グラ デー ショ ンマ ッ プ を 適用 する 
グラ デー ショ ンマ ッ プ の 【 青 系 4 一 瞳 】 を 適用 し 、 着 色 し ま 
す 。 


@ 影 を 入れ る 


レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 ] で す 。 「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル を 
使い 、【D21】 で 障 に 影 ん 入れ ます 。 


@ 瞳 の 上 下 に 反射 の ハイ ライ ト を 追加 する 
レイ ヤー 人 台 成 モー ド は [通常 」 で す 。「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル で 、 
陳 の 下部 と 上 部 に 反射 の ハイ ライ ト を さら に 追加 し ます 。 
色 は 【D.02] で す 。 


【 青 系 4 一 胃 】 
を 障 の レイ ヤー 橋 造 
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眉毛 と まつ 毛 を 塗る 


表情 の 仕上 ぼ げ と し て 、 ま つ 毛 に 色 を 入れ て 、 目 に 光彩 の ハイ ライ ト を 入れ ます 。 眉毛 は 髪 に 隠れ て 見 えな い の 
と 、 光 彩 の ハイ ライ ト を 入れ る と き に メガ ネ が ちょ っ と 邪魔 に な る の で 、 髪 と メガ ネ の レイ ヤー フォ ル ダ ー を 非 表 
示 に し て か ら 塗っ て いき ます 。 


眉毛 に グラ デー ショ ンマ ッ プ を 適用 する 
グラ デー ショ ンマ ッ プ の 【 茶 系 一 髪 、 眉 】 を 適用 し 、 着 色 し 


IS @ ま つ 毛 の 左右 に 赤み を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド 「 通 常 ] で 、 胡 情 の 線画 に クリ ッ ピ ング 
【D.22】 まつ 毛 の 左右 に 入れ る 双 し ます 。「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル で 、 ま つ 毛 の を 名 に 【D.22】 
H:356 S:100% V:60% を 入れ 赤み を つけ ます 。 


る 居 ・ ま つ 毛 の レイ ヤー 構 
造 
【D.02】 ハ イラ イト 
ノ HO 5:0% V:100% 


@ 目 に 光彩 の ハイ ライ ト 
を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は |[ 通 
常 」 で す 。「 な じ ま せ 筆 」 
ツー ル で 、 光 影 の ハイ ラ 
イト を 【D.02】 で 入れ ま 
す 。 塗 れ た ら 髪 と メガ ネ 
を 表示 し て 確認 し まし ょ 
う 。 


で 影 を 入れ る @ ハ イラ イト を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 」 で す 。「 な じ ま せ 筆 」 ツ ソール を レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 」 で す 。「 な じ ま せ 第 」 ツー ル を 
使い 、【D.13】 で メガ ネ に 影 を 入れ て いき ます 。 使い 、 フ レー ム の 縁 に 、【D.02] で ハイ ライ ト を 入れ ます 。 
( 】 【D.13 影 / 【D.021 ハ イラ イト 
HO S0% V:5% ー ノ HO S0% V:100% 


9 グラ デー ショ ンマ ッ プ を 攻 還 する 
ジラ デ ーション マン プ の 1 
生ま 


‘9X ネイ ヤー 四半 


At WE イラ イト を As 
レイ ヤーBmE- ド Si レイ ヤーBE モ ド 
RE CE 
っ た に eVD021 で 
3 に ララ ライト を 
ウラ デー M 
Aa > 
tt ET 

jp 
四 誤 ax 
[rr 
0 ラテ ーション 
112 
タラ テー ショ ン 
We に 
CT 
が ti 


9 玉 に ハイ ライ ト を 入れ る 
月 じ レイ ヤー で 、 マー カー ツー ル で へ 
ハイ ライ ト を HK ニ し て 入れ ます ハア ピン の レイ ヤー 村 


ROU TAU A Yt 


9 ハイ ライ ト を 入れ る 
きり つぶ し に レイ ヤー ペ 
レイ ヤー マス ク を かけ 
ピン ズ ロ 聞く ど 潜 
に 人 の | エア 
プラ タツ ー ル で 靖 し て 
ee 


OgeAhs 
レイ ヤー 合計 モ ー ド 「 欠 」 で メガ ネ の EN 


レン 5 を IDP2| で 等 り つぶ し ます 
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| 仕上げ の 処理 を 行う 


これ で 浴 り は 終わ っ た の で す が 、 よ り 綺 瑞 に 見 せる た め に 仕上 げ を 行い ます 。 髪 の 毛 に 加筆 し て 情報 量 を 増し た 
り 、2 章 で 行っ た 目 の 透 か し 処理 (44 ペー ジ )、3 意 で 行っ た 線画 の 線 の 色 ト レス 処理 (87 ペ ー ジ ) を 行っ て いま す 。 


ゃ 髪 の 加 筆 処 理 


スポ イト し た 色 を 使い 、「 マ ー カ ー」 
ツー ル で 胃 の 毛 が 少 し 跳ね る よう に 


髪 を 加筆 し た い 始点 描き 足し ます 。 白 で 囲ん だ 部 分 が 次 


ie 


と な る 部 分 を 、 ス ポ き 足 し た 髪 で す 。 こ の よう に 少し 髪 
イト ツー ル で スポ イ に パラ けた 感じ を だ すこ と で 情報 量 
ト し ます 。 を 増す こと が で きま す 。 


を 髪 を 加筆 し た 場所 
今回 の 作例 で 髪 を 加筆 し た の は 、 左 の 図 の 場所 で 
す 


赤い 丸 部 分 が スポ イト し た 場所 、 そ こ か ら 白 で 囲 
ん で いる の が 、「 マ ー カ ー」 ツ ー ル で 加筆 し た 髪 で 
す 。 ち ラ け た 自然 な 感じ に で き て いる と 
思い ます 。 

た だ し 、 描 き 足し すぎ る と 、 バ ラ け た 感じ より も 、 
ポ ボサ ポ サ 感 が 強く で て し まう の で 注意 し まし ょ う 。 


目 の 透 か し 処理 と 色 ト レス 処理 
仕上 げ の 処理 と し て 、2 章 で 解説 し た 目 の 透かし 処 
理 と 、3 章 で 行っ た 線画 の 線 の 色 ト レス も 行っ て い 
ます 。 こ の 処理 を 行っ て お く こ と で 、 雰 囲 気 が よ 
い キ ャ ラク ター に 仕上 げ る こと が で きま す 。 


を グラ デー ショ ンマ ッ プ を 使っ て 着色 し た キャ ラク ター 


© 
8g a 


悦 届 一 wR Vu ーー 
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背景 を 塗り 、 
仕上 げ て いく 


キャ ラク ター の 塗り が 終わ っ た ら 、 痛 景 を 塗り 、 仕 上 げ て いき まし ょ う 。 
背 長 も グラ デー ショ ンマ ッ プ を 使っ て 塗っ て いき ます 。 


ま 窓 枠 を 塗っ て いく 


この 上 の 人 人 で は 、 下 当り で 放 と 恋 ガラ ス 、 守 は 牙 っ て いま す 。 モ ノ ク ロ の 下塗り か ら 朋 感 を 入れ て グラ 
デー ショ ンマ ッ プ で 色 を の せ て いき まし ょ う 。 ま ず は 欠 必 から 塗っ て いき ます 。 


9 を 入れ る 
レイ ヤー モー ド 「 天 で す 。 錠 り つぶ し 」 
ツー ル と [6 ペン 」 ツ ー ル を 人 に 対 し て 
和 At て いき ます 。 BD TT 


OB 
HEOSDS 


に ハイ ライ ト を 入れ る 
レイ ヤー 人 モー ド は | で 生計 65 
で す 。 | マー カー ツー ル を 合い 1D021 で 特 
の に ハイ ライ ト を 人 れき 


looA ィ a ィ ト 
sls 


Io 
EDR 


9 大 き な 果 を 入れ る 9 主人 に ハイ ライ ト を 入れ る 
レイ ヤー@ 記 モー ド は "8 夫 」 で す 。 [な ませ 草 」 り ー ル を し イヤ ー 台 球 モ ー ド G[ 導 で 9。「 エ アプ ラジ リリ ー ル を 
人 6 に 大 @ な を 和 れ ます 。 包 は DO5] で す 。 負い ID021 で 9 に ハイ ライ ト を 入れ ます 


im 


ショ ンマ ッ プ を 適用 する 
ーション マッ プ の 【 縁 系 一 窓 枠 ] を 通用 し ます 。 


(| 


へ と パ ュ ト 庄 , こ 隊 較 沖 世 記 


⑩ 全 体 に ハイ ライ ト を 入れ る 反射 の ハイ ライ ト を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 ] で す 。「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル を レイ ヤー 合成 モー ド は [通常] で す 。「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル を 
使い 、【D.23] で 、 窓 ガラ ス に 少し 暗 あ の ハイ ライ ト を 入れ 使い 、 光 の 反射 の ハイ ライ ト を 入れ ます 。 人 色 は 【D.02】 を 
ます (あま り 明 る くし な い )。 使い ます 。 
【D.23】 ハ イラ イト | ) ヽ 【D.02】 ハ イラ イト 


HO S0% V:75% 


S:0% V:100% 


【 空 色 系 一 容 ガ ラス 】 


窓 ガ ラス の レイ ヤー 構造 


グラ デー ショ ンマ ッ プ を 適用 する 
グラ デー ショ ンマ ッ プ の 【 空 色 系 一 窓 ガラ ス 】 を 適用 し ます 。 
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+ 壁 を 塗る 


影 を 入れ た 部 分 を 恋 で 視 党 化 し て いま す 。 


全体 に 影 を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 淀 ] で す 。 「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー 
ル を 使い 、【D.24】 で 、 全 体 に 軽く 影 を 入れ まし た 。 


【D.24】 影 
HO S:0% V:66% 


【D.05】 創 め 影 
H:0 S$:0% V:53% 
@ 大 き な 影 を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 乗 算 」 で す 。「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー 
ル を 使い 、 約 め に 大 き な 影 を 窓 枠 と 同様 に 入れ ます 。 色 
は 【D.05】 で す 。 


ーション マッ プ を 適用 する 
ショ ンマ ッ プ の [灰色 系 一 壁 】 を 適用 し ます 。 


植木 を 描い て いく 


育 景 が 窓 と 壁 だ どけ で は 寂し い の で 、 壁 の 下 側 に 植物 を 入れ よう と 思い ます 。 花壇 の よう な 感じ で す 。 ま ず は 「 植 
木 ] レイヤー フォ ル ダ ー を 作り 、 こ の フォ ル ダ ー 内 に 緑 の 植木 の 部 分 を 描い て いき ます 。 


【D.13】 草 1 
H:0 S:0% Vi5% 


介 茂 み の 下地 を 描く 
レイ ヤー 合成 モー ド は [通常 ] で す 。 壁 
の 下部 に 、「 自 作 葉 ] ツール を うねる よう 
に 動か し 、 茂 み の 下地 を 描き ます 。 色 は 
【D.13】 で す 。 


【D.15】 草 2 
H:O §:0% V:28% 
@ 茂 み を 重ね る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 」] で す 。「 自 
作業 ] ツ ー ル で 、 少 し 明る め の 【D.15 
を 、 下 地 の 茂 み の 上 へ 描い て いき ます 。 
クリ ッ ピ ング は 行い ませ ん 。 


【D.10】 草 3 
HO SO% V:51% 


成 み を さら に 重ね る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 ] で す 。 同 
じ く 「 自 作 葉 」 ツ ー ル で 。 さ ら に 明る め 
の 【D.10】 を 上 に 重ね て 描き ます 。 手順 
@ よ り 少 し 隙間 が 開く よう に し ます 。 ク 
リッ ピン グ は 行い ませ ん 。 


0% 
0 | 
i の 4 段 目 の 茂 み を 重ね る 
” レイ ヤー 合成 モー ド は | 通常 」 で す 。 | 自 
作業 ] ツ ー ル で 、 さ ら に 明る い 【D.09 
を 、4 陸 目 の 茂み と し て 塗り ます 。 手順 


⑤ よ り 隙 間 が 開く よう に し ます 。 ク リッ 
ピン グ は 行い ませ ん 。 


へ と コ ュ F 計 / こ 騰 W 聞 mt 隔 
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分 で す 。 


©5 段 目 の 茂み を 重ね る ID29 和 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通 常 ] で す 。「 自 作 葉 」 ツ ー ル を 使い 、 一 番 
明る い 【D.25】 で 、 光 が 一 普 あ た る 部 分 に だ け 茂 み を 押 き ます 。 ク 
リッ ピン グ は 行い ませ ん 。 


ョ ンマ ッ プ を 適用 する 
グラ デー ショ ンマ ッ プ の 【 草 木 】 を 適用 し ます 。 


ま 花 を 描い て いく 


植木 が 描け た ら 、 そ の 中 に 花 を 描 いて いき まし ょ う 。「 花 ] レ イヤ ー フ ォ ル ダー を 作り 、 そ の 中 に 所 いて いき ます 。 
まず は 下塗り と し て 花 を 描い て 配置 する と ころ か ら で す 。 


を 花びら の 描き 方 


花びら は 、「 マ ー カ ー」 ツ ー ル を 使い 、 花 びら を 一 つけ ひと つ 順 に 描い て 、 花 の 形 に し て いき ます 。 こ こ で は 色 に 【D.02】 を 使っ 
て いま す 。 


⑩ ラ ンダ ム な 場所 に 花 を 配置 する 


レイ ヤー 合成 モー ド は 「 通常] で す 。 描 いた 花 を コピ ー し な 
が ら 、 ラ ンダ ム な 場所 に 見 栄え の する よう に 配置 し ます 。 
これ が 下 深 り レイ ヤー に な り ま す 。 


②@ レ イヤ ー を コピ ー し て 下 の レ イヤ ー の 色 を 濃く する 
今 、 作 成 し た 花 の 下塗り レイ ヤー を コピ ー レ し 、 コ ピー し レ た レイ ヤー を 下 浴 り レイ ヤー の 下 に 移動 し ます 。 描画 色 
で 【D.26】 を 指定 し 、 メ ニュ ー か ら 「 編 集 」 一 「 線 の 色 を 拉 画 色 に 変更 」 を 実行 し て 色 を 変更 し ます 。 


@ 花 の 中 心 に 色 を 入れ る 


レイ ヤー 台 成 モー ド は | 通常] で す 。 「 エア プラ シ 」 ツ ー ル で 、 花 の 中 心 部 分 に 【D.26】 の 色 を 図 の よう に 入れ ます 。 そ し て 、 
誠 明 色 の 「 な じ ま せ 第 」 ツ ー ル で 、 花 びら を 描い た と き と 反 対 方 向 へ 色 を 抜い て いき 、 中 央 に 色 が 残る よう に し ます 。 こ ご 
の 処理 を 全体 の 花 に 対し て 行っ て いき ます 。 


【D.26】 花 の 色 
HO S:0% V:40% 


を 花 の レイ ヤー 構造 


の © グラ デー ショ ンマ ッ プ を 適用 する 
ラ デ ー シ ョ ンマ ッ プ の 【 花 】 を 適用 し ます 。 


| 育 景 の 色調 を 調整 し て 仕上 げ る 
これ で 育 景 は 描 け ま し た が 、 こ の まま で は 背景 が は っ きり し すぎ 、 キ ャ ラク ター と の 調和 が と れ て いな い 感 じ が 


あり ます 。 
そこ で 、 背 景 の 色調 を 調整 し 、 キ ャ ラク ター の 背景 と し て 違和感 わな いよ うに 仕上 げ て いき まし ょ う 。 
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背景 全体 に ガウ ス ぽ か し を か ける 
背景 の 「 花 植木 [ 窓 枠 [ 恋 ガ ラス 」「 壁 ]「 背 景 線画 ] だけ を 表示 
し た 状態 に し て 、 右 クリ ッ ク ー「 表 示 レ イヤ ー の コピ ー を 結合 
を 選択 し ます 。 結 合 し た レイ ヤー が 作成 され る の で 、 メ ニュ ー 
か ら 「 フ ィ ル ター」 一 「 ぼ か し 」 一 「 ガ ウス ぽか し 」 を 選択 し 、 設 定 
値 「20]」 で ガウ ス ぽ か し を か け ま す 。 図 は 仕上 げ の 感じ を わか り 
や すく する た め に 、 キ ャ ラク ター も 表示 し て いま す 。 


【D.27】 キ ラキ ラ 

H:53 S:20% V:100% 

@ 背 景 全 体 に キラ キラ 感 を 入れ る 
レイ ヤー 合成 モー ド は 「 馳 い 焼 き ( 発 光 )] で す 。「 キ ラキ 
ラ 散 布 」 ツ ー ル を 使い 、【D.27】 で 、 全 体 に 軽く 光 の 粒子 
を 舞 わ せま す 。 ほ ん の り と いう 感じ で す 。 


色調 補正 の レイ 
ヤー の 配置 


背景 の 色調 を 整え る 
ガウ ス ぼ ぽか し を か けた 背景 の レイ ヤー の 上 に 、 メ ニュ ー の 「 レイ 
ヤー 一 「 新 規 色 調 祖 正 レイ ヤー」 に ある 、 次 の 2 つの 色調 補正 の 
レイ ヤー を 、 レ イヤ ー 全 成 モ ー ド 通常] で 追加 し て いま す 。 設 
定 値 は 以下 で す 。 


・「 色 相 ・ 彩 度 ・ 明 度 ] レイ ヤー 
ー 彩 度 : 一 200% 
・「 明 る さ ・ コ ント ラス ト 」 レイヤー 
ー 明 る さ : 一 10%、 コ ント ラス ト : 二 20% 


⑨ キ ャ ラク ター に クリ ッ ピ ング し て 大 き な 斜 め の 影 を 入れ る 

キャ ラク ター を 著 色 し た 「 着 彩 ] レ イヤ ー フ ォ ル ダー の 上 に 、 レ イヤ ー 
合成 モー ド 「 焼 き 込み (リニア )] で 、 キ ャ ラク ター に クリ ッ ピ ング し た 
レイ ヤー を 作り ます 。 

「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル を 使い 、 背 景 の 斜め に 大 きく 入れ た 影 に 合わ せ て 
キャ ラク タ 鋼 め の 影 を 入れ ます 。 た だ し 、 キ ャ ラク ター の 立ち 位 
置 は 壁 よ り 前 に な り ま す の で 、 入 る 位置 は 少し 下がっ た 感じ こす る と よ 
いで し ょ う 。 影 の 色 は 【D.20】 で す 。 


【D.20】 斜め 影 
HO S:0% V:60% 


人 ほ 斜 ゆめ に 大 き な ハ イラ イト を 入れ る 


斜め の 影 の 上 に 、 レ イヤ ー 合 成 モ ー ド 「 覆 い 焼き (発光 )] で レイ 
ヤー を 作り 、「 な じ ま せ 筆 」 ツ ー ル を 使い 、【D.02】 で 、 大 き な 斜 
め の ハ イラ イト を 入れ ます 。 た だ し 、 こ の ハイ ライ ト は キャ ラク 
ター に クリ ッ ピ ング し ませ ん 。 背 景 か ら キ ャ ラク ター の 全体 に 入 
れ ま す 。 

これ で 、 色 の 許 整 は 完了 で す 。 


偽 め に 大 き な ハ イラ イト を 入れ た と ころ を 門 で 視覚 化 
し て いま す 。 
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m 


へ と ペ ュ ト 庄 , こ 隊 較 世 記 


や グラ デー ショ ンマ ッ プ で 塗る キャ ラク ター イラ スト の 完成 


イラ スト の 印象 を 変え る 
バリ エー ショ ン 


イラ スト に ひと 手間 
加え る テク ニッ ク 


を 変え る こと が で きま す 。 こ こ で は 、 印 象 を 変え る テク ニッ ク の いく つ 
か を 紹介 し て いき ます 。 


ae a 
+ 背景 を ぼかし て キャ ラク ター を 目立た せる 

5 りり お いま し た 2 育 欠 を サレ めす こと で キャ ラク ター と 先天 すのこ と が で き 、 よ り 
Y ラ クター た せる こと が で きま す 。 

ここ で 8 2W の アニ メ MU の 人 人 イラ スト に を えて いき ます = 


アニ メ 徐 の キャ ラク ター と 到 尽 と の 半 

2 中 の アズ メ 下り 守谷 で は 、 キ ャ ラク ター も 再選 くっ 

さり と 電 本 され て いす 、 誠 を し ば や っ と 換 る ご と で 

\ 環 下 感 を つけ て いま す 区 。 ここ か ら も う 少 し キャ ラク ター 
ka ER 


@ 痛 景 の レイ ヤー フォ ル ダ を 結合 し た レイ ヤー を 作る 

2 芝 の 人 細 イ ラス ト の 「 育 上 」 レ イヤ ー フ ォ ル ダー を 選択 し 、 右 クリ クー「 レ イヤ ー の 人 を 肖 所 し ます 。「 レ 
イヤ ー の 契 提 | ダイ アロ グ ポ ックス が 同 い た ら 、 わ か りや すい よう に 名 前 を 「 背 貞 コ ピー」 に し て 、「 元 の レイ ヤー 
を 嘩 すず 】 に チェ ッ ク を 入れ て 「OK」 を クリ ッ ク し まず 。 こ れ で 、 痛 景 レイ ヤー の み を 紙 人 し た レイ ヤー が [ 彰 」 
レイ ヤー フォ ル ダ ー の 上 に 作成 され ます 。 


で 「 請 時 レイ ヤー フォ ル ダ ー の 庶 合 レイ ヤー を 作 友 す る 


レイ ヤー フォ ル ダ ー を 右 ク リッ クー[ レイ ヤー の を し ま 
す 、「 レ イヤ ー の ダイ アロ グ ボッ クス で 。 和 を 「 間 見 コピ ビー」 と 人 
し て 、「0 レ イヤ ー を 融 す に チェ ッ ク を 入れ て 、「OK」 ラン を クリ ッ 
タレ WT 


や 背景 を 結合 し た 「 育 景 コ ピー」 レイ ヤー 


「 背 景 」 レ イヤ ー フ ォ ル ダー の 上 に 、 
合 し た 「 背 景 コピ ー」 レイ ヤー が 
作成 され ます 。 


@ 結 合 し た 背景 の レイ ヤー を ぼかす 

結合 し た 「 背 景 コ ピー] レイ ヤー を 選択 し た 状態 で 、 メ ニュ ー で 「 フ ィ ル ター」 一 「 ぼ か し 」 一 「 ガ ウス ほか し 」 を 
実行 し ます 。 「 ガ ウス ぽか し 」 ダ イア ログ ボッ クス の ぼかす 範囲 を 「15」 に 設定 し 、「 OKJ を クリ ッ ク し て くだ さい 。 
これ で 背景 が 軽く や けた 状態 に な り 、 キ ャ ラク ター が より 目立ち ます 。 


ガウ ス ほ ぽか し を か け て 背景 を ぼや か せる 


作成 し た 「 背 景 コ ピー」 レイ ヤー に 対し て 、 
設定 値 15] で ガウ ス ぽ か し を か け ま す 。 


最初 と 比較 し て 背景 が ぼや け 、 遠 近 感 が さら 
に で ます 。 


。 錠 痛 景 と の 遠近 感 で キャ ラク ター が より 目立つ 
全体 を 引い て 見 て みる と 、 前 面 の キャ ラク ター が より 目 立 
つよ うに な っ て いる の が わか り ま す 。 こ の よう に 、 キ ャ ラ 
クタ ー を 目立た せる テク ニッ ク に 、 背 景 を ぼや けさ せ 、 遠 
近 感 を だ す 圭 法 が あり ます 。 


App 
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Ne Ido 
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に 
* グ ロー 効果 を 加え る 

今度 は 、 イ ラス ト に グロ ー 効 果 を 加え て み ま し ょ う 。 グ ロー 効果 と は 、 ア ニ メ な どの エフ ェクト と し て お 馴染 み 
の 効果 で 、 そ の 名 の 通り 「 Glow (発光 、 輝 き )] を 強く 放っ て いる よう な 感じ を だ す 効 果 の こと で す 。 

この 効果 を 加え る 手法 に は いく つか ある の で す が 、 そ の 中 で も と て も 簡単 に で きる 方 法 を 紹介 し た いと 思い ま 
す 。 


⑩ イ ラス ト 全 体 の 統合 され た コピ ー レ イヤ ー を 作成 

すべ て の レイ ヤー の 一 番 上 に ある レイ ヤー を 右 ク リッ クー「 表 示 レ イヤ ー の コピ ー を 結合 」 を 選択 し ます 。2 章 の 
作例 イラ スト で は 、「 線 画 」 レ イヤ ー が 一 番 上 に あり ます 。 

する と 、「 線 画 ] レイ ヤー の 上 に 、 表 示 レ イヤ ー 全 体 が 統合 され た 状態 の レイ ヤー が 作成 され ます 。 レ イヤ ー 名 
は 自動 的 に 「 線 画 2] と な り ま す 。 


表示 され て いる レイ ヤー 全部 の 結合 レイ ヤー を 作成 


コー 


ーー "yd 
醸 
a 


一 普 上 の 「 線 画 」 レ イヤ ー を 右 

クリ ッ ク ー「 表示 レイ ヤー の 

コピ ー を 結合 」 を 選択 し ます 。 「 線 画 ] レ イヤ ー の 上 に 、 全 体 を 結合 し 
た 「 線 画 2] レ イヤ ー が 作成 され ます 。 


memoua 


表示 され て いる レイ ヤー 全部 を 結合 し ます が 、 非 表示 の レイ ヤー と 下書き に 設定 し た レイ ヤー は 結合 され な い の 
で 、 必 要 な レイ ヤー が 表示 され て いる が 確認 し て お きま す 。 

また 、「 表 示 レ イヤ ー を 結合 」 ま た は [画像 を 統合 ] を 選択 し て し まう と 、 も と の レイ ヤー も 結合 され て 残り ませ ん 
の で 注意 し て くだ さい 。 


の フィ ルター 用 の レイ ヤー フォ ル ダ を 作り フィ ルター を 重ね る 

結合 し た 「 線 画 2」 レイ ヤー に ガウ ス ぽ か し を か け ま す 。 メ ニュ ー で 「 フ ィ ル ター」 一 「 ぼ か し 」 一 「 ガ ウス ぽか し 」 
を 選択 し て 、 ぼ か す 範 囲 を 「20」 の 設定 値 で か け て くだ さい 。 

そし て 、 レ イヤ ー の 一 番 上 に 、 レ イヤ ー 合 成 モー ド 「 通 過 」 で 「 フ ィ ル ター」 レイ ヤー フォ ル ダ ー を 作成 し ます 。 
この レイ ヤー フォ ル ダ ー の 中 に 、「 抱 画 2] レ イヤ ー を 3 つ に 分 け て コピ ー し て くだ さい 。 コ ピー し た ら 3 つ の レイ 
ヤー の レイ ヤー 合成 モー ド と 不透明 度 を 上 か ら 次 の 設定 に 変更 し ます 。 レ イヤ ー 名 も 設定 に 合わ せ て わか りや すぐ 
変更 し て お く と よい で し ょ う 。 


・ レイ ヤー 合成 モー ド 「 オ ー バ パー レイ 」 ・ 不 透明度 25% 
・ レ イヤ ー 全 成 モー ド 「 焼 き 込 み ( リ ニア )」 ・ 不透明 度 25% 
・ レイ ヤー 合成 モー ド 「 通 常 ]・ 不 透明度 33% 


を 「 フ ィ ル ター」 レイ ヤー フォ ル ダ ー に 3 つの レイ ヤー に 分 け て 入れ る 
フィ ルター の レイ ヤー を 入れ る 「 フ ィ ル ター」 レイヤー フォ ル ダ ー を 作成 し 、 ガ ウ 
ス ぽ か し を か けた 結合 レイ ヤー を 3 つ に 分 け て コピ ー し ます 。 こ の 図 は 、 レ イヤ ー 
合成 モー ド と 不透明 度 を 設定 し 、 レ イヤ ー 名 も わか りや すい も の に 変更 し た あと 
の レイ ヤー 構造 で す 。 


グロ ー 効 果 を か けた 作例 イラ スト 


全体 を 引い て 見 て みる と 、 こ の よう 
に 、 キャ ラク ター 全体 が 少し ば や っ と 
し て 、 光 っ つて いる よう な 感じ の 雰囲気 
に な り ま す 。 


この よう に 、 完 成 し た イラ スト を 結合 し 、 ガ ウス ぽか し を か け 、 フ ィ ル ター の レイ ヤー を 作る だ け で 、 簡 単に ア 
ニ メ 調 の グロ ー 効 果 を か ける こと が で きま す 。 


KN 三 ーー ー 
+ 背景 な どの 設定 を 変更 し て 雰囲気 を 変え る 

一 度 完成 し た イラ スト の シチュ エー ショ ン を 変更 し て 、 雰 囲 気 を 変化 させ て み ま す 。2 章 の 作例 を プラ シ 塗 り に 
し た イラ スト は 、 昼 間 の 青空 を 背景 に し て いま し た が 、 夜 則 の 夜空 を 背 慰 に し た イラ スト に 変更 し て み ま す 。 


⑳ グ ラ デ ー シ ョ ンマ ッ プ で 空 の 色 を 変更 する 

まず は 全体 的 な 雰囲気 を 確認 する た め に 空 の 色 か ら 変 更 し ます 。 こ ご こ で は 5 章 で 使っ た グラ デー ショ ンマ ッ プ を 
使い ます 。 

「 空 ] レイヤー フォル ダー 内 の 空 の 色 を 塗っ た 一 番 上 の レイ ヤー を 選択 し て (作例 で は 「 グ ラ デ ー シ ョ ン 3] レイ 
ヤー)、 メ ニュ ー か ら 「 レ イヤ ー」 一 「 新 規 色調 補正 レイ ヤー」 一 「 グ ラ デ ー シ ョ ンマ ッ プ ]」 を 選択 し ます 。「 グ ラ デ ー 
ショ ンマ ッ プ 」 ダ イア ログ ボッ クス の 「 グ ラ デ ー シ ョ ン セ ッ ト 」 で 「 空 」 一 「 夜 空 」 を 選択 し て 適用 し ます 。 す る と 青 
空 が 一 気 に 夜 空 に 変化 し ます 。 


に 3 に と [DP deiyco 


193 


グラ デー ショ ン セ ッ ト の 「 空 」 に ある 「 夜 る 追加 され た グラ デー ショ ンマ ッ 
空 」 を 適用 プ の レイ ヤー 


「 空 ] レ イヤ ー フ ォ ル ダー 
の 一 番 上 に グラ デー ショ ン 
マッ プ の レイ ヤー を 追加 レ 
ます 。 


グラ デー ショ ン セ ッ ト 「 空 ] 
に ある 「 夜空 を 適用 し ます 。 


の 地面 、 フ ェ ン ス 、 街 の 色 を 変更 する 

鞍 い て 、 背 景 の 地面 、 フ ェ ンス 、 街 の 色 を 夜 の 色 に 塗っ て いき ます 。「 地 面 l「 フ ェ ン ス 」「 街 ] の レイ ヤー フォ ル 
ダー 内 の 下 に ある 下塗り や 素材 の レイ ヤー の 上 に 、 レ イヤ ー 合 成 モー ド 「 通 常 」 で 新規 に 「 夜 ] レ イヤ ー を 作り 、 そ を 
れ ぞ れ ク リッ ピン グ し て 、 次 の 色 を 全体 に 塗り ます 。 な お 、 街 だ け は 色 を 調整 し た スク リー ン の レイ ヤー の 上 に 
「 夜 」 レ イヤ ー を 追加 レ し て いま す 。 


・ 地 面 ・ フ ェ ンス の 色 : 較 軒 H : 249、S : 16%、V : 35% 
・ 街 の 色 FH: 215、S: 100%、V:27% 


色 を 変更 し た ら 、 全 体 の 色合い を 確認 し ま 
す 。 ご この と き 、 全 体 の 明る さ を 見 る た め に 、 守 
を 非 表 示 に し て お く と よい で し ょ う 。 地面 の 色 
が か な り 濃 く 感 じ た の で 、 レ イヤ ー マ ス ク を 作 
成 し て 、 透 明 色 の 「 エ アブ ラ シ ツ ー ル 」 を 使い 、 
破線 より 下 を 目安 に 軽く 色 を 抜い て 調整 し て い 
ます 。 


| を 雲 を 非 表示 に し て 色合い を 確認 し て 調整 


@ 街 の 窓 に 明か り を と も す 
夜 の 街 で すか ら 、 ビ ピル な どの 建物 の 窓 に は 明か り を つけ た いと ころ で す 。 し レイヤー 合成 モー ド 「 通 弟 ]、 不 遂 明 
度 75% で レイ ヤー を 作り 、 街 の 素材 に 描か れ て いる 窓 の 部 分 を な ぞ っ て 浴 っ て いき ます 。 色 は 以下 の 設定 で す 。 


・ 窓 の 明か り の 色 : 日:53、S:20%、V:100% 


窓 の 部 分 を 終え を た ら レ イヤ ー を コピ ー し て 、 窓 の レイ ヤー の 上 に レイ ヤー 合成 モー ド 「 加 算 ( 発 光 )] で 「 窓 光 」 レ 
イヤ ー を 作り ます 。 こ の レイ ヤー に 、 ガ ウス ぼかし を 設定 値 「15] で か ける と 、 ぼ や っ と 窓 が 光っ た 感じ が で ます 。 


信 街 の 建物 の 窓 を 塗り 、 ガ ウス ぽか し で 光っ た 感じ を だ す 
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素材 の 建物 の 窓 を 「 恋 ] レ イヤ ー で 塗り 、 そ れ を コピ ー し た 「 窓 光 ] レ イヤ ー を 作り ます 。 「 窓 光 ] レ イヤ ー に 、 
メニ ュー で 「 フ ィ ル ター」…「 ぼ か し 」…「 ガ ウス ぽか し 」 を 選択 し て 、 設 定 値 | 15] で ガウ ス ば ぽか し を か ける と 、 ス 
ぼや っ と 窓 の 明か り の 感じ が で ます 。 ト 
に 

の @ 寺 の 色合い を 変更 し 、 星 を 描く 内 
この 作例 イラ スト で は 雲 は 3 つの レイ ヤー に 分 け て 描い て いま す 。 そ こ で 、 レ イヤ ー 全 成 モー ド 「 通 常 」 で 「 雲 」 年 
レイ ヤー フォ ル ダ ー を 作り 、 そ の 中 に 3 つの 雲 の レ イヤ ー を 入れ て まとめ ます 。 Mi 
この 「 雲 ] レイ ヤー フォ ル ダ ー を 閉じ た 状態 に し て 選択 し メニ ュー か ら 「 レ イヤ ー」 一 「 新 規 色調 補正 レイ ヤー」 
ー「 暑 調 の 反転 」 を 実行 し て 、 階 調 の 反転 を 行っ た レイ ヤー を 追加 し ます 。 さ ら に メニ ュー で 「 レ イヤ ー」 一 「 新 テ 
規 色 調 補正 レイ ヤー」 一 「 色 相 ・ 彩 度 ・ 明 度 」 を 選択 し て 、「 色 調 ・ 彩 度 ・ 明 度 」 ダ イア ログ ボッ クス 表示 し 、 色 相 ク 
「-150」、 彩 度 「-19」、 明 度 「15」 の 設定 で 色 を 調整 し た レイ ヤー を 追加 し ます 。 マッ 
ク 


信 「 色 調 ・ 彩 度 ・ 明度 」 ダイ アロ グ ボ ックス る ゃ 雲 の レ イヤ ー フ ォ ル ダー を 作成 


雲 の レ イヤ ー を 「 雲 」 
レイ ヤー フォ ル ダ ー 
に まとめ て 、 そ の レ 
イヤ ー フ ォ ル ダー に 
対し て 、「 階 調 の 反 
転 」 と 「 色 用 - 彩 度 - 
明度 」 の 調整 を 行い 
ます 。 こ ご の 操作 を す 
る と き に は 、「 雲 」 レ 
イヤ ー フ ォ ル ダー は 
閉じ て お きま す 。 


「 色 調 ・ 彩 度 ・ 明 度 」 の 色調 調整 で は 、 色 相 「-150」、 彩 度 「-19」、 明 
度 「15」 の 設定 に し た レイ ヤー を 追加 し ます 。 
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を 「 階 調 の 反転 ] と 「 色 調 ・ 彩 度 ・ 明 度 」 の 設定 で 白い 雲 が 夜 の 暗い 雲 に 変化 する 


雲 の 色 を 変え た ら 、 雲 の レイ ヤー フォ ル ダ ー の 下 に レイ ヤー 合成 モー ド 「 覆 い 焼き (発光 )] で レイ ヤー を 作り 、 
少し だ け 星 を 追加 で 描い て お きま し ょ う 。 色 は 窓 の 明か り と 同じ 「H : 53、S : 20%、V : 100%」 で す 。 


を 星 を 描く 


守 の 合同 か ら 少 し 旦 が 見 え 
る 程度 に 描い て いま す 。 


キャ ラク ター に 暗い グラ デー ショ ン を か ける 

ここ まで で 背景 を 夜 に 変更 で きた の で す が 、 キ ャ ラク ター 
が 昼 の 太陽 の 下 を イメ ー ジ し た その まま の 色 だ と 浮い て し ま 
いま す 。 ぞ こ で 、 キ ャ ラク ター の 「 着 彩 ] レ イヤ ー フ ォ ル ダー 
の 上 に 、 レ イヤ ー 合 成 モ ー ド 「 オ ー バ パー レイ 」 で 、 グ ラ デ ー 
ショ ン を 入れ ます 。 色 は 、 地 面 ・ フ ェ ン ス の 夜 の 色 と し て 
塗っ た 「H : 249、S : 16%、V : 35%」 で 、 「 エ アプ ラ シ 」 ツー 
ル を 使い ます 。 


間 100* す ーーb1 


っ っ 画 時 
= imw 洒 
は 3 


を 「 着 彩 ] レイ ヤー フォ ル ダ ー の 上 ぶ オ ー バ ー レ イ を 入れ た 
に オー パー レイ を 入れ る 領域 を 赤 で 視覚 化 


これ で 夜 の シチュ エー ショ ン へ の 変更 は 完成 で す 。 昼間 だ っ た イラ スト が 、 少 し 手 を 加え る だ け で 夜 の イラ スト 
に 変更 する こと が で きま し た 。 

この よう に シチュ エー ショ ン を 変更 する こと で 、 印 象 が ガラ ッ と 変わ っ て 面白 いと 思い ます . 

な お 、 応 用 で 下 の よ うな 夕焼け の シチュ エー ショ ン に する こと も で きま す 。 こ ちら は ダウ ン ロ ー ド の 配布 デー タ 
と し て 用 意 し て いま す の で 、 よ か っ た ら 開 いて 確認 し て み て くだ さい 。 


App 


ld eno 


を 夜 に 亡 わ っ た 作例 イラ スト 


焼け の 背景 を イメ ー ジ し た イラ スト 例 
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